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教育 DX 推進センター⻑  渡辺 雄貴 
 

教育 DX 推進センター（以下「センター」とい
う。）は、教育 DX 及び FD の全学推進組織とし
て 2022 年 4 ⽉に設置されました。センター設置
のきっかけとして、2020 年の新型コロナウイル
ス感染症のパンデミック発⽣が挙げられます。こ
れによって本学の教育は ICT 化から DX を念頭
にした取組みに加速度的に転換することが急務
となり、「教育 DX を牽引する組織」の必要性が
浮き彫りになりました。これを受けて本学では、
教育 DX やウィズコロナ・ポストコロナを⾒据え
た各種課題の検討・推進を重ね、前⾝組織である
教育開発センターに「教育 DX を牽引する組織」
の機能を追加するかたちで「教育 DX 推進センタ
ー」を設置しました。 
 学内には組織的に教育改善を推進する⾵⼟が
醸成されている⼀⽅、各取組みの更なる実質化や
ボトムアップ型 FD の推進が課題として挙げら
れます。こうした課題に対し、学修・教育活動に
好循環を⽣み出し、学修者本位の教育を実現して
いくとともに、これまで教育開発センターで培っ
てきた FD に関する知⾒と、新たに加わる教育
DX に関する知⾒とを掛け合わせることで、学修
効果・教育効果を最⼤化していくことを⽬指しま
す。 
 2022 年度に「学校法⼈東京理科⼤学中期計画
2026（2022〜2026 年度）」が策定され、法⼈とし
てこれに基づく教育施策の検討が開始されまし
た。センターではこの中期計画を踏まえ、センタ
ーの⽬的である「本学学⽣及び教員の学修・教育
活動の変⾰、⼀層の深化及び好循環を⽣み出し、
学修者本位の教育を実現すること」の更なる実質
化を図るため、独⾃の「年次計画」を策定しまし

た。年次計画は柔軟な対応ができるよう、5 年 2
期（2 年＋3 年）で設定しており、2 期⽬の 2025
年度は、各種取組のさらなる改善を⾏いました。
例えば、学⽣⾃⾝の主体的な学修の実現をサポー
トする「学修ポートフォリオシステム」では、学
⽣が半期ごとに⼊⼒する振り返り・次期の⽬標の
内容を教員が確認していることを明⽰すること
で、学⽣にフィードバックを⾏う「リアクション
ボタン」の機能を導⼊しました。また、学修の達
成状況を可視化して学⽣が振り返りを⾏う際の
参考情報とするために、希望する学科では、GPA
及び GP 合計値とそれに基づく学科内順位・分布
グラフを表⽰することで学科内における⾃分の
位置を確認することができる機能も導⼊しまし
た。 
 さらに、学内に蓄積されている教学データを活
⽤した学修⽀援策の検討のほか、各部局で⾏って
いる TA 研修について、TA ハンドブックに基づ
くコンテンツ（動画・資料・⼩テスト）を作成し、
全学共通ですべての TA に必要とされる研修内
容の明確化、研修の質の保証及び教員の負担軽減
を図りました。 

  
 以上のようにセンターでは、本学の教育 DX 及
び FD について、各学部・研究科・教養教育研究
院が実施主体となる「ボトムアップ型」と、セン
ターが実施主体となる「トップダウン型」の双⽅
において活性化するよう、これからも活動を全学
的に推進していきます。 
 本学の教育（学⽣の学び）を継続していくため
にも、教職員の皆様からのより⼀層のご⽀援・ご
協⼒を⼼よりお願い申し上げます。
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教育委員会の設置とその背景 

本学における組織的な FD 活動の開始は、2002 年 4 ⽉の「教育委員会」発⾜まで遡る。教育委
員会は「本学の教育の理念及び⽬標並びに教育の内容及び⽅法についての組織的な研修、調査及
び研究を実施するとともに、本学の教育研究の質的改善及び向上に貢献すること」を⽬的として
設置された。その 3 年半前、1998 年の⼤学審議会の答申「21 世紀の⼤学像と今後の改⾰⽅策に
ついて」において、「各⼤学は、個々の教員の教育内容･⽅法の改善のため、全学的にあるいは学
部･学科全体で、それぞれの⼤学等の理念･⽬標や教育内容･⽅法について組織的な研究･研修
（Faculty Development：以下「FD」という。）の実施に努めるものとする」と提⾔され、⽇本の
⼤学改⾰の⼀環として FD について議論されるきっかけとなった。翌 1999 年に⼤学設置基準が
改正され、「⼤学は、当該⼤学の授業の内容及び⽅法の改善を図るための組織的な研修及び研究の
実施に努めなければならない」と規定された。これがいわゆる「FD の努⼒義務化」である。これ
に対応するため、本学では教育委員会を設置し、教育委員会のもとで FD 活動を組織的に推進す
ることとなった。 
 

教育委員会での活動 

教育委員会では、主に、新しい成績表記（GP）と成績評価法（GPA）の導⼊、シラバスの Web
化、授業評価アンケートの Web 化などに関する検討を⾏った。 
 

教育開発センターへの改組 

教育委員会の下で FD 活動を開始した⼀⽅で、課題も⾒つかった。1 点⽬は、より発展的で組
織的な FD 活動を⾏うにあたり、学内に存在する複数の委員会における FD 活動が有機的に連携
できておらず、委員会組織による FD 推進の限界が感じられたことである。2 点⽬は、⼤学組織
として教育改⾰に取り組むためには、FD 推進の⺟体となる全学的な組織が必要と感じられたこ
とである。これらの課題を解消するため、2006 年 3 ⽉に「東京理科⼤学における FD 推進」を学
⻑宛に答申し、その結果、教育委員会を発展的に改組した「教育開発センター（Center for Faculty 
Development）」を 2007 年 10 ⽉に設置することとなった。その後、2008 年の⼤学設置基準の改
正では、「⼤学は、当該⼤学の授業の内容及び⽅法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実
施するものとする」と FD が義務化され、本学における FD 活動に係る議論はさらに活発になる。 
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教育開発センターでの活動 

教育開発センターでは、主に、シラバスの充実化、GPA を⽤いた⼊学後の学⼒追跡調査、学習
相談室の設置、補習講義の実施等に関する事項の検討を⾏った。また、2010 年 10 ⽉には、教育
開発センターの下に学部教育関係の FD に係る諸問題を扱う「学部教育分科会」を、⼤学院教育
関係の FD に係る諸問題を扱う「⼤学院教育分科会」を設置した。 
 

教育開発センター委員会の設置 

2007 年の⼤学院設置基準の改正では、「⼤学院は、当該⼤学院の授業及び研究指導の内容及び
⽅法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施するものとする」と規定され、学部教育よ
りも 1 年早く、⼤学院における FD が義務化された。また、中央教育審議会の答申「新時代の⼤
学院教育」（2005 年 9 ⽉）や、⽂部科学省「⼤学院教育振興施策要綱」（2006 年 3 ⽉）等により、
⼤学院教育の実質化（教育課程の組織的展開の強化）、国際的な通⽤性・信頼性の向上（⼤学院教
育の質の確保）等が求められるようになってきた。そのような背景に対応するため、各研究科幹
事会の下に「FD 委員会」を設置し、研究科単位での FD 活動を推進した。 

また、「学部教育分科会」、「⼤学院教育分科会」の上位審議機関として「教育開発センター委員
会」を設置し（その後、2015 年 4 ⽉に両分科会は「教育開発センター委員会」に統合）、教育開
発センター全体の連絡調整、予算・決算等のほか、学部及び⼤学院教育全体に係る諸問題につい
ての検討、各研究科の FD 活動の⽀援・推進を取り扱った。 

教育開発センター委員会の委員は学部・研究科から選出される「副学部⻑⼜は FD を担当する
幹事の⻑」及び「⽣命科学研究科の専攻主任」等で構成し、「学部 FD 幹事会」、「研究科 FD 幹事
会」に代わる組織として、FD を担当する幹事で構成される「FD 幹事会」を設置し、学部・研究
科での⼀体的な取組みを可能とした。 
 

総合教育機構の設置 

2011 年 10 ⽉には、教育開発センターの上位組織として、教育の⽀援を横断的、総括的に取り
扱う機能を集約する「総合教育機構」が設置された。 
「総合教育機構」の下には教育開発センターのほか、「教職⽀援センター」、「理数教育研究セン

ター」、「情報教育センター」が設置され、機構内で有機的に連携し、全学的に教育の改善、改⾰
に取り組む体制が整備された。 
 

教育⽀援機構への改組 

 学校教育法の改正（2015 年 4 ⽉）に伴い、⼤学のガバナンス体制の⾒直しを⾏うため、「総合 
教育機構」を「教育⽀援機構（Organization for Education Advancement）」として発展的に改組
した。「全学的な教育⽅針の策定並びに教育施策及び教育課程の企画を⾏うことで、本学の学⻑の
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教育に係る政策の決定及び推進を⽀援するとともに、各学部及び研究科における教育の充実に寄
与すること、また、本学における組織的な教育活動の⽀援、活性化及び質的向上を図るとともに、
理数系分野の教育⽅法及び教育指導⽅法に関する研究とその実践及び成果の発信を通じて、我が
国の科学技術知識普及の進展に寄与すること」を⽬的として、教育開発センター、教職教育セン
ター、理数教育研究センター及び情報教育センター（2018 年 3 ⽉末廃⽌）でそれぞれ検討してい
た教育関連の各種課題を集約し、全学的な観点で議論し、「⽅針の決定」、「企画の⽴案」等を⾏う
こととした。 
 

教養教育の検討 

1991 年に⼤学設置基準が⼤綱化されて以降、教養教育について全学的⾒地から検討される機会
はなかったが、2013 年 3 ⽉に「教養教育検討専⾨⼩委員会」が学⻑室の下に設置されたことで検
討が開始された。2013 年 12 ⽉、「東京理科⼤学における教育・研究のあるべき姿」と連動させ、
全学的な教養教育の改⾰を推進すること」を⽬的として、教育開発センターの下に「教養教育分
科会」が設置されることとなった（その後、2015 年 10 ⽉に「教養教育部会」に名称変更）。 

2018 年 4 ⽉には、「本学における教養教育の充実に係る企画を⽴案及び実施し、各学部及び研
究科の教養教育に係る活動と連携するとともに、教養及び教養教育に関する調査及び研究を総合
的に⾏うことにより、本学の教養教育の持続的な発展及び質の向上に資すること」を⽬的として、
教養教育部会を「教養教育センター（Liberal Arts Center for Education and Research：略称 
LACER）」に発展的に改組した。 

教養教育センターでは、主に教養教育のあり⽅について検討を⾏った。2021 年 4 ⽉には、「本
学における教養教育の⽬標の実現のために、教養と専⾨が有機的に連携し並列した教育を展開す
ることで、複雑化・多様化する社会で活躍できる⼈材を育成するとともに、本学の教養教育・研
究の持続的発展及び質の向上に資すること」を⽬的として、教養教育を担当する教員により構成
する部局として「教養教育研究院」が設置された。その後 1 年間の移⾏期間をもって、教養教育
センターを 2022 年 3 ⽉末で廃⽌した。 
 

教育 DX 推進センターの設置 

 近年の Society 5.0 時代、ウィズコロナ・ポストコロナ時代に即した⼤学の在り⽅として、「教
育 DX」を加速度的に推進することが⼤学にとって急務となった。また、これまでの教育改⾰・
教育改善活動に加え、デジタル技術を積極的に活⽤した教育をより⼀層取り⼊れた教育⼿法への 
転換を図ることが必要となったことから、2021 年 3 ⽉に「教育 DX 推進組織検討 WG」が設置さ
れ、新組織設置に向けての検討が開始された。 

そして 2022 年 4 ⽉、教育開発センターを発展的に改組し、「ICT の活⽤、FD 活動の推進等に
より、本学学⽣の学修⽀援及び教員の教育⽀援の充実を図るとともに、本学における教育 DX の
推進により、効果的・効率的な教育活動による教育の質的転換の実現を図ることで、本学学⽣及
び教員の学修・教育活動の変⾰、⼀層の深化及び好循環を⽣み出し、学修者本位の教育を実現す
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ること」を⽬的として、「教育 DX 推進センター（Center for Teaching, Learning and Technology：
略称 TUS-CTLT）として設置した。 
 

年表 
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⽬的 

センターは、ICT の活⽤、FD 活動の推進等により、本学学⽣の学修⽀援及び教員の教育⽀援
の充実を図るとともに、本学における教育 DX の推進により、効果的・効率的な教育活動による
教育の質的転換の実現を図ることで、本学学⽣及び教員の学修・教育活動の変⾰、⼀層の深化及
び好循環を⽣み出し、学修者本位の教育を実現することを⽬的としている。 
 

概要 

センターは、前項に掲げる⽬的を達成するため、前⾝の教育開発センターを発展的に改組する
かたちで 2022 年 4 ⽉ 1 ⽇に新設され、「FD の全学推進組織」、「教育 DX の全学推進組織」とし
ての役割を担っている。センターにおける主な活動内容は以下のとおり。 

(1) 学⽣の学修⽀援に関すること 
(2) 教員の教育⽀援に関すること 
(3) 教育 DX の推進に関すること 
(4) 教育効果の評価及び新たな教育⽅法の開発に関すること 
(5) その他本学の教育活動に関すること 

 
なお、センターでは、教育 DX 及び FD を以下のとおり定義している。 

① 教育 DX 
未来を拓く実⼒を学⽣に⾝に付けさせることを⽬的に、デジタル技術を積極的に活⽤す

ることで、学⽣の学修活動及び教員の教育活動に変⾰をもたらし、学修効果・教育効果の
最⼤化を図ること 

② FD
ア 教員個⼈を対象とした、授業内容・⽅法を検証・改善し、向上させるための取組み 

（ミクロレベルの FD） 
［例］シラバスの点検・改善、アクティブ・ラーニングの促進 

イ 学科・専攻・キャンパス教養部を対象とした、教育課程の検証・改善に関する取組み 
（ミドルレベルの FD） 
［例］FD ポートフォリオ、卒業予定者対象アンケートの実施 

ウ 教員個⼈を対象とした、教育を⾏う上での意識を向上させるための取組み 
（ア、イの基盤となる FD） 
［例］新任教員向け FD プログラム、FD セミナー 

概要と構成 3 
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組織 

センターにおける具体的な活動を検討するため、FD 活動の全学推進を主な機能とする「TL
（Teaching & Learning）部⾨」と、教育 DX の全学推進を主な機能とする「DX（Digital 
Transformation）部⾨」の 2 つの部⾨を設置している。 

両部⾨が有機的に関与することで効果的・効率的な教育活動による教育の質的転換を図り、学
修者本位の教育の実現に向けた各種施策を検討している。 

委員会組織としては、センターの活動に関する事項や予算及び決算に関する事項を審議する「教
育 DX 推進センター委員会」（以下「センター委員会」という。）を設置し、その下に「DX 部⾨
分科会」と「TL 部⾨分科会」を置いている。さらに、その下に⼩委員会を設けている。 
 

教育 DX 推進センター委員会の開催⽇程及び議案 ☞ 別冊資料集 P.2 参照 

 
教育 DX 推進センター委員会 

センター委員会は、以下のメンバーをもって組織され、センターの活動に関する事項や予算及
び決算に関する事項を審議する。 

(1) 教育 DX 推進センター⻑ 
(2) 副学部⻑⼜は FD を担当する幹事のうちから各学部の学部⻑が指名する者 
(3) FD を担当する幹事のうちから教養教育研究院⻑が指名する者 
(4) ⽣命科学研究科の専攻主任 
(5) 教育 DX の推進に関する知⾒を有する者として学⻑が指名した者 
(6) 学務部⻑ 

 
DX 部⾨分科会 

DX 部⾨分科会の下に以下の⼩委員会を設置している。 
■ 教育 DX 推進⼩委員会 

…⼤学教育の在り⽅の検討、新たな教育⽅法の開発・導⼊、ガイドライン作成、教育活動
への ICT 導⼊・活⽤に係る企画・実施⽀援 

 
■ 教学 IR ⼩委員会 

…TL 部⾨で実施した各種アンケート調査や学⽣情報等を基にした教育分析・効果検証・
改善⽀援 

 
TL 部⾨分科会 

TL 部⾨分科会の下に以下の⼩委員会を設置している。 
■ 学修⽀援⼩委員会 

…ICT ツール（CLASS、LETUS 等）の利⽤⽅法の⽀援、情報倫理教育の実施、学習相談
室の実施、学習ポートフォリオシステムの活⽤⽀援、ロジカルライティング講座の実施、
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⼊学前学習⽀援の実施、プレ FD の実施、TA ハンドブックの作成・配布、授業 TA 研修
の実施等 

 
■ 教育⽀援⼩委員会 

…学習実態調査の実施、TOEIC-IP テストの実施、FD ポートフォリオ、授業改善のため
のアンケートの実施、卒業予定者対象アンケートの実施、学⽣参画 FD、教育⽤ソフト
ウェアの補助・⽀援、学部等 FD 活動推進経費等 

 
■ 教授⽅法⽀援⼩委員会 

…ICT ツールの利活⽤⽀援、アクティブ・ラーニングの促進、シラバスの点検・改善、ICT
の新技術活⽤に係る周知や講習会等の啓発活動、授業改善のためのアンケート結果に基
づく学部選定授業の分析、新任教員向け FD プログラム、FD セミナー等 

 

教育 DX 推進センター構成図 
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4-1-1 教育 DX 推進⼩委員会 

 

⼩委員会委員 

期間 2025 年 4 ⽉ 1 ⽇から 9 ⽉ 30 ⽇まで 2025 年 10 ⽉ 1 ⽇から 2026 年 3 ⽉ 31 ⽇まで 
委員 ◎佐伯昌之 〇渡辺雄貴 鈴⽊克彦 ◎佐伯昌之 〇鈴⽊克彦 ⽥畑耕治 

◎は委員⻑、〇は副委員⻑を表す。 

活動報告 

教育 DX 推進⼩委員会は、⼤学教育の在り⽅や、新たな教育⼿法の開発等、教育 DX 推進に係
る検討を中⼼に活動している。主な活動内容は以下のとおり。 
 

⼤学教育の在り⽅の検討 
中期計画 2026 の⽬標のひとつである「⼤学教育の在り⽅」を検討した結果、「⼤学が推奨する

教育モデル例を明⽂化し、本学の⼤学教育の在り⽅を提⽰する」こととし、CENTIS に「授業実
施ガイド」として、これまで実施してきた授業に関する取組・⼿法等についてまとめた WEB ペ
ージを 2026 年 4 ⽉に公開することとした。 

授業実施ガイド☞ https://portal.tus.ac.jp/centis/node/22862（CENTIS・学内限定） 
 

新たな教育⽅法の開発・導⼊、ガイドライン作成（動画コンテンツを活⽤した授業設計等） 
教員が⼀般的な授業の設計を理論に基づいて⾏えることを⽬指し、「授業設計ガイドライン（総

論編）」の動画を周知した。教員は簡単な確認テストを受験し、結果に応じて、各授業設計に関す
るトピック動画（2023 年度新任教員向けの FD プログラム動画を 1〜2 分に分割した動画）が、
すぐにフィードバックされる。 
 

確認テスト・動画☞ https://letus.ed.tus.ac.jp/course/view.php?id=173848（LETUS・学内限定） 

 

4-1 DX 部⾨の活動報告 

活動報告 4 
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教育活動への ICT 導⼊・活⽤に係る企画・実施⽀援【Qualtrics】 
Web アンケート・分析ツール「Qualtrics（クアルトリクス）」を活⽤し、2021 年度から学修状

況アンケートを導⼊している。本年度も当初の予定どおり 3 回実施した。 
■ ⽬  的 学⽣の学修特性の早期かつ定期的な把握、学⽣⼀⼈ひとりの学修特性に応じたき

め細やかな学修⽀援 

■ 実施時期 (1) 2025 年 5 ⽉、9 ⽉、11 ⽉の 3 回 
(2) まず、(1) の各回において全学⽣対象の「アンケート①」を実施し、その後、

①の回答内容から⾃動的に抽出した対象者に「アンケート②」を実施 

■ 対象者 ⼤学院⽣を含む全学⽣（創域理⼯学部・創域理⼯学研究科は独⾃の取組みを実施）

■ 実施⽅法 Qualtrics により実施 

■ 設問内容 https://www.tus.ac.jp/fd/publication/ 
（リンク内 DX 部⾨分科会 学修状況アンケートまたは別冊資料集 P.22 参照） 

■ 学⽣への 
フィードバック 

まず、回答内容から⾃動的に、相談先を紹介するメッセージを表⽰する。 
その後、回答内容から⾃動的に抽出した対象者に対し、フィードバックフローに
基づき、各学部・学科、よろず相談室、保健管理センターが連携して個別に連絡を
取り、適切な対応を⾏う。 

 
実施結果 単位：名 

実施回 

アンケート① アンケート② 
回答 回答 対応状況 

対象 回答者 対象 回答者 対応不要 
要対応 

学修・進路 
体調・ 

メンタル等 
第 1 回 14,269  1,419  112  39     
第 2 回 14,269  853  68  23     

第 3 回 14,269  735  64  20     

延べ数 - 3,007  244  82     
※灰⾊網掛け部分は⾮公開 

 
教育活動への ICT 導⼊・活⽤に係る企画・実施⽀援【Feedback Studio】 

2020 年度に採択された「デジタルを活⽤した⼤学・⾼専教育⾼度化プラン（⽂部科学省）」を
契機として、2021 年度から剽窃チェックシステム「Turnitin Feedback Studio」を導⼊している。 
同システムに基づく成績評価の精緻化を継続して実現するため、「各学科等で少なくとも 1 授業
は活⽤する」という⽅針としており、併せて、2025 年度も引き続き積極的な活⽤を推奨すること
とした。また、2025 年度に⽣成 AI 検知機能（⽇本語対応）のトライアルを、機能の精度や使⽤
感を確認するために実施した。 
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関連項⽬☞ P.35 教授⽅法⽀援⼩委員会「ICT の新技術活⽤に係る周知や講習会等の啓発活動」
 

新たな教育⽅法の開発・ガイドライン作成（教育 DX を導⼊した教育⼿法の開発）【項⽬反
応理論を⽤いた「学修到達度測定 WEB テスト」の開発】 

■ 新⼊⽣学修到達度測定 WEB テスト 
項⽬反応理論を⽤いた「学修到達度測定 WEB テスト」を、新⼊⽣を対象に実施し、統計学の

専⾨家によるテスト結果の分析を⾏った。 
また、2026 年度以降の継続実施のため、数学、物理、化学の 3 科⽬において新学習指導要領を

踏まえた追加問題作成を⾏った。 
 
【2025 年度実施概要】 
○ 対  象 2025 年度学部全新⼊⽣（1 年⽣） 
○ ⽬  的 全新⼊⽣の学修到達度を共通のテストにより測定することで、⼊試形態に拠

らない⼊学時の各教科の理解度や学習傾向を把握し、各学部における学修指
導に活⽤する 

○ 活⽤事例 学⽣の個別指導への反映、クラス分け、補習科⽬への参加の促し、退学者・休
学者等の傾向分析、カリキュラム改⾰への反映、全学における教育活動の検
証・改善等 

○ 実施科⽬ 数学、物理、化学（試験時間：各 50 分） 
○ 実施⽅法 オンライン（LETUS）※集団受験⼜は個別受験のいずれかを各学科にて選定 
○ 実施期間 2025 年 4 ⽉ 2 ⽇〜10 ⽇（期間内で各学科にて設定） 
○ 受験者数 数学：3,894 名、物理：2,311 名、化学：885 名 

 
■ 活⽤促進⽅策の検討 

全学的に利⽤を拡⼤する場合の課題となっているシステムの操作性については 2024 年度に改
修を⾏った。今後も必要に応じた改修を検討するとともに、もう⼀つの課題である統計専⾨⼈材
の不⾜についても解決に向けた検討を継続することとした。 
 

教育のアウトカム（可視化）⼿法の開発（学修ポートフォリオ等） 
■ 学修ポートフォリオの更なる意義浸透を図る資料の作成 

学修ポートフォリオシステムでできることの概要を掲載した、同システムの意義浸透を図るチ
ラシ（P.19)を学⽣に周知した。 
 
■ 客観評価レーダーチャートの精度向上に向けた検討（他学部他学科科⽬の取扱の検討） 

学修ポートフォリオシステムの達成度の算出における「他学部他学科履修科⽬」について、各
学科の「他学部他学科科⽬の取扱い」の登録内容等が 2026 年度⼊学⽣分に対して問題なく反映
されていることを確認した。 
 

関連項⽬☞ P.15 学修⽀援⼩委員会「学修ポートフォリオシステムの活⽤⽀援」 
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■ 学修ポートフォリオシステムの更なる改善の検討 

学修ポートフォリオシステムが学⽣と教員の双⽅が活⽤しやすいシステムとするため、2025 年
度に新たな機能として、リアクションボタンや GPA・GP 合計値の表⽰機能等を導⼊した。 
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4-1-2 教学 IR ⼩委員会 

 

⼩委員会委員 

期間 2025 年 4 ⽉ 1 ⽇から 9 ⽉ 30 ⽇まで 2025 年 10 ⽉ 1 ⽇から 2026 年 3 ⽉ 31 ⽇まで 
委員 ◎⼤浦弘樹 〇池⼝徹 桂⽥浩⼀ ◎池⼝徹 〇⼤浦弘樹 桂⽥浩⼀ 

◎は委員⻑、〇は副委員⻑を表す。 

活動報告 

教学 IR ⼩委員会は、TL 部⾨で実施する各種アンケートや教学データ等を基にした教育分析・
効果検証・改善⽀援を中⼼に活動している。主な活動内容は以下のとおり。 
 

個別最適な「学修⽀援システム」の構築 
■ 個別最適な「学修⽀援システム」の構築 

2025 年度は「退学・休学となりそうな学⽣の早期発⾒」のための実施策の検討に取り組むこと
とし、 試⾏的に機械学習による退学・休学等の予測を実施した。今後の課題として、予測結果の
精度向上や活⽤⽅法の検討が挙げられた。 

 
■ 教学データの可視化ツールの検証 

「退学・休学となりそうな学⽣の早期発⾒」の予測モデルを構築し、得られたモデルの評価、
特徴量の重要度、バッチ推論等を今後の検証に活⽤することとした。また、期待される予測精度
となった場合はダッシュボード開発を検討することとした。 

学修ポートフォリオにおいては、システム改修により GPA・GP 合計値及びそれらの順位や学
科分布等の表⽰が可能になった。学⽣だけでなく教職員も閲覧可能であり、学修指導への活⽤が
期待される。 
 

可視化☞ https://portal.tus.ac.jp/centis/node/13221（CENTIS・学内限定 DX 部⾨ 教学 IR ⼩委員会参照） 

 
■ マニュアルの整備・閲覧権限の検討 

学⽣への個別フィードバックする場合の閲覧権限に課題があることが明らかになったため、教
員を介したフィードバック等を今後検討することとした。 
 

TL 部⾨で実施した各種アンケート調査や学⽣情報等を基にした教育分析・効果検証・改善
⽀援 

■ 学習実態調査の結果分析 
例年 4 ⽉に学部新⼊⽣を対象に実施している「学習実態調査」の結果分析や精査を⾏った。 
また、TL 部⾨と協⼒し、集計結果に 2019 年度からの過去データを新たに追加して経年⽐較が
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可能なダッシュボードとした。ダッシュボードは前年に引き続き、学部学科等を各⾃で絞り込ん
で表⽰できる形式で共有している。 

この他、卒業予定者対象アンケートとのクロス集計を試⾏実施した。 
関連項⽬☞ P.29 教育⽀援⼩委員会「学習実態調査」 

 
■ 卒業予定者対象アンケートの結果分析 

例年、卒業を控えた学部⽣を対象に実施している「卒業予定者対象アンケート」の結果分析や
過年度との⽐較、実施内容の精査を⾏った。 

また、TL 部⾨と協⼒し、全学的に WEB 実施とし、集計結果速報と未回答者リストを教職員が
リアルタイムで確認・分析できる体制を整えた。 
 

関連項⽬☞ P.31 教育⽀援⼩委員会「卒業予定者対象アンケート」 
 
■ 学修ポートフォリオシステムの⼊⼒内容の検証 

学修ポートフォリオシステムの教育的効果を検証する⼀助とするために、①記述の有無、②記
述⽂字数、③記述内容の 3 項⽬について、累積 GPA との関係性を分析した。基礎データとした
のは、各学⽣の「⼊学時の⽬標」及び 1 年⽣から 3 年⽣までの「振り返り・次期の⽬標」の記述
内容である。 

分析の結果、全ての学年で「振り返り・次期の⽬標」を記述している学⽣が、記述していない
学⽣と⽐べて有意に GPA 平均が⾼いことが確認されたほか、全ての学年で「振り返り・次期の
⽬標」への記述の⽂字数と、累積 GPA の間に弱い相関があることが確認できた。また、GPA が
⾼い学⽣は学修に対する前向きな⽤語を、GPA が低い学⽣は具体的な単位修得に関する⽤語を
⽤いる傾向も⾒られた。 
 

調査・分析結果☞ https://portal.tus.ac.jp/centis/node/19764（CENTIS・学内限定） 
 

関連項⽬☞ P.15 学修⽀援⼩委員会「学修ポートフォリオシステムの活⽤⽀援」 
 
■ 授業改善のためのアンケート等を踏まえた授業外学修時間の検証 

例年、前年度までのアンケート結果を集計し、傾向把握を⾏っている。昨年度に引き続き、過
去数年分の蓄積データを基に授業外学修時間の推移を確認するとともに、科⽬区分別、授業種別、
科⽬履修学年別に加え、授業実施形態別でも集計し、検証を⾏った。今後も、本学において⼗分
な授業外学修時間が確保されるよう状況の観察を続けるとともに、さまざまな切り⼝での分析を
検討していく。 
 

分析・検証結果☞ https://portal.tus.ac.jp/centis/node/19764（CENTIS・学内限定） 
 

関連項⽬☞ P.30 教育⽀援⼩委員会「授業改善のためのアンケート」 
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4-2-1 学修⽀援⼩委員会 

 

⼩委員会委員 

期間 2025 年 4 ⽉ 1 ⽇から 9 ⽉ 30 ⽇まで 2025 年 10 ⽉ 1 ⽇から 2026 年 3 ⽉ 31 ⽇まで 
委員 ◎⻄野達哉 ○鈴⽊克彦 佐⽵彰治 ⽯塚正基 ◎古江広和 ○鈴⽊克彦 下川朝有 垣野義典 

◎は委員⻑、〇は副委員⻑を表す。 

活動報告 

学修⽀援⼩委員会は、学習相談室や⼊学前学習⽀援等、学⽣の学修を⽀援する取組みを中⼼に
活動している。主な活動内容は以下のとおり。 
 

ICT ツール（CLASS、LETUS 等）の利⽤・活⽤⽅法の⽀援 
本⼩委員会では、各学⽣が本学の各種 ICT ツールを活⽤できるようになるための⽀援活動を⾏

っている。 
 

関連項⽬☞ P.35 教授⽅法⽀援⼩委員会「ICT の新技術活⽤に係る周知や講習会等の啓発活動」 

 
情報倫理教育（INFOSS 情報倫理） 

情報セキュリティに関する基本的な知識を習得し、さらに継続的な教育を実施することで、情
報セキュリティに関する⼀⼈ひとりの意識・⾏動を変え、組織的にそのルールを守る⾵⼟を作る
ことを⽬的として、2018 年度から、e-learning による情報セキュリティ教育「INFOSS 情報倫理」
を実施している。 

2025 年度も学部新⼊⽣を重点対象として実施した。 
 

学修ポートフォリオシステムの活⽤⽀援 
 
■ 学修ポートフォリオシステムとは 

学修ポートフォリオシステムは「学修ポートフォリオ」と「TUS ルーブリック」により構成し
ている。各機能の概要やイメージ図は以下のとおり。 
  

4-2 TL 部⾨の活動報告 
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参考☞ TUS ルーブリック、評価項⽬と科⽬の対応⼀覧 https://www.tus.ac.jp/fd/ict_tusrubric/ 

 
TUS ルーブリック イメージ図 

 
TUS ルーブリックの例：理学部第⼀部 物理学科 

 
 
 
 
 
 

○学修ポートフォリオ 
学⽣が定期的に確認した学修成果やプロセスを⽰す資料を継続的に蓄積する機能のこと。TUS

ルーブリックに基づく評価レーダーチャートと、学⽣⾃⾝による振り返り・⽬標の⽂章及び成果
物を蓄積している。 

 
○TUS ルーブリック 

卒業までに学修・習得することが期待される能⼒（評価項⽬）と達成度を記した⼀覧表であり、
各学科の卒業認定・学位授与の⽅針における記載内容を評価項⽬のかたちに分解する形式で作成
している。 

学⽣の学修成果は、TUS ルーブリックに基づき、学⽣⾃⾝が⼊学時から当該学期までの達成
度を⼊⼒する「⾃⼰評価」と、学⽣が取得した単位、成績等から⾃動算出される「客観評価」の
2 つの形式で把握・測定するとともに、レーダーチャートにより可視化している。 

達成レベルの⽬安を 0〜3 まで 0.5 刻みで表⽰ 

卒業認定・学位授与の⽅針を分解した評価項⽬ 
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学修ポートフォリオシステム 客観評価レーダーチャート画⾯ 

 
学修ポートフォリオシステム ルーブリックによる達成レベルの⾃⼰評価レーダーチャート画⾯ 

  
 

 
 

a 

自己評価 

b 

c 

e 

f 

d 
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学修ポートフォリオシステム レーダーチャートの学年ごとの推移例 

 
■ 学修ポートフォリオシステムの活⽤（これまで） 

学修ポートフォリオへの学修成果の蓄積は、TUS ルーブリックの客観評価レーダーチャートを
除き、学⽣⾃⾝が定期的に⾏うこととしている。具体的には、半期に⼀度、⾃⾝の学修成果を構
成する要素である成績評価を踏まえ、TUS ルーブリックに基づく⾃⼰評価を⾏うとともに、半期
の振り返りを⽂章で蓄積している。 

蓄積された学修成果は、各学部・学科において、TUS ルーブリックにより卒業認定・学位授与
の⽅針に明⽰した学修成果の達成状況を把握することで、達成状況に基づく卒業認定・学位授与
の⽅針、教育課程等の⾒直しに活⽤しているほか、客観評価と⾃⼰評価の内容を踏まえた学修指
導に活⽤している。 

なお、同システムについては、2018 年度に教育開発センター（当時）で実施した検証、東京理
科⼤学⼤学教育再⽣加速プログラム評価委員会からの指摘、学⽣視点での検証結果により、「教職
員・学⽣に対する意義浸透が⼗分でない」といった課題が浮き彫りになったことから、「システム
改修（「⼊⼒の動機づけとなる学科独⾃データの掲載機能」、「履修計画に基づく客観評価レーダー
チャート表⽰機能」等）」、「⼊⼒率の⽬標値設定」、「客観評価レーダーチャート推移の可視化によ
る教育改善等への活⽤」により課題解消に向けた検討を進めてきた背景がある。 
 
■ 学修ポートフォリオシステムの活⽤（2025 年度） 

2025 年度は、これまでの検討内容等を踏まえ、以下のことを実施した。 
○ ⼊⼒率の⽬標値（全学平均）を 50%に設定 
○ 客観評価レーダーチャート推移の可視化結果に基づく検証（卒業時に「達成度が 1.8（プロ

ット点最⼤値の 60%）未満の評価項⽬がある」等） 
○ DX 部⾨ 教学 IR ⼩委員会とともに、学修ポートフォリオシステムの⼊⼒内容の検証 
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○ DX 部⾨ 教育 DX 推進⼩委員会とともに、本システム意義浸透等を図る⽅策「学修習慣の
定着に関するセミナー」を実施 

○ 意義浸透を図るためのチラシを配付して周知 
 

関連項⽬☞ P.18 教育 DX 推進⼩委員会 
「教育のアウトカム（可視化）⼿法の開発（学修ポートフォリオ等）」 

関連項⽬☞ P.11 教学 IR ⼩委員会「学修ポートフォリオシステムの⼊⼒内容の検証」 
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学修ポートフォリオシステム⼊⼒率 単位：% 

学年 
⼊⼒ 
内容 

2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 

1 年⽣ 
⼊学時の

⽬標 
59.7  65.4  74.6  73.0 

半期 
振り返り 

36.4 29.9 38.7 37.1 40.0 36.7 41.5 
2 年⽣ 23.6 25.8 26.9 31.3 31.6 33.6 28.5 
3 年⽣ 21.5 15.4 24.3 24.4 27.2 20.6 29.4 
4 年⽣ 11.6  11.0  13.4  13.0 

※学⽣が単位、成績等を修得した時期の年度学期、学年欄に、その学修成果に基づく振り返りを⼊⼒した割合を
記載。振り返りの⼊⼒期間は翌学期の前半。 

(例：「2024 年度後期、1 年⽣」の⼊⼒率は、2024 年度の 1 年⽣が後期の成績等に基づく振り返りを⼊⼒した割
合。振り返りの⼊⼒期間は 2025 年 2〜7 ⽉。） 

※⼊⼒率は 2026 年 1 ⽉ 15 ⽇時点 

 
学習相談室 

学習相談室は、初年次に学⽣の学びの関⼼を⾼め、学習する習慣を⾝につけてもらうことを⽬
的に設置している。学習意欲の⾼い優秀な学⽣を ES（Educational Supporter)とし、⼤学での学
習において基礎となる数学、物理、化学、⽣物の各科⽬について、学習⽅法に関するアドバイス
や学習の際に⽣じた疑問に対するアドバイスを⾏っている。2025 年度は次のとおり実施した。 
 
■ 各校舎における開室⽅法・科⽬・曜⽇・開室時間 

開室⽇程  2025 年 4 ⽉ 25 ⽇〜12 ⽉ 22 ⽇ 
開室⽅法  原則対⾯（オンラインでの利⽤希望者は事前申し込み⽅法を CLASS に掲⽰） 
 

【神楽坂地区】      週 2 ⽇（⽕・⾦） 
⽕ ⾦ 

14:40〜16:10 18:00〜19:30 14:40〜16:10 18:00〜19:30 
数学 数学 数学 数学 
物理 物理 物理 物理 
化学 - - 化学 

  
【富⼠⾒地区】 週 2 ⽇（⽉・⽊） 

⽉  ⽊  
18:10〜19:40 18:10〜19:40 

数学 数学 
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【葛飾地区】 週 2 ⽇（⽕・⾦） 
⽕ ⾦ 

14:40〜16:10 18:00〜19:30 14:40〜16:10 18:00〜19:30 
数学 数学 数学 数学 
物理 物理 物理 物理 

- 化学 - - 
- - - ⽣物 

  
【野⽥地区】 週 2 ⽇（⽉・⽊） 

⽉ ⽊ 
16:20〜18:20 18:00〜20:00 16:20〜18:20 18:00〜20:00 

数学 数学 数学 数学 
物理 物理 物理 物理 
化学 化学 化学 化学 

 
■ 利⽤者数（延べ） 単位：名  

校舎・科⽬ 4 ⽉ 5 ⽉ 6 ⽉ 7 ⽉ 9 ⽉ 10 ⽉ 11 ⽉ 12 ⽉ 合計 

神楽坂 
数学 6 18 19 14 9 9 15 8 98 
物理 3 9 11 8 2 9 5 4 51 
化学 2 4 2 4 0 2 2 1 17 

富⼠⾒ 数学 0 1 0 0 0 0 0 0 1 

野 ⽥ 
数学 3 17 10 14 5 13 2 4 68 
物理 0 6 5 14 4 6 8 6 49 
化学 0 4 11 16 0 4 4 19 58 

葛 飾 

数学 3 5 1 4 1 2 1 2 19 
物理 3 6 7 11 1 5 0 2 35 
化学 0 2 2 2 0 0 0 1 7 
⽣物 1 3 1 5 0 1 0 1 12 

計  21 75 69 92 22 51 37 48 415 
 

参考☞ 過去 3 年間の利⽤者数（延べ） 
2022 年度：254 名  2023 年度：542 名 2024 年度：710 名 
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■ ES の内訳（34 名） 
校舎 科⽬ 所属 学年·⼈数 

神楽坂 

数学 
理学研究科 数学専攻 

M1 . 2 

M2 . 1 

理学研究科 応⽤数学専攻 M2 . 1 

物理 理学研究科 物理学専攻 
M1 . 3 

M2 . 1 

化学 理学研究科 化学専攻 
M1 . 1 

M2 . 1 

富⼠⾒ 数学 
経営学部 ビジネスエコノミクス学科 B4 . 1 

経営学研究科 経営学専攻 M1 . 1 

葛飾 

数学 

先進⼯学部 機能デザイン⼯学科 B2 . 1 

⼯学研究科 建築学専攻 M1 . 1 

先進⼯学研究科 電⼦システム⼯学専攻 M1 . 1 

先進⼯学研究科 機能デザイン⼯学専攻 M2 . 1 

物理 
理学部第⼀部 応⽤物理学科 B4 . 1 

先進⼯学研究科 物理⼯学専攻 
M1 . 1 
M2 . 2 

化学 ⼯学研究科 ⼯業化学専攻 M2 . 1 

⽣物 先進⼯学部 ⽣命システム⼯学科 B2 . 1 

野⽥ 

数学 

創域理⼯学研究科 数理科学専攻 
M2 . 1 

D1 . 1 

創域理⼯学研究科 情報計算科学専攻 
M2 . 1 

D1 . 1 

物理 

創域理⼯学研究科 先端物理学専攻  
D1 . 1 

D2 . 1 

創域理⼯学研究科 電気電⼦情報⼯学専攻 M2 . 1 

創域理⼯学研究科 機械航空宇宙⼯学専攻 M2 . 1 

化学 創域理⼯学研究科 先端化学専攻 
M1 . 3 
D1 . 1 

B : 学部⽣ 
M : ⼤学院⽣（修⼠課程） 
D : ⼤学院⽣（博⼠後期課程） 
 
  

22



 

 

■ ES 事前研修 
新規採⽤の ES に対して、事前研修を実施している。2025 年度の研修項⽬は次のとおり。 
○ 総括責任者（学修⽀援⼩委員会委員⻑）による業務内容や⼼構えの講義 
○ 外部講師による対⼈コミュニケーション研修 
○ ES 経験者による体験談・質疑応答 
○ センター事務局による事務連絡 

 
■ 業務報告 
「相談者⼈数」、「相談内容」、「相談への対応」の報告を義務としている。 

 
■ 学習相談室責任者 

ES だけでは困難な対応が⽣じた場合は、各地区、科⽬ごとに決められた科⽬担当責任者に相談
し、指⽰を仰ぐこととしている。また、ES の業務報告を定期的に確認し、報告書を作成している。
各責任者の⼀覧は下表のとおり。 
 

※表の上段は 2024 年 11 ⽉〜2025 年 10 ⽉、下段は 2025 年 11 ⽉〜2026 年 10 ⽉の任期 

  所属 名前 
総
括
責
任
者 

学修⽀援⼩委員会委員⻑ 
先進⼯学部 ⽣命システム⼯学科 ⻄野 達哉 

先進⼯学部 マテリアル創成⼯学科 古江 広和 

神
楽
坂 

神楽坂地区総括責任者 
理学部第⼀部 応⽤化学科 福井 康祐 
理学部第⼆部 化学科 秋津 貴城 

科⽬担当責任者【数学】 
理学部第⼀部 数学科 ⽥中 視英⼦ 
理学部第⼆部 数学科 ⽚岡 武典 

科⽬担当責任者【物理】 
理学部第⼀部 物理学科 佐中 薫 
理学部第⼆部 物理学科 梅村 和夫 

科⽬担当責任者【化学】 
理学部第⼀部 応⽤化学科 福井 康祐 
理学部第⼆部 化学科 秋津 貴城 

富
⼠
⾒ 

富⼠⾒地区総括責任者 
経営学部 国際デザイン経営学科 ⾼島 健太郎 
経営学部 経営学科 ⼤江 秋津 

科⽬担当責任者【数学】 
経営学部 ビジネスエコノミクス学科 野⼝ 怜 
経営学部 国際デザイン経営学科 ⾼島 健太郎 

野
⽥ 

野⽥地区総括責任者 
創域理⼯学部 先端物理学科 ⽯塚 正基 
創域理⼯学部 建築学科 垣野 義典 

科⽬担当責任者【数学】 
創域理⼯学部 数理科学科 相⽊ 雅次 
創域理⼯学部 情報計算科学科 佐藤 圭⼦ 

科⽬担当責任者【物理】 
創域理⼯学部 機械航空宇宙⼯学科 朝倉 巧 
創域理⼯学部 社会基盤⼯学科 榎本 忠夫 
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野
⽥ 

科⽬担当責任者【化学】 
創域理⼯学部 ⽣命⽣物科学科 前澤 創 
創域理⼯学部 先端化学科 北村 尚⽃ 

科⽬担当責任者【⽣物】 創域理⼯学部 ⽣命⽣物科学科 萩原 明 

葛
飾 

葛飾地区総括責任者 
⼯学部 電気⼯学科 吉⽥ 孝博 
薬学部 ⽣命創薬科学科 原⽥ 陽介 

科⽬担当責任者【数学】 
⼯学部 情報⼯学科 岡留 有哉 
先進⼯学部 電⼦システム⼯学科 ⽣野 孝 

科⽬担当責任者【物理】 
⼯学部 機械⼯学科 井上 遼 
⼯学部 機械⼯学科 井上 遼 

科⽬担当責任者【化学】 
⼯学部 ⼯業化学科 伊村 芳郎 
⼯学部 ⼯業化学科 伊村 芳郎 

科⽬担当責任者【⽣物】 
先進⼯学部 ⽣命システム⼯学科 ⻄野 達哉 
薬学部 ⽣命創薬科学科 原⽥ 陽介 

 
■ 2025 年度ポスター 

     
 
 

ロジカルライティング講座 
ロジカルライティング講座は、新⼊⽣を主な対象とし、⽂章作成に必要な知識技能を段階的に

⾝につけることを⽬的に実施している。2025 年度は以下のとおり実施した。 
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■ 実施⽬標 
 ・与えられた情報を鵜呑みにせず、複数の視点から深く考える思考法を学ぶ 

・課題を発⾒し、解決するための思考を深める 
・「⽂章の書き⽅」を押さえ、研究論⽂やレポート作成に向けた⼟台を固める 
・「個⼈」としてのアウトプットのみならず、「チーム」としてのアウトプット⽅法を学ぶ 
 

■ 実施⽇時、実施⽅法  
神楽坂（対⾯実施） 野⽥（対⾯実施） 葛飾（対⾯実施） 

4 ⽉ 19 ⽇(⼟) 10 時〜17 時 10 分 4 ⽉ 26 ⽇(⼟) 10 時〜17 時 10 分 5 ⽉ 10 ⽇(⼟)  10 時〜17 時 10 分 
 
■ 対象者、定員、受講料 

○ 対象者  2025 年度 1 年⽣（2 年⽣以上の学⽣や⼤学院⽣も受講可能） 
○ 定 員  各回 80 名 
○ 受講料  1,000 円 ※テキスト費の⼀部として 

 
■ 受講者数 

神楽坂 野⽥ 葛飾 計 
49 名  44 名  37 名  130 名  

 
■ 2025 年度ポスター 
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⼊学前学習⽀援 
⼊学後、⼤学の授業をスムーズに受講できるようにするための取り組みとして、合格発表から

⼊学前までの期間に以下の学習⽀援を実施している。 
 ・学習課題（問題集（数学）・読書課題）必須 
 ・⼊学前学習⽀援講座（通信制・通学制）推奨 
これらの⽀援がそれぞれ連携・補完し合いながら相乗的に機能することで、⼊学前に学習⾯で

の不安を軽減することができ、⼗分な準備をもって⼤学の授業に臨めることが期待される。 
2025 年度は、2026 年度⼊学者向けに以下のとおり実施した。 
 

■ 学習課題［全員必須］ 
早期合格者（12 ⽉末⽇までに合格発表が⾏われる者）を対象として、合格発表から⼊学前学習⽀
援講座（通信制・通学制）の開講までの期間に、⼊学予定者の学習意欲を継続させることを⽬的
としている。 

実施時期 合格発表〜1 ⽉ 31 ⽇ 
対象 学校推薦型選抜（指定校制）、総合型選抜（英語資格検定＋特定教科評価・

理学部第⼆部・⼥⼦）、帰国⽣⼊学者選抜、外国⼈留学⽣⼊学試験Ⅰ期、
国際バカロレア⼊学者選抜Ⅰ期による⼊学予定者 

課題内容 
 

問題集（数学）：解答ノートの提出及び振り返りアンケートへの回答 
読書課題：「学科が推薦する図書」またはこれらを参考に⼤学で学びたい
ことに関する図書を読み、要約と⾃分の考えをまとめた原稿⽤紙（3 枚程
度）を提出 

 
■ ⼊学前学習⽀援講座（通信制・通学制） 

対象の⼊試⽅式による⼊学予定者が、⼊学後に⼤学の授業をスムーズに受講できるように準備
する（基礎学⼒を確かなものにする）ことを⽬的としている。 

 
○ 通信制講座 

実施時期 12 ⽉下旬〜3 ⽉下旬 
対象 学校推薦型選抜（指定校制）、総合型選抜（英語資格検定＋特定教科評価・

理学部第⼆部・⼥⼦）、帰国⽣⼊学者選抜、外国⼈留学⽣⼊学試験、社会
⼈特別選抜（１年次⼊学）、国際バカロレア⼊学者選抜による⼊学予定者 

開講科⽬ 数学・物理・化学・⽣物 
受講費⽤ 18,700 円（1 科⽬あたり） 
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○ 通学制講座 
実施時期・場
所 

3 ⽉ 23 ⽇〜27 ⽇ 神楽坂キャンパス 
3 ⽉ 24 ⽇〜30 ⽇ 野⽥キャンパス 

対象 通信制講座と同様 
開講科⽬ 数学・物理・化学 
受講費⽤ 1,100 円（1 科⽬あたり。テキスト代、傷害保険費を含む） 

 
○ 通学制講座責任者（任期：2025 年 10 ⽉〜2026 年 9 ⽉） 

   ※今期より地区総括責任者は廃⽌ 

総括責任者 学修⽀援⼩委員会 
先進⼯学部  
マテリアル創成⼯学科 

古江 広和 

科⽬担当責任者 
数学 理学部第⼆部 数学科  ⽚岡 武典 
物理 理学部第⼆部 物理学科 梅村 和夫 
化学 理学部第⼆部 化学科 秋津 貴城 

 
プレ FD 

プレ FD とは、「今後⼤学教員（Faculty）になることを志望している博⼠後期課程及び博⼠課
程（以下「博⼠課程」という。）の学⽣を対象に、⼤学教員として学識を教授するために必要な能
⼒を培うための機会」のことを指す。 

本学では、各研究室における研究活動や TA 業務等を通じて、プレ FD に関する機会の提供を
⾏っている。 
 また、2020 年度からは学内で実施する教員向けセミナーの参加対象者を博⼠課程の学⽣も対象
として拡げ、CLASS から募集を⾏っている。なお、博⼠課程の学⽣を対象とした JST の委託事業
「次世代研究者挑戦的研究プログラム」の選抜学⽣に向けても、教員向けセミナーの周知対象と
して幅広く募集を⾏い積極的な参加を促した。 
 

TA ハンドブックの作成・配付 
「TA ハンドブック」は、⼤学教育において質の保証・向上が求められている状況の中で、教育

の⼀端を担っている TA（Teaching Assistant）の質を担保することの重要性に鑑み、TA をより
効率的かつ効果的に運⽤することを⽬的に作成している。 

PDF データで配付し、各研究科において TA への研修等で活⽤するよう周知している。2024
年度より導⼊された授業 TA に関する説明も記載しており、学⽣への周知を図っている。 

 
 

授業 TA 研修 
「*授業 TA 研修」は、「授業 TA」を主な対象とし、授業の⼀部を担当するうえで必要な事項を

⾝につけることを⽬的に、2024 年度から開始し、2025 年度は以下のとおり実施した。 

27



 

 

*授業 TA：⼗分な教育効果を上げることができると認められる場合に、授業を担当する教員の指
導計画に基づき、授業の⼀部を担当する TA（2022 年 10 ⽉の⼤学設置基準改正に基
づき、本学では 2024 年度から導⼊） 

 
■ ⽬的 
 ・授業 TA が授業の⼀部を担当するうえで⾝に付けるべき事項を修得すること  

 
■ 対象 
 ・必須対象者：授業 TA（2025 年度前期・後期共通） 
 ・任意対象者：プレ FD として⼤学院⽣も受講可（TA 以外も受講可）  
 
■ 実施⽇時 

○ ⽇時：2025 年 4 ⽉ 7 ⽇（⽉）15：30〜17：00 
○ 場所：神楽坂キャンパス（対⾯形式） 
○ 内容：本センターで着任初年度の全新任教員を対象に実施している「新任教員向け FD プ

ログラム」からの抜粋を基本とする 
○ ⽅法：①【事前】動画視聴及びワークシート作成 
     ②【研修】ディスカッションを含む対⾯形式の研修 
      ※対⾯形式の研修に出席できなかった学⽣は、出席に代えて⽋席者ワークシート

を提出。 
     ③【事後】レポートの提出（レポート合格を以て受講完了とする） 

 
■ 受講者数 
 ・研修参加者：12 名（うち「授業 TA」9 名） 
 ・受講完了者：15 名（うち「授業 TA」11 名） 
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4-2-2 教育⽀援⼩委員会 

 

⼩委員会委員 

期間 2025 年 4 ⽉ 1 ⽇から 9 ⽉ 30 ⽇まで 2025 年 10 ⽉ 1 ⽇から 2026 年 3 ⽉ 31 ⽇まで 
委員 ◎野⼝耕司 ○⼤浦弘樹 吉⽥孝博 

 ⼭⽥昌弘 
◎原⽥陽介 ○⼤浦弘樹 ⻄村多久磨 井上遼 
 鈴⽊良⼀ 

◎は委員⻑、〇は副委員⻑を表す。 

活動報告 

教育⽀援⼩委員会は、各種アンケート等、学部・学科、研究科・専攻の教育を改善することを
主眼とした取組みを中⼼に活動している。主な活動内容は以下のとおり。 
 

学習実態調査 
全新⼊⽣の学修傾向・学修⾏動を早期に把握することで、各学部における学修指導、全学にお

ける教育活動の検証・改善に活⽤することを⽬的に実施している。 
2025 年度は以下のとおり実施した。 

 
実施結果や設問☞ https://www.tus.ac.jp/fd/publication/（別冊資料集 P.21 参照） 

 
関連項⽬☞ P.13 教学 IR ⼩委員会 

「TL 部⾨で実施した各種アンケート調査や学⽣情報等を基にした教育分析・効果検証・改善⽀援」 
 
■ 実施概要 

○ 実施⽅法 オンライン（Qualtrics）による実施 
○ 実施期間 2025 年 4 ⽉ 1 ⽇〜16 ⽇ 
○ 対 象 者 2025 年度 学部新⼊⽣ 
○ 設 問 数 全 8 問（択⼀式 8 問） 
○ 回 答 率 70.7％（回答者 2,866 名／対象者 4,052 名） 

 
■ 主な変更点 

・⼊学時点での状況の確認及び 5 ⽉に実施する「学修状況アンケート」とのすみ分けをより明
確にするため、実施期間を短縮 

 
TOEIC-IP テスト 

■ 新⼊⽣対象 TOEIC-IP テスト 
実⽤英語教育の充実を⽬的として、2016 年度に従来のアセスメントテスト（英語科⽬）の受講

から TOEIC-IP テストの全学実施に移⾏した。 
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例年、全学部・学科の新⼊⽣を対象に 4 ⽉に対⾯⽅式で実施し、スコアは学⽣の英語能⼒の把
握やクラス分け等に活⽤している。 
 
■ 学部 3 年⽣対象 TOEIC-IP テスト 

学⽣の英語能⼒の伸⻑を測定することを⽬的として、全学部・学科で 2018 年度から学部 3 年
終了時に実施している。2021 年度からは、実施時期を学部 3 年⽣開始時とし、2025 年度からは
対⾯⽅式でのみ実施した。 

実施結果を⼊学時の結果と⽐較することで、英語⼒の伸⻑度測定、学⽣の実⽤英語⼒の把握の
ほか、学⽣⾃⾝による英語学習の意識づけや⼤学院進学や就職活動等における指標として活⽤し
ている。 
 

授業改善のためのアンケート 
各学部・学科及び研究科・専攻の教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー）に基

づき⽴てられた授業計画（Plan）の実施（Do）状況について、学⽣からの意⾒を聴取し、その意
⾒をもとに点検・分析（Check）を⾏い、今後の授業改善に取り組む（Action）ための組織的な
PDCA サイクルを確⽴し、教育の充実を図ることを⽬的に実施している。2025 年度は次のとお
り実施した。 
 

実施結果や設問☞ https://www.tus.ac.jp/fd/publication/（別冊資料集 P.65 参照） 
 
■ 実施概要 

○ 実施⽅式 CLASS（Web）により実施 
○ 実施時期 前期、後期の各 1 回（期末）［年 2 回］ 

希望によっては、前期、後期の中間時期［年 2 回］の実施も可能。 
○ 対象科⽬ 各学部及び研究科の全科⽬ 
○ 実施科⽬ 原則として、学部は全科⽬において毎年度実施する。特にセンターが授業外

学修時間の検証において重点対象とする学部 1 年次必修科⽬（選択科⽬含）
は毎年度必須とする。 
研究科は 1 専攻 1 科⽬以上で実施する。 
ただし、卒業研究、集中講義、実技科⽬、少⼈数（10 名未満）授業、その他
の類する科⽬等は任意とする。 

 
■ 設問項⽬ 

○ 共通設問 13 問 
○ 学部・学科及び研究科・専攻の 

共通独⾃設問 
最⼤ 10 問（任意） 

○ 回答⽅法 4 段階評価（択⼀式）と⾃由記述による設問 
 
■ 集計・公開 

実施科⽬すべての集計結果を教員・学⽣ともに CLASS で公開している。 
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ただし、⾃由記述式設問の結果の閲覧は、担当教員のみに限定している。 
 
■ 学⽣へのフィードバック 

担当教員は、学⽣の意⾒・要望に対して、CLASS から「担当教員の所⾒」及び「改善に向けた
今後の⽅針」の 2 種類のコメントを⼊⼒する。 

 
○ 担当教員の所⾒ 

アンケート結果（⾃由記述を含む）に対する担当教員の意⾒・感想等 
○ 改善に向けた今後の⽅針 

アンケート結果（⾃由記述を含む）を受けて改善した（する予定の）内容等 
 
■ 点検・分析 

アンケート結果をもとに、各学部等の FD 幹事会で組織的な点検・分析を⾏うほか、センター
においても統計的な点検・分析を⾏う。 
 

関連項⽬☞ P.13 教学 IR ⼩委員会 
「TL 部⾨で実施した各種アンケート調査や学⽣情報等を基にした教育分析・効果検証・改善⽀援」 

 
卒業予定者対象アンケート 

本学における教育内容の更なる質的向上・保証・改善に資することや、各学部・学科のポリシ
ーに基づいてカリキュラムが編成されているかの確認、また、それにより必要な知識・能⼒を⾝
に付けることができたかの確認（学⽣の学修成果の確認）等を⽬的に、卒業予定の学⽣を対象に
2013 年度から実施している。 

これにより、教育における PDCA サイクルの C（Check：学⽣の学修成果やカリキュラムの評
価）を実現している。 
 

実施結果や設問☞ https://www.tus.ac.jp/fd/publication/（別冊資料集 P.89 参照） 
 
■ 実施概要 

○ 実施形式 Qualtrics を⽤いた WEB 形式 
○ 実施時期 2025 年 12 ⽉ 1 ⽇〜2026 年 3 ⽉ 20 ⽇（学位記・修了証書授与式）（学位記・

修了証書授与式の挙⾏⽇） 
○ 回 答 率 64.7％（回答数 2,250 名／卒業者数 3,477 名）  

 
■ 設問 

○ 共通設問 14 問（択⼀式 13 問、記述式 1 問） 
○ 学科独⾃設問（希望学科のみ追加設定） 学科により異なる 

 
■ 主な変更点 

○ 回答学⽣の負担軽減のため、⽂⾔修正および設問の⾒直し 
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■ 2024 年度実施結果の点検・分析、アンケートを踏まえた改善 

アンケート結果をもとに、各学部等の FD 幹事会で組織的な点検・分析を⾏うほか、センター
においても統計的な点検・分析を⾏った。 

また、アンケート結果を取りまとめ、センターホームページにおいて広く公開した。 
 

関連項⽬☞ P.13 教学 IR ⼩委員会 
「TL 部⾨で実施した各種アンケート調査や学⽣情報等を基にした教育分析・効果検証・改善⽀援」 

 
学⽣参画 FD 

本学の教育内容に関する具体的な課題を顕在化し、教育改善に向けた取組みの更なる質向上を
実現することを⽬的に、2020 年度から、教育内容に関するアンケート結果で顕著な傾向が⾒られ
る事項について意⾒聴取している。 
 
■ 実施概要 

○ 対 象 者 修⼠課程 1 年⽣のうち、前年度に本学学部を卒業した者 
○ 対 象 ⼈ 数 各研究科から 1 名程度（各研究科からの選出） 
○ 意⾒聴取者 教育 DX 推進センター⻑、教育 DX 推進センター⻑が指名した者 
○ 実 施 ⽇ 時 2025 年 12 ⽉ 16 ⽇ 13 時 30 分〜15 時 
○ 実 施 ⽅ 法 Zoom 

 
■ 意⾒聴取内容 

主に以下の内容を意⾒聴取し、実施結果はセンター委員会 TL 部⾨分科会で共有した。 
○ 卒業認定・学位授与⽅針（DP） 
○ 学修ポートフォリオシステム 
○⼤学⽣活における AI の活⽤について  

 
FD ポートフォリオ 

学部・学科、研究科・専攻、教養教育研究院それぞれの FD 活動状況を学内で共有することを
⽬的として、年に 1 回、FD ポートフォリオを作成・更新している。 

更新時期は 6〜7 ⽉頃、内容は「前年度 FD 活動の振り返り」、今年度「FD 活動の⽅針」、「FD
活動の計画」（前・後期）とし、各学部等から提出された「FD 活動記録」とともに CENTIS に掲
載している。 

なお、2019 年から各学部等の負担を考慮して、年 2 回の更新頻度を年 1 回とした。 
 

教育⽤ソフトウェア予算の補助 
本学における ICT 教育の更なる推進を図ることを⽬的に、2018 年度から情報教育センターの

業務を引継ぐかたちで、学部、研究科、教養教育研究院から予算要望する教育⽤ソフトウェアの
募集を⾏い、要望のあったソフトウェアについて予算申請を⾏った。 
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2025 年度に補助を決定したソフトウェアは下表のとおり。 
 

統計解析ソフトウェア（SAS） 
数式処理ソフトウェア（Mathematica） 
数値解析ソフトウェア（MATLAB/Simulink） 
Signals ChemDraw（旧 ChemOffice Professional） 
Discovery Studio、Materials Studio 
汎⽤物理シミュレーションソフトウェア COMSOL Multiphysics 
LabVIEW 
※予算要望できるソフトウェアは「教育⽤ソフトウェア予算に関わる取扱要項」において条件を定

めている
 

教育⽤ソフトウェアを活⽤するためのセミナー等への補助 
ICT 活⽤教育推進の施策の１つとして教育⽤ソフトウェアの活⽤が求められるが、各教員の習

熟度に依る部分が⼤きい状況にある。本学における ICT 活⽤教育の更なる推進を図ることを⽬的
として、教育⽤ソフトウェアを活⽤するためのセミナー等への補助を⾏っている。 
 
■ 募集する取組 

○ 募集内容 教育⽤ソフトウェアを活⽤するためのセミナー等 
○ 対 象 者 各学部・研究科等における学⽣及び教職員 
○ 実施形態 学科・専攻単位以上で実施する取組 
○ 補助上限 1 件あたり 30 万円 
○ そ の 他 正課外の取組であること 

 
■ 採択結果 

2 件の応募があり、2 件採択した。 
 

学部等 FD 研修推進経費（FD 研修参加への助成） 
各学部・研究科・教養教育研究院が独⾃に実施する FD 研修を財政的に⽀援することにより、

ボトムアップ型の FD の更なる推進を図ることを⽬的に、2021 年度から実施している。 
 
■ 募集する取組 

○ 募集内容 学部等が主体となり推進する FD 研修 
（教育改善を⽬的とした研修、セミナーや学外者との協議等も含む） 

○ 実施形態 学科等単位以上で実施する取組 
○ 対 象 者 実施する単位に所属する全専任教員 
○ 補助上限 1 件あたり 20 万円 

 
■ 採択結果 

2 件の応募があり、2 件採択した。  
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4-2-3 教授⽅法⽀援⼩委員会 

 

⼩委員会委員 

期間 2025 年 4 ⽉ 1 ⽇から 9 ⽉ 30 ⽇まで 2025 年 10 ⽉ 1 ⽇から 2026 年 3 ⽉ 31 ⽇ま
で 

委員 ◎佐中薫 ○渡辺雄貴 伊川友活 松浦真澄 ◎松下恭⼦ ○池⼝徹 新⽥剛 井上敬介 

◎は委員⻑、〇は副委員⻑を表す。 

活動報告 

教授⽅法⽀援⼩委員会は、シラバスの点検・改善といった教員個⼈を対象とした取組みのほか、
新任教員向け FD プログラム等、教員の教育意識を向上させる取組みを中⼼に活動している。主
な活動内容は以下のとおり。 
 

ICT ツール（CLASS、LETUS 等）の利⽤・活⽤⽅法の⽀援 
本⼩委員会では、各教員が本学の各種 ICT ツールを活⽤できるようになるための⽀援活動を⾏

っている。 
 

関連項⽬☞ P.11 教育 DX 推進⼩委員会 
「教育のアウトカム（可視化）⼿法の開発（学修ポートフォリオ等）」 

 
関連項⽬☞ P.35 教授⽅法⽀援⼩委員会「ICT の新技術活⽤に係る周知や講習会等の啓発活動」 

 
アクティブ・ラーニングの促進 

センターでは、年次計画において「アクティブ・ラーニングの促進」を掲げている。 
また、本学が本年度の授業実施⽅針を⽰すなかで、⼀⽅向型授業ではなく、双⽅向型授業（ア

クティブ・ラーニング、反転授業等）を促進することを明記し、「学修者本位の教育」を意識した
授業の設計・運営に留意することを⽬指している。 

これに基づき、2025 年度はセンターとして以下の取組みを⾏った。 
○ 2026 年 3 ⽉に開催した FD セミナー「⽣成 AI 時代に批判的思考を育む授業設計」におい

て、⽣成 AI 活⽤が学習⾏動に与える影響とともに、批判的思考を育むための授業設計の⼯
夫を学び、各⾃の授業に応⽤可能な実践的アイデア等について紹介した。 

○ 新任教員向け FD プログラムで、アクティブ・ラーニングを含む授業⽅法に関するコンテン
ツを提供した（過年度から継続）。 

○ 授業設計ガイドライン（総論編）において、アクティブ・ラーニングを含む授業⽅法に関す
るコンテンツを提供した。 

○ シラバスにアクティブ・ラーニングに関する項⽬を設け、どの授業でどのような⽅法により
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アクティブ・ラーニングが⾏われているのか可視化した（過年度から継続）。なお 2023 年度
シラバスから、従来のテキスト⼊⼒をチェックボックス⼊⼒に変更することで、記載内容の
標準化と全学の状況把握（集計）を容易にしている。 

 
関連項⽬☞ FD セミナー https://www.tus.ac.jp/fd/reports/43th/  

 
授業設計ガイドライン☞ https://letus.ed.tus.ac.jp/course/view.php?id=173848（LETUS・学内限定） 

 
シラバスの点検・改善 

授業担当教員が作成した当該年度のシラバスの内容・計画が、カリキュラム・ポリシー等に基
づいているかどうか、第三者（授業担当以外の教員）が点検してシラバスの作成者にフィードバ
ックすることでシラバスの質向上に向けた改善の取り組みを実施している。 

なお、CLASS での公開⽇は 4 ⽉ 1 ⽇としている。 
 
■ シラバス作成要項の作成 

センターでは「シラバス作成要項」を作成し、シラバスの役割、作成上の注意、留意事項等を
全授業担当教員へ周知することにより、統⼀的な指針の下でシラバスを作成する体制を整えてい
る。 

2026 年度シラバスの作成にあたっては、シラバス項⽬の精査、⼊⼒内容の簡略化、必須項⽬の
⾒直し、記述例の具体化を図った。 
 
■ シラバス作成要項（英語版）の作成 

毎年度、英語版の要項を作成している。外国⼈教員に対しても統⼀的な指針を伝えることによ
り、シラバスの質を担保している。 
 

ICT の新技術活⽤に係る周知や講習会等の啓発活動 
ICT の新技術を「実際の授業でどのように活⽤できるか」という観点から、教育 DX 推進セン

ターホームページに掲載した「私の教育改善」において、活⽤事例を共有した。 
 

関連項⽬☞ 私の授業改善 https://www.tus.ac.jp/fd/series_category/my_improvement/ 
 

関連項⽬☞ P.10 教育 DX 推進⼩委員会「教育活動への ICT 導⼊・活⽤に係る企画・実施⽀援」 
 

関連項⽬☞ P.15 学修⽀援⼩委員会「ICT ツール（CLASS、LETUS 等）の利⽤・活⽤⽅法の⽀援」 
 

関連項⽬☞ P.34 教授⽅法⽀援⼩委員会「ICT ツール（CLASS、LETUS 等）の利⽤・活⽤⽅法の⽀援」 

 
 

授業改善のためのアンケート結果に基づく学部選定授業の分析 
授業改善のためのアンケート結果を活⽤し、学⽣からの評価が⾼い授業についてその事由を分

析・共有し、本学における教育の改善、質の向上に繋げることを⽬的に、2019 年度から、アンケ
ート結果に基づく学部選定授業の分析を実施している。 
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2025 年度は、専⾨家及び希望する教職員による授業参観を実施し、参観後に、授業担当教員、
専⾨家、及び参観した教職員によるディスカッションを⾏った。  

学期 学部・学科 授業名 教員名 授業参観 
前期 ⼯学部 電気⼯学科 電気回路基礎 和⽥ 正義 5 ⽉ 27 ⽇（⽕）2 限 
後期 創域理⼯学部 建築学科 建築構造⼒学１ 永野 正⾏ 11 ⽉ 19 ⽇（⽔）4 限 

 
参考☞ センターHP https://www.tus.ac.jp/fd/series_category/questionnaire/ 

 
新任教員向け FD プログラム 

年次計画（2019 年度〜2021 年度）で挙げた「FD 啓発活動における体系化が不⼗分である」こ
との改善及び「本学教員として教育を⾏う上で必要な能⼒」を⾝につけることを⽬的として、2020
年度から、全学的な新任教員向け FD プログラムを導⼊している。2025 年度は、2024 年度に引
き続き、より効果的かつ効率的なプログラムへと発展させるため、プログラム全体の⾒直しを⾏
った。 対象者は⼊職初年度の全新任教員、受講期間は 4 ⽉ 1 ⽇〜6 ⽉ 30 ⽇とし、動画・資料閲
覧と対⾯セミナーを組み合わせた反転授業形式で実施した。 
 【構成】 
 （1）動画・資料の閲覧及びワークシートの提出 
  動画・資料を閲覧し、ワークシートを提出。 
   【動画】インストラクショナルデザインの理論に基づく授業設計について 

 ①授業の⼊⼝（学⽣の学修についての基礎知識等） 
 ②授業の出⼝（学修⽬標、成績評価等） 
 ③授業の⽅法（アクティブ・ラーニング等） 

 【資料】 
 ①教員ハンドブック（教育施策全般） 
 ②シラバス作成要項 
 ③各種システム（CLASS、LETUS 等）利⽤マニュアル 

 （2）対⾯セミナー（FD セミナー） 
    「（1）動画資料の閲覧及びワークシートの提出」にて提出したワークシートを⽤いて、教育 
    実践につなげられるようグループワークを実施。 

 
外国語教授法セミナー 

全学的な教授法・講義技術の修得機会を提供することを⽬的として、国際化推進センターと「外
国語教授法セミナー」を共催している。2025 年度は以下のとおり実施した。 
 
■ 教室英語実践講座 

⽇時  2025 年 11 ⽉ 7 ⽇ 18:00〜21:00 対⾯及び Zoom 
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■ 世界に伝える研究発表講座 
⽇時  2025 年 10 ⽉ 23 ⽇ 18:00〜21:00 、11 ⽉ 22 ⽇ 9:00〜12:00 Zoom 

 
■ 2025 年度ポスター 

   
 

FD セミナー 
FD セミナーでは、新任教員を対象とした授業設計に関する内容や ICT の活⽤事例、対⾯授業

の在り⽅などをテーマに、以下のとおり本学教職員及び本学博⼠課程の学⽣を対象に開催した。 
 
■ 第 41 回 FD セミナー 

○ テ ー マ 新任教員向け FD プログラム 〜理論をもとに授業設計を考える〜 
○ ⽇  時 2025 年 7 ⽉ 22 ⽇  10:30〜12:00  
○ 開催⽅法 対⾯（神楽坂キャンパス） 
○ 詳  細 https://www.tus.ac.jp/fd/reports/41th/ 

 
■ 第 42 回 FD セミナー 

○ テ ー マ 合理的配慮の実践と学習⽀援の在り⽅とは 
○ ⽇  時 2025 年 11 ⽉ 21 ⽇ 10:00〜11:30 
○ 開催⽅法 ハイフレックス 
○ 詳  細 https://www.tus.ac.jp/fd/reports/42th/ 

 
■ 第 43 回 FD セミナー 

○ テ ー マ ⽣成 AI 時代に批判的思考を育む授業設計 
○ ⽇  時 2026 年 3 ⽉ 10 ⽇ 13:00〜14:30 
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○ 開催⽅法 ハイフレックス 
○ 詳  細   https://www.tus.ac.jp/fd/reports/43th/ 

 
ホームページの管理・更新 

センターでは、本学における FD 活動の取組みをホームページから発信している。主にイベン
ト開催のお知らせや活動状況の報告を⾏っており、定期的に管理・更新を⾏っている。 

ホームページの全⾯リニューアルを実施した 2019 年度以降も、活動状況に応じてページ・レ
イアウトの⾒直しや機能の増設に取り組んでいる。 

 
参考☞ センターHP https://www.tus.ac.jp/fd/ 
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5-1 東京理科⼤学教育⽀援機構規程 
 

◯東京理科⼤学教育⽀援機構規程 
 

平成 23 年 11 ⽉ 10 ⽇規程第 82 号 
改正 令和 6 年 3 ⽉ 26 ⽇規程第 60 号 

 
(趣旨) 

第 1 条 この規程は、東京理科⼤学学則(昭和 24 年学則
第 1 号)第 62 条第 4 項の規定に基づき、東京理科⼤学
教育⽀援機構(以下「機構」という。)に関し必要な事
項を定めるものとする。 
(⽬的) 

第 2 条 機構は、全学的な教育⽅針の策定並びに教育施
策及び教育課程の企画を⾏うことで、東京理科⼤学(以
下「本学」という。)の学⻑(以下「学⻑」という。)の
教育に係る政策の決定及び推進を⽀援するとともに、
各学部及び研究科における教育の充実に寄与するこ
と、また、本学における学修・教育活動の⽀援、デジ
タル技術を活⽤した教育への変⾰による質的転換並
びに理数系分野の教育⽅法及び教育指導⽅法に関す
る教育研究とその実践及び成果の発信を通じて、我が
国における科学技術知識の普及の進展に寄与するこ
とを⽬的とする。 
(センター) 

第 3 条 機構に、次に掲げるセンター(以下「センター」
という。)を置く。 
(1) 教育 DX 推進センター 
(2) 教職教育センター 
(3)  理数教育研究センター 

2 センターに関する事項は、この規程に定めるものの
ほか、別に定める。 
(機構⻑) 

第 4 条 機構に、東京理科⼤学教育⽀援機構⻑(以下「機
構⻑」という。)を置き、機構⻑は、本学の学⻑の命を
受けて、機構の運営に関する事項を掌理する。 

2 機構⻑は、本学の副学⻑のうちから学⻑が決定し、理
事⻑に申し出て、理事⻑が委嘱する。 

(センター⻑) 
第 5 条 センターに、それぞれセンターの⻑(以下「セン

ター⻑」という。)を置き、センター⻑は、機構⻑の命
を受けて、センターに関する事項を掌理する。 

2 センター⻑の資格、任期等については、別に定める。 
(会議) 

第 6 条 機構に、機構の運営に関する事項を審議するた
め、教育⽀援機構会議(以下「会議」という。)を置く。 

2 会議は、次に掲げる事項を審議する。 
(1) 教育⽅針の策定に関する事項 
(2) 教育施策及び教育課程の企画に関する事項 
(3) 教育に関する全学的な調整に関する事項 
(4) 図書館の教育的活⽤に係る⽅針に関する事項 
(5) センターの設置及び改廃に関する事項 
(6) センターの事業計画に関する事項 
(7) 機構及びセンターの⼈事に関する事項 
(8) 機構及びセンターの予算及び決算に関する事項 
(9) 機構及びセンターに関する諸規程等の制定及び

改廃の発議に関する事項 
(10) その他機構及びセンターの管理・運営に関する

事項 
3 会議は、次に掲げる委員をもって組織し、学⻑がこれ

を委嘱する。 
(1) 機構⻑ 
(2) ⼤学図書館⻑  
(3) 学務部⻑  
(4) 副学部⻑⼜は学科主任のうちから各学部の学部

⻑が指名する者 各 1 ⼈ 
(5) 副院⻑⼜はキャンパス教養部⻑のうちから教養

教育研究院の院⻑が指名する者 1 ⼈ 
(6) 各センター⻑のうちから機構⻑が指名する者 
(7) 本学の専任教授のうちから学⻑が指名する者 

若⼲⼈ 
4 前項第 7 号に規定する委員の任期は、2 年以内とし、

再任を妨げない。ただし、補⽋による後任者の任期は、
前任者の残任期間とする。 

関連規程 5 
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5 会議は、機構⻑が招集し、その議⻑となる。ただし、
議⻑に事故のあるときは、議⻑があらかじめ指名した
委員がその職務を代理する。 

6 議⻑が必要と認めたときは、会議に委員以外の者の
出席を求め、意⾒を聴くことができる。 

7 会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、 
可否同数のときは、議⻑の決するところによる。 
(⼩委員会の設置) 

第 6 条の 2 会議の下に、前条第 2 項に規定する審議事
項を専⾨的に検討するため、必要に応じて、⼩委員会
を設けることができる。 

2 ⼩委員会の運営に関して必要な事項は、別に定める。 
(本務教員)  
第 7 条 機構に、センターを本務とする専任⼜は嘱託の

教育職員(以下「本務教員」という。)を置くことがで
きる。  

2 本務教員は、機構⻑が会議に諮って学⻑に推薦し、学
⻑の申出により理事⻑が委嘱する。  

(併任教員)  
第 8 条 センターに、併任の教育職員(以下「併任教員」

という。)を置くことができる。  
2 併任教員は、本学の専任⼜は嘱託の教授、准教授、講

師及び助教のうちから充てる。  
3 併任教員は、センター⻑が前項の教育職員が所属す

る学部等の学部⻑等の同意を得て機構⻑に申し出、機
構⻑は会議に諮って学⻑に推薦し、学⻑の申出により、
理事⻑が委嘱する。  

4 併任教員の任期は、2 年とし、再任を妨げない。ただ
し、嘱託である者については、嘱託としての委嘱期間
内とする。  

(専⾨職員)  
第 9 条 機構に、センターを本務とする専任⼜は嘱託の

専⾨職員(以下「専⾨職員」という。)を置くことがで
きる。  

2 専⾨職員は、センター⻑が機構⻑に申し出、機構⻑は
会議に諮って学⻑に推薦し、学⻑の申出により理事⻑
が委嘱する。  

(客員教授等)  
第 10 条 センターに、学外の教育研究機関等から招へ

いする客員教授、客員准教授及び客員研究員(次項にお
いて「客員教授等」という。)を置くことができる。  

2 客員教授等の資格、選考⼿続等は、東京理科⼤学客員
教授等規則(昭和 53 年規則第 5 号)の定めるところに
よる。  

(受託研究員及び共同研究員)  

第 11 条 センターに、受託研究員及び共同研究員を受  
 け⼊れることができる。  
2 受託研究員及び共同研究員は、学外の教育機関等を

本務とする者につき選考するものとし、その⼿続等は、
東京理科⼤学受託研究員規程(昭和 43 年規程第 7 号)
及び学校法⼈東京理科⼤学共同研究契約取扱規程(平
成 21 年規程第 7 号)の定めるところによる。  

 
(報告義務) 

第 12 条 センター⻑は、当該年度における活動経過及
び次年度における事業計画を機構⻑に報告しなけれ
ばならない。 
(事務) 

第 13 条 機構の運営に関する事務は、学務部学務課に
おいて処理する。 

2 センターの運営に関する事務は、それぞれのセンタ
ーに関する規程において定める。 

 
附 則 

この規程は、平成 23 年 11 ⽉ 10 ⽇から施⾏し、平成
23 年 10 ⽉ 1 ⽇から適⽤する。 

附 則 
この規程は、平成 24 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 

附 則 
この規程は、平成 25 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 

附 則 
(施⾏期⽇) 

1 この規程は、平成 26 年 1 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 
(経過措置) 

2 第 4 条第 3 項の規定にかかわらず、この規程の施⾏
⽇以降に初めて就任する教育機構⻑の任期について
は、平成 26 年 9 ⽉ 30 ⽇までとする。 

附 則 
この規程は、平成 27 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 

附 則 
この規程は、平成 28 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 

附 則 
この規程は、平成 30 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 

附 則 
この規程は、令和 3 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 

附 則 
この規程は、令和 4 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 

附 則 
この規程は、令和 6 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 
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5-2 東京理科⼤学教育 DX 推進センター規程 
 

◯東京理科⼤学教育 DX 推進センター規程 
 

令和 4 年 3 ⽉ 16 ⽇規程第 23 号 
改正 令和 7 年 3 ⽉ 13 ⽇規程第 16 号 

 
(趣旨) 

第 1 条 この規程は、東京理科⼤学教育⽀援機構規程(平
成 23 年規程第 82 号)第 3 条第 2 項の規定に基づき、
東京理科⼤学教育 DX 推進センター(以下「センター」
という。)に関し必要な事項を定める。 
(定義) 

第 2 条 この規程において「教育 DX」とは、デジタル
技術を積極的に活⽤することで、学⽣の学修活動及び
教員の教育活動に変⾰をもたらすための諸活動をい
う。 
(⽬的) 

第 3 条 センターは、ICT の活⽤、ファカルティ・ディ
ベロップメント(以下「FD」という。)活動の推進等に
より、東京理科⼤学(以下「本学」という。)の学⽣の
学修⽀援及び教員の教育⽀援の充実を図るとともに、
本学における教育 DX の推進により、効果的かつ効率
的な教育活動による教育の質的転換の実現を図るこ
とで、本学の学⽣及び教員の学修・教育活動の変⾰、
⼀層の深化及び好循環を⽣み出し、学修者本位の教育
を実現することを⽬的とする。 
(活動) 

第 4 条 センターは、前条の⽬的を達成するために、次
の活動を⾏う。 
(1) 学⽣の学修⽀援に関すること。 
(2) 教員の教育⽀援に関すること。 
(3) 教育 DX の推進に関すること。 
(4) 教育効果の評価及び新たな教育⽅法の開発に関

すること。 
(5) その他本学の教育活動に関すること。 
(センター⻑) 

第 5 条 センターにセンター⻑を置く。 
2 センター⻑は、東京理科⼤学教育⽀援機構⻑(以下

「機構⻑」という。)の命を受けて、センターに関する
事項を掌理する。 

3 センター⻑は、本学の学⻑(以下「学⻑」という。)が
本学の専任⼜は嘱託(⾮常勤扱の者を除く。)の教授の
うちから機構⻑と協議の上選出し、東京理科⼤学教育

研究会議の議を経て決定し、理事⻑に申し出て、理事
⻑が委嘱する。 

4 センター⻑の任期は 2 年とし、再任を妨げない。た
だし、補⽋による任期は、前任者の残任期間とする。 
(センター委員会) 

第 6 条 第 3 条に掲げる⽬的を達成するため、センター
委員会(以下「委員会」という。)を置き、次の事項に
ついて審議する。 
(1) センターの活動に関する事項 
(2) センターの予算及び決算に関する事項 
(3) その他センターの運営に関する事項 

2 委員会は、次に掲げる委員をもって組織し、学⻑が委
嘱する。 
(1) センター⻑ 
(2) 副学部⻑⼜は FD を担当する幹事のうちから各

学部の学部⻑が指名する者 各 1 ⼈ 
(3) FD を担当する幹事のうちから教養教育研究院

⻑が指名する者 1 ⼈ 
(4) ⽣命科学研究科の専攻主任 
(5) 教育 DX の推進に関する知⾒を有する者として

学⻑が指名した者 若⼲⼈ 
(6) 学務部⻑ 

3 前項第 5 号に規定する委員の任期は 2 年とし、再任
を妨げない。ただし、補⽋による委員の任期は、前任
者の残任期間とする。 

4 委員会の委員⻑は、センター⻑をもってこれに充て
る。 

5 委員会は委員⻑が招集し、その議⻑となる。ただし、
委員⻑に事故のあるときは、委員⻑があらかじめ指名
した委員がその職務を代理する。 
(部⾨) 

第 7 条 センターに、第 4 条に規定する活動を実施する
ために、部⾨を置く。 
(部⾨⻑) 

第 8 条 前条に規定する部⾨に、部⾨⻑を置く。 
2 部⾨⻑は、センター⻑の命を受け、当該部⾨を代表し、

その業務を掌理する。 
3 部⾨⻑は、第 6 条第 2 項に定める者のうちから、機

構⻑がセンター⻑と協議の上で指名する。 
(分科会) 

第 9 条 委員会に、委員会から付託された事項を処理す
るために、分科会を置く。 
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2 分科会は、第 6 条第 2 項に定める者のうちから、セ

ンター⻑が指名した者をもって組織する。 
3 分科会に関して必要な事項は、別に定める。 

(意⾒の聴取) 
第 10 条 委員会⼜は分科会が必要と認めたときは、当

該委員会⼜は分科会における委員以外の者の出席を
求め、その意⾒を聴くことができる。 
(⼩委員会の設置) 

第 11 条 委員会⼜は分科会に、第 4 条に規定する活動
に係る具体的事項を実施するため、⼩委員会を置くこ
とができる。 

2 ⼩委員会に関して必要な事項は、別に定める。 
(事務処理) 

第 12 条 センターに関する事務は、学務部学務課が統
括する。 

2 センターに関する事務の⼀部は、学務部学⻑事務課
⼤学評価・IR 室、教務部教務課及び情報システム部情
報システム課において処理する。 

3 学部、⼤学院及び教養教育研究院の FD 活動に関す
る事務は、別表に掲げる部署において処理する。 

 
附 則 

(施⾏期⽇) 
1 この規程は、令和 4 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 

(廃⽌規程) 
2 東京理科⼤学教育開発センター規程(平成 19 年規程
第 172 号)は、廃⽌する 

附 則 
この規程は、令和 4 年 7 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 

附 則 
この規程は、令和 5 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 

附 則 
この規程は、令和 7 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 
 

 
 
別表(第 12 条第 3 項関係) 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

学部・研究科 担当事務課等 
理学部第⼀部 
理学研究科 

教務部理学事務課 

理学部第⼆部 教務部理学事務課理学部⼆部事
務室 

薬学部 
薬学研究科 

葛飾統括部薬学事務課 

⼯学部 
⼯学研究科 

葛飾統括部⼯学事務課 

創域理⼯学部 
創域理⼯学研究科 

野⽥統括部創域理⼯学事務課 

先進⼯学部 
先進⼯学研究科 

葛飾統括部先進⼯学事務課 

経営学部 
経営学研究科 

教務部経営学事務課及び教務部
経営学事務課専⾨職⼤学院室 

教養教育研究院 教務部教務課教養教育研究院事
務室 

⽣命科学研究科 野⽥統括部創域理⼯学事務課⽣
命研事務室 
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＊「選出区分」は東京理科⼤学教育 DX 推進センター規程による。 
＊ ◎は委員⻑を、○は部⾨⻑を、それぞれ表す。 

 

【2025 年 4 ⽉ 1 ⽇から 9 ⽉ 30 ⽇まで】 

所  属 職名 ⽒ 名 任期 該当条項 参加会議 

創域理⼯学部 
情報計算科学科 

教授 ◎滝本 宗宏 
2023 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2025 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 1 号 

教育 DX 推進センター委員会、 
DX 部⾨分科会、 
TL 部⾨分科会 

理学部第⼀部 
物理学科 

准教授 佐中 薫 
2024 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2025 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 2 号 

教育 DX 推進センター委員会、 
TL 部⾨分科会 

理学部第⼆部 
化学科  

教授 佐⽵ 彰治 
2024 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2025 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 2 号 

薬学部 
薬学科 

教授 野⼝ 耕司 
2024 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2025 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 2 号 

⼯学部 
電気⼯学科 

教授 吉⽥ 孝博 
2023 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2025 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 2 号 

創域理⼯学部 
先端物理学科 

教授 ⽯塚 正基 
2024 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2025 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 2 号 

先進⼯学部 
⽣命システム⼯学科 

教授 ⻄野 達哉 
2024 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2025 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 2 号 

経営学部 
経営学科 

准教授 ⼭⽥ 昌弘 
2024 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2025 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 2 号 

研究推進機構 
⽣命医科学研究所 

教授 伊川 友活 
2024 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2025 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 4 号 

教養教育研究院 
葛飾キャンパス教養
部 

教授 松浦 真澄 
2024 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2025 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 3 号 

 
 

センター委員会委員⼀覧 6 
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【2025 年 10 ⽉ 1 ⽇から 2026 年 3 ⽉ 31 ⽇まで】 

所  属 職名 ⽒ 名 任期 該当条項 参加会議 

教育⽀援機構 
教職教育センター 教授 ◎渡辺 雄貴 

2025 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2027 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 1 号 

教育 DX 推進センター委員会、 
DX 部⾨分科会、 
TL 部⾨分科会 

理学部第⼀部 
物理学科 

教授 松下 恭⼦ 
2025 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2026 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 2 号 

教育 DX 推進センター委員会、 
TL 部⾨分科会 

理学部第⼆部 
数学科 

准教授 下川 朝有 
2025 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2026 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 2 号 

薬学部 
⽣命創薬科学科 

准教授 原⽥ 陽介 
2025 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2026 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 2 号 

⼯学部 
機械⼯学科 

准教授 井上 遼 
2025 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2026 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 2 号 

    

所  属 職名 ⽒ 名 任期 該当条項 参加会議 

教育⽀援機構 
教職教育センター 

教授 ○渡辺 雄貴 
2023 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2025 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 5 号 

教育 DX 推進センター委員会、 
DX 部⾨分科会、 
TL 部⾨分科会 

教育⽀援機構 
教職教育センター 

准教授 ⼤浦 弘樹 
2023 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2025 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 5 号 

理学部第⼀部 
物理学科 

教授 鈴⽊ 克彦 
2023 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2025 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 5 号 

創域理⼯学部 
社会基盤⼯学科 

教授 ○佐伯 昌之 
2023 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2025 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 5 号 

教育 DX 推進センター委員会、 
DX 部⾨分科会 

⼯学部 
情報⼯学科 

教授 池⼝ 徹 
2023 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2025 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 5 号 

創域理⼯学部 
情報計算科学科 

教授 桂⽥ 浩⼀ 
2023 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2025 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 5 号 

事務総局 学務部⻑ 市川 英朗 
2024 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2025 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 6 号 

教育 DX 推進センター委員会、 
DX 部⾨分科会、 
TL 部⾨分科会 
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所  属 職名 ⽒ 名 任期 該当条項 参加会議 

創域理⼯学部 
建築学科 

教授 垣野 義典 
2025 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2026 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 2 号 

教育DX推進センター委員会、 
TL 部⾨分科会  

先進⼯学部 
マテリアル創成⼯学
科 

教授 古江 広和 
2025 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2026 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 2 号 

経営学部 
ビジネスエコノミク
ス学科 

准教授 鈴⽊ 良⼀ 
2025 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2026 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 2 号 

教育⽀援機構 
教職教育センター 

准教授 ⻄村 多久磨 
2025 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2027 年 9 ⽉ 30 ⽇  

第 6 条 
第 2 項 
第 5 号  

研究推進機構 
⽣命医科学研究所 

教授 新⽥ 剛 
2025 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2026 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 4 号 

教養教育研究院 
北海道・⻑万部キャ
ンパス教養部 

准教授 井上 敬介 
2025 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2026 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 3 号 

教育⽀援機構 
教職教育センター 

教授 ○⼤浦 弘樹 
2025 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2027 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 5 号 

教育 DX 推進センター委員会、 
DX 部⾨分科会、 
TL 部⾨分科会 

理学部第⼀部 
物理学科 

教授 鈴⽊ 克彦 
2025 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2027 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 5 号 

⼯学部 
情報⼯学科 

教授 〇池⼝ 徹 
2025 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2027 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 5 号 

創域理⼯学部 
社会基盤⼯学科 

教授 ○佐伯 昌之 
2025 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2027 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 5 号 

教育 DX 推進センター委員会、 
DX 部⾨分科会 

創域理⼯学部 
情報計算科学科 

教授 ⽥畑 耕治 
2025 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2027 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 5 号 

創域理⼯学部 
情報計算科学科 

教授 桂⽥ 浩⼀ 
2025 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2027 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 5 号 

事務総局 学務部⻑ 市川 英朗 
2025 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
〜 
2026 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

第 6 条 
第 2 項 
第 6 号 

教育 DX 推進センター委員会、 
DX 部⾨分科会、 
TL 部⾨分科会 
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教育支援機構 教育 DX 推進センター 

2025 年度活動報告書 

資料集 

 教育 DX 推進センター委員会の開催日程及び議案 ………………2 
 学校法人東京理科大学 中期計画 2026（2022～2026 年度）……7 
 学修状況アンケート …………………………22 
 学習実態調査（新入生対象アンケート）…………………………26 
 授業改善のためのアンケート …………………………65 
 卒業予定者対象アンケート …………………………89 

（資料集）1



教育DX 推進センター委員会の開催⽇程及び議案

教育DX 推進センター委員会

⽇時 議題

2025年4⽉24⽇ 審議 1 教育DX推進センター 2024年度振り返り及び2025年度以降の計画について

2025年4⽉24⽇ 報告 1 2025年度前期委員会開催⽇程について

2025年4⽉24⽇ 報告 2 2024年度教育DX推進センター予算実績報告及び2025年度予算について

2025年4⽉24⽇ 報告 3 FD関係出張に対する旅費等の補助について

2025年9⽉29⽇ 審議 1 2026年度教育DX推進センター予算申請について

2025年9⽉29⽇ 報告 1 2025年度 GPS-Academicの受検率及び受検期間の延⻑について

2025年9⽉29⽇ 報告 2 2025年度後期委員会開催⽇程について

教育DX 推進センター委員会 DX 部⾨分科会

⽇時 議題

2025年5⽉15⽇ 審議 1 2024年度教育DX推進センター活動報告書（DX部⾨）について

2025年5⽉15⽇ 審議 2 学修ポートフォリオシステムの改善検討について

2025年5⽉15⽇ 審議 3 「個別最適な学修⽀援システムの構築」の実施⽅針について

2025年5⽉15⽇ 報告 1 各⼩委員会活動報告及び活動計画

2025年7⽉17⽇ 審議 1 ⼤学教育の在り⽅（仮）の検討について

2025年7⽉17⽇ 報告 1 個別最適な学修⽀援システムの構築について（進捗報告）

2025年7⽉17⽇ 報告 2 各⼩委員会活動報告及び活動計画

2025年9⽉11⽇ 審議 1 学修ポートフォリオシステムの改善検討について

2025年9⽉11⽇ 報告 1 個別最適な学修⽀援システムの構築について（進捗報告）

2025年9⽉11⽇ 報告 2 2024年度授業改善のためのアンケート結果に基づく授業外学修時間の状況について

2025年9⽉11⽇ 報告 3 2025年度後期教育DX推進センター委員会DX部⾨分科会の開催⽇程について

2025年9⽉11⽇ 報告 4 各⼩委員会活動報告及び活動計画

2025年11⽉13⽇ 報告 1 学修ポートフォリオシステムの改善検討について（「いいねボタン」の進捗報告）

2025年11⽉13⽇ 報告 2 個別最適な学修⽀援システムの構築について（留年予測モデルの評価結果）

2025年11⽉13⽇ 報告 3 各⼩委員会活動報告及び活動計画

2026年1⽉15⽇ 審議 1 ⼤学教育の在り⽅（仮）の検討について

2026年1⽉15⽇ 報告 1 2024年度学修状況アンケート回答者の追跡調査について

2026年1⽉15⽇ 報告 2 学修ポートフォリオシステムの改善検討について（「いいねボタン」「GPA順位等」の進捗報告）

2026年1⽉15⽇ 報告 3 学修ポートフォリオシステムの改修を踏まえた意義浸透を図るための資料（チラシ）の作成について

2026年1⽉15⽇ 報告 4 Turnitin「Feedback Studio」の⽣成AI検知機能（⽇本語対応）について

2026年1⽉15⽇ 報告 5 各⼩委員会活動報告及び活動計画

2026年3⽉11⽇ 審議 1 教育DX推進センターDX部⾨分科会の2025年度振り返り及び2026年度業務計画について

2026年3⽉11⽇ 審議 2 ⼤学教育の在り⽅（仮）の検討について

2026年3⽉11⽇ 報告 1 Turnitin「Feedback Studio」の⽣成AI検知機能（⽇本語対応）について

2026年3⽉11⽇ 報告 2 学修ポートフォリオシステムの改善検討について（教員コメント機能の改修の進捗報告）

2026年3⽉11⽇ 報告 3 学修ポートフォリオシステムの改善検討について（学科順位表⽰⾮表⽰状況の報告）

2026年3⽉11⽇ 報告 4 学修ポートフォリオシステムの改修を踏まえた意義浸透を図るための資料（チラシ）の作成について
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2026年3⽉11⽇ 報告 5 2024年度学修ポートフォリオシステムに係る分析・検証結果について

2026年3⽉11⽇ 報告 6 2026年度前期教育DX推進センター委員会DX部⾨分科会の開催⽇程について

2026年3⽉11⽇ 報告 7 各⼩委員会活動報告及び活動計画

教育DX 推進センター委員会 TL 部⾨分科会

⽇時 議題

2025年4⽉24⽇ 審議 1 2026年度教育⽤ソフトウェアに係る予算要望書の提出について

2025年4⽉24⽇ 報告 1 2025年度 教育DX推進センター 教育⽤ソフトウェア⼀覧

2025年4⽉24⽇ 報告 2 2024（令和6）年度私⽴⼤学等改⾰総合⽀援事業（タイプ1）への申請状況と今後の対応について

2025年4⽉24⽇ 報告 3 2024（令和6）年度私⽴⼤学等経常費補助⾦「教育の質に係る客観的指標調査票」への回答状況と今後の対応について

2025年4⽉24⽇ 報告 4 2024年度卒業予定者対象アンケートの実施結果について

2025年4⽉24⽇ 報告 5 2025年度 新⼊⽣学修到達度測定WEBテストの実施結果について

2025年4⽉24⽇ 報告 6 学修ポートフォリオシステムにおける各学科独⾃データ（2025年度前期分）の掲載内容調査及びGAKUENへの登録について

2025年4⽉24⽇ 報告 7 2025年度授業TA研修の実施結果報告について

2025年4⽉24⽇ 報告 8 FDポートフォリオの更新について

2025年4⽉24⽇ 報告 9 2024年度後期授業改善のためのアンケート集計結果について

2025年4⽉24⽇ 報告 10 2024年度「授業改善のためのアンケート」結果に基づく学部選定授業の分析の実施について

2025年4⽉24⽇ 報告 11 2023 年度「授業改善のためのアンケート」結果に基づく2025 年度前期学部選定授業の授業参観実施について

2025年4⽉24⽇ 報告 12 第40回FDセミナーの開催報告について

2025年4⽉24⽇ 報告 13 各学部・研究科・教養教育研究院FD活動報告

2025年4⽉24⽇ 報告 14 その他

2025年4⽉24⽇ 要旨 1 第39回FDセミナーの報告・共有について

2025年4⽉24⽇ 要旨 2 2025年度シラバスに関するFD実施状況、点検・整備状況の調査結果について

2025年4⽉24⽇ 要旨 3 教育DX推進センターにおける取り組みのホームページへの公開について（2025年3・4⽉）

2025年5⽉29⽇ 審議 1 2025年度教育⽤ソフトウェアを活⽤するためのセミナー等に係る選定結果について

2025年5⽉29⽇ 審議 2 2025年度「学部等FD研修推進経費」に基づく取組の選定結果について

2025年5⽉29⽇ 報告 1 2025年度学部新⼊⽣学習実態調査の実施結果について

2025年5⽉29⽇ 報告 2 2025年度指導補助者（補助TA等）研修の実施状況について

2025年5⽉29⽇ 報告 3 第41回FDセミナーの開催について（新任教員向け）

2025年5⽉29⽇ 報告 4 各学部・研究科・教養教育研究院FD活動報告

2025年5⽉29⽇ 報告 5 DX部⾨分科会報告

2025年5⽉29⽇ 報告 6 その他

2025年5⽉29⽇ 要旨 1 2025年度⼊学前学習⽀援実施報告

2025年5⽉29⽇ 要旨 2 2025年度［新⼊⽣・学部3年⽣対象］TOEIC-IPテスト学科別平均点について

2025年6⽉19⽇ 審議 1 2024年度教育DX推進センター活動報告書（案）について

2025年6⽉19⽇ 審議 2 2026年度⼊学予定者対象⼊学前学習⽀援の実施について

2025年6⽉19⽇ 報告 1 2026年度⼊学予定者対象⼊学前学習⽀援講座（通信制）及び学習課題の実施調査について

2025年6⽉19⽇ 報告 2 各学部・研究科・教養教育研究院FD活動報告

2025年6⽉19⽇ 報告 3 その他

2025年6⽉19⽇ 要旨 1 2024年度後期（在学⽣）、2025年度⼊学時（新⼊⽣）における学修ポートフォリオシステムの活⽤状況の確認について

2025年6⽉19⽇ 要旨 2 第40回FDセミナーの報告・共有について

（資料集）3



2025年6⽉19⽇ 要旨 3 2023年度「授業改善のためのアンケート」結果に基づく学部選定授業の2025年度前期授業参観実施報告について

2025年6⽉19⽇ 要旨 4 教育DX推進センターにおける取り組みのホームページへの公開について（2025年5⽉〜6⽉）

2025年7⽉24⽇ 報告 1 2026年度教育⽤ソフトウェア予算要望状況について

2025年7⽉24⽇ 報告 2 学修状況アンケート（2025年度第1回実施分）の実施結果について

2025年7⽉24⽇ 報告 3 2025年度「卒業⽣アンケート」、「進路先企業対象アンケート」の実施について

2025年7⽉24⽇ 報告 4 国際化推進センター及び教育DX推進センター共催 2025年度博⼠後期課程学⽣・教員向け英語講座実施について

2025年7⽉24⽇ 報告 5 各学部・研究科・教養教育研究院FD活動報告

2025年7⽉24⽇ 報告 6 DX部⾨分科会報告

2025年7⽉24⽇ 報告 7 教育DX推進センター委員会の次期委員選出について

2025年7⽉24⽇ 報告 8 その他

2025年7⽉24⽇ 要旨 1 2025年度ロジカルライティング講座 実施報告

2025年7⽉24⽇ 要旨 2 2025年度学修ポートフォリオシステムに係る⼊⼒率の⽬標値について

2025年7⽉24⽇ 要旨 3 2025年度前期学修ポートフォリオシステムの活⽤状況の確認について

2025年7⽉24⽇ 要旨 4 2024年度卒業予定者対象アンケートの検証結果の報告について

2025年7⽉24⽇ 要旨 5 2024年度「授業改善のためのアンケート」結果に基づく学部選定授業の選定結果について

2025年7⽉24⽇ 要旨 6 教育DX推進センターにおける取り組みのホームページへの公開について（2025年7⽉）

2025年9⽉29⽇ 審議 1 2025年度学⽣参画FDの実施について

2025年9⽉29⽇ 審議 2 2026年度⼊学前学習⽀援実施要項の改定について

2025年9⽉29⽇ 審議 3 2026年度学習相談室 野⽥地区における「⽣物」科⽬の新設について

2025年9⽉29⽇ 審議 4 2025年度卒業予定者対象アンケートの実施について

2025年9⽉29⽇ 審議 5 2026年度シラバスのネイティブチェック実施について

2025年9⽉29⽇ 報告 1 FD活動の実施状況について

2025年9⽉29⽇ 報告 2 LETUSのLMS更改について

2025年9⽉29⽇ 報告 3 学修ポートフォリオシステムの改修について（新機能）

2025年9⽉29⽇ 報告 4 2024年度「授業改善のためのアンケート」結果に基づく授業外学修時間の状況について

2025年9⽉29⽇ 報告 5 第42回FDセミナーの開催について

2025年9⽉29⽇ 報告 6 2024年度「授業改善のためのアンケート」結果に基づく2025年度後期学部選定授業の授業参観実施について

2025年9⽉29⽇ 報告 7 各学部・研究科・教養教育研究院FD活動報告

2025年9⽉29⽇ 報告 8 DX部⾨分科会報告

2025年9⽉29⽇ 報告 9 その他

2025年9⽉29⽇ 要旨 1 2025年度教育⽤ソフトウェアを活⽤するためのセミナー開催報告

2025年9⽉29⽇ 要旨 2 2024年度後期（在学⽣）、2025年度⼊学時（新⼊⽣）における学修ポートフォリオシステムの⼊⼒率について（再報告）

2025年9⽉29⽇ 要旨 3 2026年度⼊学予定者対象 ⼊学前学習⽀援[学習課題]の実施について

2025年9⽉29⽇ 要旨 4 2026年度⼊学予定者対象 ⼊学前学習⽀援講座（通学制）における科⽬担当責任者の選出について

2025年9⽉29⽇ 要旨 5 学習相談室における地区総括責任者及び科⽬担当責任者の選出について

2025年9⽉29⽇ 要旨 6 2024年度授業改善のためのアンケートの結果をふまえた各学部学科・研究科専攻等の活⽤策について

2025年9⽉29⽇ 要旨 7 第41回FDセミナー開催報告

2025年9⽉29⽇ 要旨 8 教育DX推進センターにおける取り組みのホームページへの公開について（2025年7〜9⽉）

2025年10⽉30⽇ 審議 1 2026年度新⼊⽣学修到達度測定WEBテストの実施について

2025年10⽉30⽇ 報告 1 教育DX推進センター委員会⼩委員会委員について

2025年10⽉30⽇ 報告 2 学修ポートフォリオシステム 客観評価レーダーチャート推移の可視化結果に基づく検証・改善について
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2025年10⽉30⽇ 報告 3 2026年度［新⼊⽣・学部3年⽣対象］TOEIC-IPテストの実施について

2025年10⽉30⽇ 報告 4 2025年度前期「授業改善のためのアンケート」集計結果について

2025年10⽉30⽇ 報告 5 各学部・研究科・教養教育研究院FD活動報告

2025年10⽉30⽇ 報告 6 その他

2025年10⽉30⽇ 要旨 1 2025年度学部新⼊⽣学習実態調査の検証結果報告

2025年10⽉30⽇ 要旨 2 教育DX推進センターにおける取り組みのホームページへの公開について（2025年10⽉）

2025年11⽉17⽇ 審議 1 2026年度学習相談室の実施及びESの補充について

2025年11⽉17⽇ 審議 2 2026年度シラバス作成要項について

2025年11⽉17⽇ 報告 1 学修状況アンケート（2025年度第2回実施分）の実施結果について

2025年11⽉17⽇ 報告 2 2025年度学⽣参画FD実施概要について

2025年11⽉17⽇ 報告 3 ⽂部科学省 2025年度全国学⽣調査（本格実施）実施について

2025年11⽉17⽇ 報告 4 学修ポートフォリオシステムの意義浸透等を図る⽅策（学修習慣の定着に関するセミナー）の実施について

2025年11⽉17⽇ 報告 5 各学部・研究科・教養教育研究院FD活動報告

2025年11⽉17⽇ 報告 6 DX部⾨分科会報告

2025年11⽉17⽇ 報告 7 その他

2025年11⽉17⽇ 要旨 1 2025年度前期学修ポートフォリオシステムの活⽤状況について

2025年11⽉17⽇ 要旨 2 学修ポートフォリオシステムにおける各学科独⾃データ(2025年度後期分)の掲載内容調査及びGAKUENへの登録について

2025年11⽉17⽇ 要旨 3 2025年度卒業予定者対象アンケート実施について

2025年12⽉22⽇ 審議 1 「INFOSS情報倫理」の2026年度受講実施及び2025年度受講状況について

2025年12⽉22⽇ 審議 2 2026年度新⼊⽣対象「学習実態調査」の実施について

2025年12⽉22⽇ 報告 1 2025年度博⼠後期課程学⽣・教員向け英語講座実施報告について

2025年12⽉22⽇ 報告 2 2025年度卒業⽣及び進路先企業対象アンケート結果及び課題について

2025年12⽉22⽇ 報告 3 学修ポートフォリオシステムの改修における新機能について（進捗報告）

2025年12⽉22⽇ 報告 4 東京理科⼤学TAハンドブックの作成について

2025年12⽉22⽇ 報告 5 2026年度学部3年⽣対象のTOEIC-IPテスト実施の周知について

2025年12⽉22⽇ 報告 6 2026年度シラバスに関するFD実施状況、点検・整備状況の調査について

2025年12⽉22⽇ 報告 7 各学部・研究科・教養教育研究院FD活動報告

2025年12⽉22⽇ 報告 8 その他

2025年12⽉22⽇ 要旨 1 2026年度［新⼊⽣・学部3年⽣対象］のTOEIC-IPテスト実施について

2025年12⽉22⽇ 要旨 2 2026年度シラバス作成要項（英訳版）の作成について

2025年12⽉22⽇ 要旨 3 2024年度「授業改善のためのアンケート」結果に基づく2025年度後期学部選定授業の授業参観実施報告

2025年12⽉22⽇ 要旨 4 第42回FDセミナー開催報告

2025年12⽉22⽇ 要旨 5 教育DX推進センターにおける取り組みのホームページへの公開について（2025年11〜12⽉）

2026年1⽉26⽇ 審議 1 「GPS-Academic」2025年度実施結果報告及び2026年度の実施について

2026年1⽉26⽇ 審議 2 2026年度ロジカルライティング講座の実施について

2026年1⽉26⽇ 審議 3 2026年度学習相談室ESの採⽤について

2026年1⽉26⽇ 報告 1 2026年度新⼊⽣学修到達度WEBテストについて

2026年1⽉26⽇ 報告 2 学修状況アンケート（2025年度第3回実施分）の実施結果について

2026年1⽉26⽇ 報告 3 2025年度学⽣参画FD 実施報告

2026年1⽉26⽇ 報告 4 2025年度 ⽂部科学省 全国学⽣調査の実施結果について

2026年1⽉26⽇ 報告 5 2026年度 TA研修及び授業TA研修の実施について
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2026年1⽉26⽇ 報告 6 第43回FDセミナーの開催について

2026年1⽉26⽇ 報告 7 各学部・研究科・教養教育研究院FD活動報告

2026年1⽉26⽇ 報告 8 DX部⾨分科会報告

2026年1⽉26⽇ 報告 9 その他

2026年1⽉26⽇ 要旨 1 2026年度「履修申告期間」「履修申告確認・変更期間」「履修取下げ期間」について

2026年1⽉26⽇ 要旨 2 2026年度TAハンドブックの作成について

2026年1⽉26⽇ 要旨 3 2026年度学習相談室の開室⽇程について

2026年1⽉26⽇ 要旨 4 2025年度前期学修ポートフォリオシステムの活⽤状況について（再報告）

2026年1⽉26⽇ 要旨 5 2025年度後期（在学⽣）、2026年度⼊学時（新⼊⽣）における学修ポートフォリオシステムの活⽤状況の確認について

2026年1⽉26⽇ 要旨 6 学修ポートフォリオシステムの意義浸透等を図る⽅策（学修習慣の定着に関するセミナー）の2026年度実施について

2026年1⽉26⽇ 要旨 7 学修ポートフォリオシステム 2024年度卒業⽣の客観評価レーダーチャート推移の可視化結果に基づく検証・改善の結果について（報告）

2026年3⽉30⽇ 審議 1 教育DX推進センターTL部⾨ 2025年度振り返り及び2026年度の計画について

2026年3⽉30⽇ 審議 2 2026年度学修状況アンケートの実施について

2026年3⽉30⽇ 審議 3 2026年度教育⽤ソフトウェアを活⽤するためのセミナー等への補助について

2026年3⽉30⽇ 審議 4 2026年度「学部等FD研修推進経費」に基づく取組の募集について

2026年3⽉30⽇ 審議 5 2026年度授業改善のためのアンケート実施要項の改定について

2026年3⽉30⽇ 報告 1 学修ポートフォリオシステムに係る分析・検証結果について

2026年3⽉30⽇ 報告 2 2026年度前期 教育DX推進センター関連会議の開催⽇程

2026年3⽉30⽇ 報告 3 2025年度（令和7）年度私⽴⼤学等改⾰総合⽀援事業（タイプ1）への申請状況と今後の対応について

2026年3⽉30⽇ 報告 4 2025年度（令和7）年度私⽴⼤学等経常費補助⾦「教育の質に係る客観的指標調査票」への回答状況と今後の対応について

2026年3⽉30⽇ 報告 5 FDポートフォリオの更新について

2026年3⽉30⽇ 報告 6 2026年度学部新⼊⽣対象「学習実態調査」の実施について

2026年3⽉30⽇ 報告 7 各学部・研究科・教養教育研究院FD活動報告

2026年3⽉30⽇ 報告 8 DX部⾨分科会報告

2026年3⽉30⽇ 報告 9 学修ポートフォリオシステムに係るシステム改修について（報告）

2026年3⽉30⽇ 報告 10 その他

2026年3⽉30⽇ 要旨 1 剽窃チェックシステム「Feedback Studio」、アンケートシステム「Qualtrics」の活⽤について

2026年3⽉30⽇ 要旨 2 2025年度教育⽤ソフトウェアを活⽤するためのセミナー開催報告

2026年3⽉30⽇ 要旨 3 2026年度GPS-Academicの実施について

2026年3⽉30⽇ 要旨 4 「INFOSS情報倫理2026」の周知について

2026年3⽉30⽇ 要旨 5 「すべてのTA共通の内容」を扱うTA研修のコンテンツ化について

2026年3⽉30⽇ 要旨 6 2026年度TOEIC-IPテストの実施について

2026年3⽉30⽇ 要旨 7 2026年度新任教員向けFDプログラム詳細について

2026年3⽉30⽇ 要旨 8 教育DX推進センターにおける取り組みのホームページへの公開について（2026年3⽉）
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1. はじめに 

 東京理科大学は 1881 年に創立し、2021 年に創立 140 周年を迎えたが、さらに 10 年後の創立 150 周
年のあるべき姿を示した「TUS VISION 150」の下、より一層の発展に向け、2022～2026 年度の 5 年間で
実施する施策として「中期計画 2026」を策定した。本書では、先ず長期ビジョン「TUS VISION 150」を
あらためて述べた上で、「中期計画 2026」の前段で実施した「中期計画 2021」とその振り返りについて示
した。次に、現在の社会の変化や多様化する大学への要請に応えるために、社会情勢とそれに基づく大学
が有する課題を整理し、さらに本学の歴史と教育及び研究の強み・弱みを分析し、本学の伝統や長所短所
を踏まえて実施すべき課題を基にした本学発展のための基本戦略を提起した。その後、「中期計画 2026」
の具体的な課題と取り組みについて概要を記した。「TUS VISION 150」の最初のマイルストーンとなった
「中期計画 2021」に続き、次のマイルストーンとなる 5 年後の「中期計画 2026」の目標の達成に向けて
本書に示す取り組みを着実に進め、「TUS VISION 150」の実現を確実なものとしていく。 
 
2. TUS VISION 150  

現在、世界は急速にグローバル化し、産業やビジネスは国境を越えて展開されている。その一方、深刻
な環境破壊の広がりも指摘されており、その解決には地球規模での取り組みが必要とされている。この
ような時代にあって、本学では、創設時に掲げられた「理学の普及を以て国運発展の基礎とする」という
建学の精神を、さらに広く世界に展開するために、英語では”Building a better future with Science”と表現
している。技術革新の原動力となりうる人材の育成、高度な教育研究及びその成果の創出を通して「科学技
術を以てより良い未来を拓く」、その使命感を持ち、地球規模の課題に取り組み、科学技術の発展に寄与
し、国際社会に貢献する大学であり続けることが、21 名の創設者たちの熱き想いを引き継ぎ、本学の存
在意義を高めることにつながると確信している。 
 本学は、2031 年に創立 150 周年を迎えるが、その時点での本学のあるべき姿を示したものが、以下に
示す「TUS VISION 150」（2017 年度制定）である。ここでは、「日本の発展を支えてきた理科大」から「世
界の未来を拓く TUS」へ発展することを宣言している。 

TUS VISON 150 ～2031年(創立 150 周年)の理科大の姿～ 

 日本の先進技術を駆使しイノベーション創出に貢献する多くの人材を育成 
 科学技術、経営、教育の分野で世界レベルのリーダーとして活躍できる人材を供給 
 人類への貢献をめざし、高い実践力と忍耐力を持ってたゆみなく課題の解決に挑む人材を育む環境 
 基礎研究から応用研究まで幅広い分野に亘って世界をリードする研究拠点 
 学際的コミュニティの中で多様性をもった自由闊達な議論を求め、世界各国から人材が集う拠点 
 世界のいたる所で社会に貢献する理窓会メンバーである校友の強固なネットワークの中核 

 
本学が「世界の未来を拓くTUS」へ発展するために、持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable 

Development Goals）に代表される世界的な課題に果敢に取り組み、その研究の中でイノベーション創出
の意欲と能力を兼ね備えた人材、世界で活躍できる人材を育成する教育研究の場を実現していく。その
ための不断の取り組みにより、10年後には本学が強みとする科学技術分野において世界に冠たる研究拠
点として認知されるとともに、研究を通じて世界の持続的な発展に貢献することを目指す。この取り組
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みを通じて、世界中から広く学生や研究者が集い、また世界のいずれでも活躍できる能力を習得し得る
大学を実現する。同時に、学生、教職員、同窓生等すべての大学関係者が、より一層の「愛校心」と「誇
り」を抱くことができるような施策、社会からの大きな期待に常に応えることができるような施策を、強
力に進めて行く。 

 
3. 中期計画 2021(2019～2021 年度)とその振り返り 

 「TUS VISION 150」の実現に向けたマイルストーンとして、2019年度から 2021 年度の間に実行すべ
き施策を「中期計画 2021」としてまとめたが、そこでは教学系と法人系に分けて計画を策定し、その実
現に向けて協力しながら施策を実行してきた。その主な取り組みと成果を振り返った上で、引き続き取
り組むべき課題を表 1のとおりまとめた。「中期計画 2021」については、概ねその目標を達成できたもの
と考えているが、今後も継続して取り組むべき課題、新型コロナウイルス感染症の世界的蔓延等により、
計画を策定した時にはまったく想定していなかった新たな課題も発生している。 
 

表 1 中期計画 2021での主な取り組みと成果・今後に向けた課題 

教学系 

ｶﾃｺﾞﾘｰ 取り組み 主な成果 課題 

教育 

グローバル人材育成
のための教育プログ
ラムの開発・推進 

「TUS くさび形教養教育カリキュラム」
と「CEFR に基づく英語能力達成度測定」
を導入した。 

新実力主義を体現する教育
の一層の発展（SDGs 関連科
目の開講等） 

特色ある理工系教育
プログラムの実施 

「データサイエンス教育プログラム」を全
学的に整備した。また、コロナ禍への対応
を含め教育 DX を推進した。 

DX に対応した新しい教育ス
タイルの確立 
データサイエンス教育のさ
らなる充実 

教育の質保証に向け
た方策の充実 

学長及び大学質保証推進委員会を中心と
する内部質保証の推進を担う全学的な組
織を整備した。機関別認証評価を受審し、
内部質保証体制が特記すべき優れた事項
の「長所」との評価を得た。 

教育の質の継続的な改善 

教育の質向上のため
の教育課程の整備 

科目ナンバリングを全学導入し、教育課程
の体系性の理解促進と国際通用性を高め
た。 

教育課程の継続的な見直し
と改善 

研究 

研究における世界的
プレゼンスの向上 

特徴的研究を発掘・育成するため、宇宙・
水等の特定のテーマを重点的に支援した。
海外への積極的なプレス発信を実施した。 

社会課題に対応した研究の
拠点化 
外部機関との連携強化 
国内外へのさらなる情報発
信の強化 

外部資金獲得の増加 申請書のアドバイス制度等を充実させ、約
40 億円の外部資金を獲得した。また、社会
連携講座制度を創設した。 

社会連携・社会貢献のさらな
る推進と活性化 

世界に通用する多様
な研究人材の育成・獲
得 

「特別研究期間制度」を試行的に導入し
た。また、若手研究者研修制度を整備した。 

研究時間確保のための業務
の効率化や見直し、特別研究
期間制度の拡大等の研究環
境の整備 
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研究環境・支援体制の
整備 

共同利用研究機器の戦略的運営や研究戦
略・産学連携センターの機能強化に向けた
検討を行った。 

継続的な検討の実施 

学生 
支援 

学生支援体制の充実 学生カルテシステムの充実を図った。各種
相談のオンライン化を進めた。 

学生個々のニーズに対応し
た支援体制の構築 

多様な学生への支援
策の充実 

バリアフリー化を進めた。留学生に対する
入国支援や新型コロナウイルス対策とし
て奨学金制度を整備した。 

キャンパスライフの質的向
上に向けた支援 
課外活動の充実を通した人
材育成の支援 

国際化
推進 

学生の国際化 留学生増員に向け、広報活動等を充実させ
た。 

学生の国際競争力を高める
ための学修プログラムの確
立 

教員の国際化 在外研究員制度を改善し、より利用し易い
ものとした。 

さらなる在外研究派遣人数
増加に向けた支援 

教育研究環境の国際
化 

オンラインでインターナショナルラウン
ジを利用できるよう整備した。 

海外教育研究機関との交流
のさらなる推進 

法人系 

ｶﾃｺﾞﾘｰ 取り組み 主な成果 課題 

 高い専門性と倫理観、
優れた人間性を育む
教育の推進 

大学の「教育」への取り組みに対して、「特
別教育研究費」を配分する支援を行った。 

人間性を育む観点での「課外
活動」への支援 

総合研究院・研究セン
ターの機能強化によ
る理科大ならではの
研究拠点形成 

理科大ならではの研究の推進と活性化を
目的として、大学と協働して、総合研究院
における各部門の支援を行った。 

神楽坂、葛飾キャンパスにお
ける研究拠点形成のスペー
ス確保 
 

新産業創生のための
本学発ベンチャー支
援の推進 

起業希望の学生に対して、TEICの活動を
中心に各種支援を行った。 

起業意欲醸成のための取り
組みの拡充 

次世代を見据えた教
育カリキュラム編成
と教育研究環境の充
実 

これからの時代に即した学部・学科再編
計画を推進した。また、野田の新7号館及
び新実験棟の竣工、各地区の通信ネット
ワークや映像・音響機器の強化等、施設・
設備の充実を実現した。 

教育研究環境のさらなる充
実を目的とした各キャンパ
スの再構築、スマートキャン
パスの実現 

本学が目指すグロー
バル化の推進とグ
ローバルマインドの
涵養 

外国人留学生数の拡大、日本人学生の留
学プログラムの拡充を実現した。 

世界で活躍する人材支援、大
学の認知度向上のための施
策の実施 

本学の教育研究理念
に共鳴する質の高い
学生の確保 

本学への入学意欲の高い指定校・公募制
推薦入学者を安定して確保した。また、優
秀な学生の進学を促すことを目的に奨学
金給付対象者の拡充、2種類の冠奨学金を
創設した。 

高大連携の強化による勉学
に強い意欲を持つ優秀な学
生の継続的な確保 

リカレント教育の充
実による社会人再教

建築学科夜間主社会人コースの設置に加
え、オープンカレッジ、理学部第二部長期

社会貢献・社会連携につなが
るリカレント教育のさらな
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育の場の提供 修学制度、薬学研究科社会人学生コース
の充実を実現した。 

る充実 

財務基盤の継続的強
化による教育研究環
境のさらなる充実 

収益構造の見直しに取り組み、運用に資
する特定資産の積み増しと施設設備の充
実に資する財務基盤の強化を実現した。 

収益力強化に資する収入の
多様化と財務基盤の安定強
化 

 

4. 現在の社会情勢と大学が向き合う課題の整理 

現在の世界情勢に目を向けると、地球環境保護の観点から、SDGs やカーボンニュートラル達成のため
のソリューションが求められている。また、情報化社会の加速的な進展に伴い、データサイエンスやその
応用が積極的に進められており、当該分野の教育及び人材育成への要望も一層高まっている。国内では、
我が国の経済力に陰りが見えて久しく、研究・技術力の低下も顕在化している。また、少子高齢化の急速
な進展に伴う様々な社会問題も深刻になり、あらゆる分野でのイノベーション創出が強く求められてい
る。一方で、科学技術の基本構造として、真理の探究やディシプリンの深化に加えて、新しい価値の創造
への要望が高まる中で、社会の発展に寄与することが大学にも強く求められている。さらに、科学技術の
進歩や研究分野の展開の速度は日に日に増しており、現在の科学技術を支えることとともに、次の科学
技術を創造することへの期待が高まっている。また、社会の変化に伴い社会が求める人材も大きく変化
し、理工系人材の活躍の場も従来の技術系企業にとどまらず、非技術系企業を含めた幅広い分野での活
躍が期待されている。これらを踏まえて人材育成とイノベーションを担う最高学府である大学における
教育研究の在り方を考える時、上記の課題は、本学のみならず多くの大学が共通して向き合う課題であ
る。しかし、問題解決に向けた取り組みはそれぞれの大学で異なるはずであり、そこに本学の「建学の精
神」と理工系総合大学である本学ならではの「強み」を活かすべきと考える。 
では、本学の教育研究の「強み」とは何か。その対にある「弱み」も含めてあらためて考えるにあたり、

創設者たちの想いにも触れながら確認したい。 
 

5. 本学の歴史と教育研究の特色の分析 

本学は、1881 年、東京大学物理学科の卒業生を中心とした 21 名の青年たちによって、「東京物理学講
習所」として創設された。創設者たちは、国や藩からの手厚い支援により最先端の教育を受けたことに
並々ならぬ恩義を感じており、国家の近代化を進めるために理学は必要な学問であると信じ、自らの報
恩の証を「理学の普及」という形で残すため行動を起こしたのである。 
 以来、「理学の普及を以て国運発展の基礎とする」を建学の精神とし、東京物理学校を経て、我が国随
一の理工系総合大学へと発展してきた。その間、戦前の師範学校や中等学校、戦後の中学・高校に数多く
の優れた理数系教員を輩出し、我が国の教育に大きな貢献を果たした。また、高度経済成長期以降は、数
多くの優秀な技術者や研究者を輩出し、「技術立国日本」の発展にも貢献している。 
本学の教育方針は「実力主義」であり、この伝統に根差した確かな教育により、「学生を鍛える大学」

として定評を得ている。「実力主義」については、「真に実力を身に付けた学生を卒業させる」という考え
のもとで学年進級にあたり厳しい関門制度を敷いているが、単に進級が難しく卒業に要する年数が長い
大学と捉えられかねない面もあったため、2020 年度に「未来を拓く実力」として次のように再定義する
とともに、2021 年度には英語表記についても、”Achieving Excellence”という表現を制定し、本学の目指
している教育に関する考え方を今の時代に即して明確に発信できる形とした。 
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「未来を拓く実力」とは ～新実力主義～ 

1. 幅広い教養、正しい倫理観を備え、人々や社会が求めることに対して使命感を持って応え、世界の

発展・持続に率先して貢献する高い志とノブレスオブリージュの精神 
2. 高い専門性とともに、その構築で培った論理的思考力とエビデンスにもとづく科学的思考力 

3. グローバルで高度に専門化した社会において、多様な人々と積極的に交わり、専門分野の壁を越え
て共創できる力 

4. 自然や変化する社会の中から新たな問題を感知し、独自の視点で物事を捉え、柔軟な思考によって
新しい学問領域やイノベーションを創出する力 

研究面に関し、「自然・人間・社会とこれらの調和的発展のための科学と技術の創造 ～Innovation in 

Science and Technology for Sustainable Development～」を教育研究理念に掲げる本学では、他大学と比べ
充実した教育研究費を配分することで教員の自由な発想に基づく多様な研究活動を支援しており、その
結果として「研究力の高い私学」としての定評を得ている。その一方で、国内での理工系総合大学として
の知名度は高いものの、人文社会系学部や医学部を有する大規模総合大学と比較すると、ブランド力を
さらに向上させる必要がある。また、留学生比率や外国籍教員数などの指標からも、国際性の観点での評
価は高いとは言えず、その改善が急がれる。図 1は、2019 年 5 月に「東京理科大学アドバイザリー委員
会」1において本学で今後検討すべき課題として外部有識者に指摘されたものである。これらはいずれも
的を射たものであり、一部、例えば「重点研究分野の強化」や「データサイエンス教育・研究」等につい
ては改善に向けた取り組みを進めているが、最重要項目として中央に位置付けられている「理科大らし
い特徴の構築・発信」と「シンボリックな施策」については、取り組みが十分には進められていない。 

 
図 1 外部有識者から指摘された本学で今後検討すべき課題 (2019年 5月) 

                                                      
1 本学の大学運営に対し、多角的な視点から外部有識者に助言いただき、本学の強み・弱みを再認識し、今後の施策に活かすため、

2018 年 10 月に学長の下に設置。 
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6. 本学発展の基本戦略 

これらを踏まえた上で、本学のさらなる発展に向けた次期の中期計画（2022～2026年度）を策定する
にあたっては、単に課題に対応するだけでなく、時代の変化や大学に対する社会の要請にも目を向け、こ
れまで述べた本学の伝統や強みを活かす取り組みとすべきである。そして最も重要なのは、ビジョンを
明確にするとともに、それを理事会及び教職員で共有し、組織一丸となって取り組むことである。図 2は、
「TUS VISION 150」のマイルストーンである「中期計画 2026」の位置付けと主要な取り組みを図式化し
たものである。これまでに述べた内容を踏まえ、「実力主義」を継承・発展させ教育改革を行うことで、
「社会を牽引するグローバル人材」を育成し、強みである「研究力」をさらに強化するための環境整備に
取り組むことで、「人類・地球に資するモノやコト」を創出し、「世界の未来を拓く TUS」として貢献し
ていく。また、理科大らしい特徴を構築・発信し、このような取り組みを行っている大学としての認知を
高めることで、存在価値を揺るぎないものとし、学生や同窓生、教職員をはじめ、すべての本学の関係者
の誇りにつなげていきたい。その実現に向けた種々の取り組みについて、次章に述べる。 

 

 
図 2 「TUS VISION 150」の実現に向けた「中期計画 2026」の位置付けと主要な取り組み 

 

7. 中期計画 2026 の具体的な内容 

 「TUS VISION 150」の実現や新たに発生した様々な課題解決に向けた次期中期計画(中期計画 2026)に
ついて、表 2にその概要を示す。表 2は①教育、②研究、③国際化、④学生支援、⑤社会貢献・連携、⑥
法人運営、⑦キャンパス整備、⑧学生確保の 8 つのカテゴリーに分けて、今後 5 年間に全学で重点的か
つ優先的に取り組むべき項目を示している。それぞれの内容について以下に概説する。 
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表 2 中期計画 2026の概要 

番

号 
カテゴリー 課題 

① 教育 
1. 世界の未来を拓く人材育成のための「新実力主義」教育プログラムの確立 
2. 学びの質的転換を達成するための教育 DX の推進 
3. 社会を牽引する TUSデータサイエンス人材の育成 

② 研究 
1. 共創によるイノベーション創出を促進するための外部機関との連携強化 
2. 特徴ある研究分野の世界的拠点化 
3. 研究力向上のための研究環境・支援体制のさらなる充実と人材育成 

③ 国際化 
1. 教員のグローバル化を促進するための在外研究員制度の拡充 
2. 学生の国際競争力を高めるプログラム整備 

④ 学生支援 
1. 多様な学生への個別最適化した支援体制の確立 
2. 課外活動を通したリーダーシップと挑戦力の育成 
3. 大学院学生への支援の拡充 

⑤ 社会貢献・連携 
1. キャンパスと地域との連携強化 
2. リカレント教育支援と同窓との連携強化   

⑥ 法人運営 

1. 財政基盤の強化 
2. 経営・組織力の強化 
3. 教職員のダイバーシティを拡充するための就労環境の改善 
4. 危機管理体制の強化及びリスク管理意識の向上 

⑦ キャンパス整備 
1. スマートキャンパスの実現 
2. キャンパス再構築及びエコキャンパス化の推進 

⑧ 学生確保 
1. 学部入試制度の改革 
2. 高大連携の推進 

 
① 教育 

新型コロナウイルス感染症禍でオンライン化とデジタルシフトの波が急激に世界を変えはじめたこと
で、社会はさらに複雑化している。また、地球環境の悪化や資源の枯渇、一定の周期で繰り返されるパン
デミックなどについては長期的・継続的な対応が求められている。このような困難な時代に社会を牽引
しさまざまな問題の解決に果敢に挑戦する人材を育成するため、以下の 3つの項目に重点的に取り組む。 

①-1 世界の未来を拓く人材育成のための「新実力主義」教育プログラムの確立 

 実力主義の再定義で掲げた資質・能力を育むため、学部から大学院にかけて効果的に編成された
専門教育や教養教育カリキュラムの確立に加え、科学に根差したグローバル・コモンズ保全に関す
る教育を実施する。また、創設者たちの想いや矜持を伝える自校教育を充実させ、社会貢献に対する
意識を高めるとともに、イノベーション力や共創力を高める領域横断型教育、デザインシンキング、
システムシンキング等を涵養するための教育プログラムも整備する。 

（資料集）15
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①-2 学びの質的転換を達成するための教育 DXの推進 

 デジタルシフトが急速に進む中、2022 年度からスタートする教育 DX を担う全学組織「教育 DX
推進センター」（TUS-CTLT）が中心となり、教育の在り方の検討と新しい教育方法の開発を進める。
さらにこれらと並行して、AI を活用した個別最適化による自律学修システム、最先端デジタル技術
を活用した効果的学修・教授法、学修到達度測定WEB テストを整備する。 

①-3 社会を牽引する TUSデータサイエンス人材の育成 

データサイエンス教育は広く行われているが、本学では、既存理論・方法を活用する人材だけでな
く、データサイエンスの新たな応用展開を牽引できる TUS データサイエンス人材の育成も行う。具
体的には、国が進める「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度」(MDASH)に関し、
リテラシーレベル、応用基礎レベルに対応した教育プログラムを整備するとともに、データサイエ
ンスセンター(CDS)が中核となり、データサイエンスの新たな応用展開を牽引する人材育成のため
のプログラムを整備する。 

 
② 研究 

「自然・人間・社会の調和的発展のための科学と技術の創造」を教育研究理念に掲げる本学にとって、
世界の持続的発展に資する研究を推進することは重要な責務である。そこで、以下の 3 つの項目に重点
的に取り組み、研究力向上に向けて研究環境をさらに充実させるとともに、他機関とも協力し社会課題
に対応した先進的研究を推進できる体制を構築する。 

②-1 共創によるイノベーション創出を促進するための外部機関との連携強化 

 これまでも良好な協力関係を築いてきた理化学研究所、産業技術総合研究所、物質・材料研究機
構、国立がん研究センター等の研究機関との人材交流や共同研究をより円滑に進めるとともに、人
材育成も含めた産業界との連携を強化するため、クロスアポイントメント制度の構築や兼職基準の
見直しを行う。併せて、機関共創による大型研究プロジェクトの獲得にも取り組み、組織間の教育研
究を一元的に企画・支援する体制を構築する。また、海外の大学や研究機関との交流を促進するた
め、オンラインを活用した招へい教員制度を整える。 

②-2 特徴ある研究分野の世界的拠点化 

本学で行われている特徴ある研究分野を組織化し、他にはない独自の研究センター等とすること
で、世界から研究者が集う研究拠点を目指す。具体的な候補として、「宇宙進出のための先端技術」
を中核とするスペースシステム創造研究センター、「水の科学」に取り組むウォーターフロンティア
研究センター、「カーボンニュートラル」の実現に貢献するエネルギー・環境に関する研究拠点、次
世代の医薬品として期待されている「核酸医薬」に関する研究拠点等を想定するとともに、新たな研
究分野の開拓に挑戦していく。 

②-3 研究力向上のための研究環境・支援体制のさらなる充実と人材育成 

 教員にとって、優れた研究を推進するのに最も必要なものは、研究時間の確保である。そこで、「研
究時間の創出」のため、学部学科等の運営業務の効率化の推進や授業科目数・時間の見直し等を行う
ことで、研究に専念できる時間を増加させる。また、現在試行的に運用している「特別研究期間制度」

（資料集）16



 

 10 

 

を確立し、大きな発展の見込まれる教員について、授業時間や管理運営業務の負担を一定期間削減
し研究に専念できるようにする。また、研究戦略・産学連携センターをはじめとする研究支援体制の
機能強化を図る。さらに、優秀な研究者や博士人材の育成支援を行うことで研究大学としてのプレ
ゼンスの向上を目指す。 

 
③ 国際化 
新実力主義で掲げた、「グローバルな社会において多様な人々と交わり共創できる力」を高めるために、

以下の 2つの項目に重点的に取り組む。 

③-1 教員のグローバル化を促進するための在外研究員制度の拡充 

教員にとって、在外研究は単に研究を推進するだけでなく、海外研究者との親交を深め、世界の研
究をリードする研究者の人的ネットワークにアクセスする意味でも非常に重要である。懸案であっ
た派遣期間中の卒業研究や大学院生の指導について、リモートでの指導が可能となってきたことも
あり、若手教員の派遣数の増加に向けて、現在の在外研究員制度を拡充する。 

③-2 学生の国際競争力を高めるプログラム整備 

英語での成果発表の場は、学生にとって自らの国際競争力を高める非常に良い機会となる。修士
課程や博士後期課程の学生に対しては、現在も国際会議発表に伴う経費支援を実施しているが、学
部生も含めて英語でプレゼンテーションする機会を創出し、その能力開発を進める。そのために、海
外大学との連携協定やオンライン学修プログラム等を活用し、英語プレゼンテーション指導のプロ
グラム等を整備する。 

 
④ 学生支援 
多様な学生を受け入れ、全学生のキャンパスライフの質的向上を目指すとともに、次世代を担う指導者

的人材を育成するため、以下の 3つの項目に重点的に取り組む。 

④-1 多様な学生への個別最適化した支援体制の確立 

個々の学生の状況を常に把握し、適切な指導やアドバイスができるようにするため、現在運用し
ている学生カルテシステムを学修ポートフォリオシステムと連携し、分散する学生情報の一元管理
を行う。加えて、保健管理センターの機能を充実させるとともに、大学院生を含むメンタルヘルスの
問題に対応する精神科医やカウンセラー等を適切に配置し、個別最適化した支援体制を確立する。
また、基礎教育のサポートを行う学習相談室とは別に、学習を含む生活全般について学生同士が支
え合い、有意義に学生生活を送れるよう、学生相互のピア・サポート活動を推進する。 

④-2 課外活動を通したリーダーシップと挑戦力の育成 

学生にとって、課外活動に参加し様々な経験を積むことは、コミュニケーション能力、企画力や実
践力等を高めるのに効果的である。また、科学技術の普及に関わる課外活動は、本学の建学の精神に
も通ずるもので、本学ならではの社会貢献ともなる。そこで、多様な学生が課外活動に参加する機会
を増やすため、地域交流、社会貢献に関する活動や理科大ならではの課外活動等への参加の場を創
出することで、学生の人間的成長や創造力・挑戦力の醸成を促進する体制を構築する。 
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④-3 大学院学生への支援の拡充 

本学が社会から評価されている「研究の理科大」を発展させ、その存在を「世界の未来を拓く TUS」
としてグローバルに展開していくためには、多くの優秀な大学院生が研究を通じて高度かつ専門性
の高い教育を、充実した環境の中で受けることが重要となる。本学で学部教育を受けた優秀な学生の
大学院への進学者数をさらに増加させるとともに、世界から理科大大学院での教育研究を希望する
留学生数の増加も図る。そのために、給付型奨学金の創設・拡充などの経済的支援をさらに充実さ
せ、広報を強化するとともに、博士の早期修了コースの可能性について検討する。また、スキルアッ
プ・キャリア形成・就職への支援も強化していく。 

 
⑤ 社会貢献・連携 

本学の建学の精神に表している通り、科学に基づいた教育研究を通じて、社会をより良くしていくこと
が本学の使命である。世界と地域の両面から社会の課題を考え、その解決に貢献するためには、本学の教
育研究力を活かした活動や防災・減災活動を通して、地域や国際社会と強固なネットワークを構築する
ことが重要となる。そのために必要な学生・教職員と卒業生との連携活動も継続して強化していく。地域
連携と教育を通した社会貢献については、以下の 2 つの項目に重点的に取り組む。 

⑤-1 キャンパスと地域との連携強化 

本学の教育研究力を活かし、各キャンパスの周辺地域の発展に資する連携活動を推進していく。本
学の建学の精神に通じる地域の子どもたちへの科学啓発、本学の研究力に基づいた地域企業への支
援を積極的に行うとともに、それに協力する教職員が活動しやすい環境を整える。また、キャンパス
と地域・行政が連携した防災、減災活動等へも取り組み、これらの地域との連携活動を通じて、各
キャンパスが地域社会の軸となり、その持続的発展に貢献することを目指す。 

⑤-2 リカレント教育支援と同窓との連携強化 

科学技術の革新の原動力となり、また経営や教育の分野で国際社会に貢献できる人材を育成する
ため、「再び学ぶ」、「働きながら学ぶ」、「生涯学ぶ」を実現できる場として、オープンカレッジの充
実と国際化への対応をさらに進めるとともに、国内外の社会人を対象とした学び直しプログラムを
提供する。また、卒業生や学生・教職員が相互及び地域・国際社会に向けて積極的に情報発信・交換
する場をキャンパスやオンライン上に構築する。これらを通じて本学の多くの関係者が地域・国際社
会に貢献することで本学に対する社会からの信頼を高め、併せて学生や卒業生の誇り及び愛校心を
醸成する一助とする。 

 
⑥ 法人運営 

本学の建学の精神を受け継ぎ、教育研究理念を実践していくためには、大学の永続的な発展を担う財政
基盤を盤石なものとしていくとともに、経営力及び組織の強化を実現する必要がある。また教職員が安
心して活動できる環境を構築することは、本学に誇りを持ち、愛校心をさらに深めるために重要となる。
そのために以下の 4 つの項目に重点的に取り組む。 

⑥-1 財政基盤の強化 

東京 23 区内の定員抑制により学納金収入の増加が見込み難いこと、また、私立大学等経常費補助
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金も漸減傾向にあることから、財務体質を改善・強化し、適切な財務運営を行う。加えて、将来事業
（キャンパスの再構築、大型研究機器・備品の購入等）や奨学金の原資となる安定的な収入源を確保
していく必要がある。そのために特定資産を計画的に積み増して運用益を安全に拡大すること、収
益事業としてベンチャー企業等向けのインキュベーションルーム（レンタルラボ）の拡充を進める
ことなどの多様な取り組みにより財政基盤をさらに強化することで、法人及び大学の永続的な発展
を実現する。 

⑥-2 経営・組織力の強化 

様々な社会変動が起きる状況の中では、それらに適切かつ臨機応変に対応することが求められる。
そのため、経営に携わる理事の職務を担える人材を継続的に育成する仕組みを確立する。また、経営
を支える事務組織における DX の推進による効率と生産性の向上、事務職員の専門性・企画力・管
理能力及び国際対応力強化のための研修制度の拡充、人事制度の見直しと適切な新制度の導入を行
う。 

⑥-3 教職員のダイバーシティを拡充するための就労環境の改善 

多様な人材からなる教職員が安心かつ継続して職務に専念できるように、出産、育児、介護、療養
等に際して利用可能な支援制度を含む就労環境の整備と研修制度の拡充を行う。また、男女共同参
画を推進する視点から、優秀な人材がジェンダーによる区別なく教職員として活躍できるロールモ
デルを基にした採用方針や人事制度を構築し、ワークライフバランスの調和と組織活性化を図る。 

⑥-4 危機管理体制の強化及びリスク管理意識の向上 

     大規模災害が発生した際には、学生及び教職員等の命を守ることはもちろんのこと、教育研究の継
続性を担保しつつ、地域社会にも貢献できる適切な措置を講じる責務がある。そのために、危機管理
体制の強化を図り、学生・教職員用防災マニュアルの更新、大規模災害を想定した備品等の整備に取
り組む。また、リスク管理のための研修・訓練を実施し、教職員のリスク管理意識の向上、臨機応変
に対応できる能力の修得を図る。 

 

⑦ キャンパス整備 

本学の学生、教職員が誇りと愛校心を育みながら高度な教育及び研究に専心でき、また、世界中の国々
から多様な人材が集って学際的な議論ができる理科大に相応しいキャンパスの整備は、本学のさらなる
発展に不可欠である。「世界の未来を拓くTUS」として常に最先端の科学技術を学び、研究し、触れるこ
とができるようキャンパスのさらなる充実に向けて、以下の２つの項目に重点的に取り組む。 

⑦-1 スマートキャンパスの実現 

教育研究の多様化と高度化が求められている現在では、教育研究及び管理業務のDXの推進は必須
であり、そのためのIT環境の整備を引き続き推進する。特にキャンパス間の垣根を越えた教育研究
及び学生・教職員の交流や課外活動が可能なリアルな場及び仮想環境を整備し、それを国際的な交流
にも展開することで「世界の未来を拓くTUS」に発展させていく。さらに、各キャンパスにおける利
便性向上のため、キャッシュレス決済の導入などのIT化も推進する。 
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⑦-2 キャンパス再構築及びエコキャンパス化の推進 

各キャンパスの機能と役割の再評価を行いキャンパスの再構築を推進する。神楽坂キャンパスは
最先端技術を導入し持続的利用が可能な都市型キャンパスを目指し、リビルディングが容易な計画
の立案を進める。葛飾キャンパスは新棟の建設及び講義棟のリニューアルを進める。野田キャンパス
では薬学部の移転を念頭に、世界的な研究拠点となる場を再構築する。さらに北海道・長万部キャン
パスを加えた全てのキャンパスにおいて、教育研究分野・地域性を最大限活用できる充実した教育研
究環境を提供するとともに、学生と教職員が心地よく交流しキャンパスライフを満喫でき、人生の記
憶に残る魅力的な場の整備を進める。その際、各キャンパスの状況を的確に把握し、環境負荷を低減
するエコキャンパス化を促進するとともに、カーボンニュートラルを目指した施設・設備の改修や創
エネルギー・再生可能エネルギーの利用などの検討を開始する。 

 
⑧ 学生確保 

本学の建学の精神ならびに教育研究理念に共鳴し、本学で学びたいという強い意欲を持った志願者を
増やしていくために、広報活動をさらに充実させるとともに、社会の要請に応え得る入試制度を導入す
る。それらを通して、本学の特長である高度かつ専門的な研究を通じて教育を受けることを強く望む優
秀な入学者を増加させ、「世界の未来を拓く TUS」を担う学生を育成していく。その実現に向け、以下の
2 つの項目について重点的に取り組む。 

⑧-1 学部入試制度の改革 

本学で学びたいと強く考える留学生を含む志願者に対して適切な選抜を実施することは、学習意
欲が高く多様・多彩な能力を有する優秀な学生を教育していく上で極めて重要である。そのために従
来の入試制度の検証及び入学者の分析等を通じて一般入試・推薦入試の区分及び選抜内容の見直し
を行い、本学の幅広い教育研究分野に対して適切に志願できる入試制度として改革していく。さら
に、専門分野への意識が高く高度な専門教育を望む志願者に向けて新たな選抜制度の実施を検討す
る。 

⑧-2 高大連携の推進 
建学の精神と教育研究理念を正しくかつ深く理解した入学意欲の高い志願者を増加させるため、

積極的に高大連携を推進する。そのため、理数教育を重視している高校の教育の高度化や高校生への
将来イメージの醸成を促すための取り組みに対して積極的に支援するとともに、それに協力する教
職員が活動しやすい環境を整える。その過程で本学の建学の精神と教育研究理念に強く共感及び共
鳴する高校に対しては、学校推薦制度の拡充など重点的な連携を推進していく。 

 
8. 本学で継続的に取り組む重要課題 

 最後に、「中期計画 2026」のカテゴリー別の課題としては組み入れないが、中期計画の 5 年間の中で継
続的に取り組むべき重要な課題を表 3にまとめる。本学が「世界の未来を拓く TUS」として広く社会か
ら認知され、かつ本学関係者が「愛校心」と「誇り」をさらに抱けるよう、継続的に取り組む重要課題に
「ブランディング強化」を加えた。その一環として、本中期計画中に 2031 年の本学創立 150 周年に向け
た記念事業を開始する。これらの課題については各年度の年次計画の中で目標、活動指標等を設定し、そ
の解決に向けて着実に取り組んでいく。 
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表 3 本学で継続的に取り組む重要課題 

カテゴリー 課題 

教育 

1. 教養教育・英語教育の充実 
2. キャリア形成のための教育の充実 
3. リカレント教育の充実 
4. 学修ポートフォリオシステムへの学年 GPA 分布の記載などの活用推進 
5. 新しい教育方法の導入検討と研修機会及び授業評価の充実 
6. 全学的なカリキュラムの点検・検証・見直し 

研究 

1. 理科大ならではの独創的・分野横断的研究の戦略的推進 
2. 研究支援制度の充実 
3. 研究の見える化と研究成果の世界への発信の強化 
4. 研究機器センターの戦略的運営 

国際化 
1. 大学院生の国際会議発表促進 
2. 若手研究者国際会議派遣の推進 
3. 外国人教員の増員ならびに研究室の国際化の推進 

学生支援 

1. キャリア支援策の充実 
2. 各種奨学金の充実 
3. 外国人留学生に対する生活・キャリア支援の充実 
4. 障がい者支援の充実 

ブランディング強化 
1. ブランド力強化のための教育研究組織及び支援体制の整備・改革 
2. ブランド発信力の強化 
3. 150 周年記念事業の開始 

社会貢献・社会連携 
1. 新たなベンチャーエコシステムの設置による起業家育成強化 
2. 産学公連携やベンチャー支援体制の強化 
3. 卒業生と学生・教職員との連携活動の強化 

法人運営 
1. 外部研究資金獲得の強化 
2. 募金活動推進による寄付金増加 

キャンパス整備 
1. 省エネ対策の強化・徹底 
2. 施設・設備の整備・改修 

学生確保 オープンキャンパスの充実や入試広報の拡充 

 

9. おわりに 

上記の計画のそれぞれの課題については、PDCA サイクルに基づき目標と活動指標を設け、各課題の
責任者のもとで半期に１度程度、課題達成に向けた取り組みの進捗状況の確認及び実施内容の検証を行
う。また、年度ごとの取り組み及び成果については学内外に公表していくこととする。なお、本学は、高
等教育機関として、社会に対する説明責任を果たすとともに、その教育の質を向上させる観点から、本計
画も含め、今後も積極的に教育研究活動等の情報を公開していく。 
「中期計画 2026」について、法人理事及び学長室、各機構、学部・研究科・教養教育研究院、事務総

局等に属する全ての教職員が共有し、一体となってその計画の目標達成に向けて不断の努力を着実に重
ねることで、「世界の未来を拓く TUS」の実現に繋げていく。 
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学修状況アンケート 設問内容 

 

１．アンケート①（対象者：全学生） 

【アンケートに関する説明】 

  このアンケートは、学生 1人 1人の学修や心身の不安等を早期に収集・把握し、必

要に応じた支援を行うことを目的としたものです。（年に 3 回程度、全在学生を対象

に実施いたします） 

このアンケートでは、学生個人の問題を把握し、必要に応じた支援を行うことを主

な目的としていることから、回答状況に応じて追加の調査等を行う場合があります。 

 

Q1.最近 2週間の体調はどうですか？ 

 １．良好 ２．普通 ３．やや不良 ４．不良 

 

Q2.最近 2週間のメンタル面の調子を天気で表すとどれですか？ 

 １．晴れ ２．晴れ時々曇り ３．曇り ４．曇り時々雨 ５．雨 

 

Q3.現在、以下のいずれかで不安や、困っていることがありますか。（複数選択可） 

 １．学修面 ２．体調面 ３．メンタル面 ４．進路 ５．人間関係 ６．その他 

 ７．特にない 

 

【Q3で「７．」以外を選択した場合のみ表示】 

Q4. その問題への対処方法 

 １．自分で解決できそう ２．友人や家族に相談している  

 ３．相談できる人がいたら相談したい 

 

【アンケート①回答後の分岐】 

※フィードバック内容は P.3「学修状況アンケート 学生へのフィードバック内容」を

参照 

 事例１：特段の不安や悩みがない場合（Q1～Q3 で黒字の選択肢を選択） 

⇒フィードバック①を行い、終了。 

事例２－１：不安等はあるが、相談は不要と判断した場合 

    （Q1～Q3で赤字選択肢を選択、かつ Q4で「3．」以外を選択） 

⇒フィードバック②により、相談窓口等を提示。アンケート終了。 

   （自発的な相談を促す） 

事例２－２：不安等があり、相談が必要と判断した場合（Q4で「3．」を選択） 

⇒フィードバック②により、相談窓口等を提示。（自発的な相談を促す） 

   3 週目以降、アンケート②へ。 
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２．アンケート②（対象者：一部学生） 

【アンケートに関する説明】 

  このアンケートは、先日実施した「学修状況アンケート①」において、「不安等が

あり、相談できる人がいたら相談したい」を選択した学生を対象に、追加で現状を伺

うアンケートです。 

  このアンケートでは、回答内容に応じ、個別の支援を行います。 

支援を行うにあたり、以下のうち必要な関係者と内容を共有いたしますが、共有の

範囲は必要最小限とするとともに、記載内容やプライバシーに関する秘密は、固く守

られますので、安心して回答してください。 

 ・教育 DX推進センター事務局（本アンケート実施者） 

 ・関係教員（所属学科の幹事、担任の教員等） 

 ・関係職員（よろず相談室カウンセラー、保健管理センター職員等） 

 

Q1.前回アンケートで回答のあった不安や困っていることについて、誰かに相談に行き 

 ましたか。 

 １．はい ２．いいえ 

 

Q2.不安や困っていることは解消しましたか。 

 １．全て解消した ２．一部解消したが解消していないものもある  

３．解消していない 

 

【Q2 で「2．」又は「3．」を選択した場合のみ表示】 

Q3.現在の不安や困っていることはどれに該当しますか。（複数選択可） 

 １．学修面 ２．体調面 ３．メンタル面 ４．進路 ５．人間関係 ６．その他 

 

Q4．〇〇（Q3で選択した不安等）について具体的な相談内容をお書きください。 

 （記載可能な範囲で問題ありません） 

 

【アンケート②回答後の分岐】 

事例２－２－１：アンケート②回答時には全て解消したと判断した場合 

（Q2で「1．」を選択） 

⇒フィードバック②の後、終了。 

事例２－２－２：学科等からの個別対応が必要な場合（Q2で「2．」又は「3．」を選択） 

⇒フィードバック③の後、学科等から個別対応。 

 

以 上 
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学修状況アンケート 学生へのフィードバック内容 

 

１．フィードバック①：事例 1（特段の不安や悩みがない）の場合 

 回答ありがとうございました。継続して学修を行ってください。 

 

２．フィードバック②：事例 2-1（不安等はあるが、相談不要と判断）の場合 

           事例 2-2（不安等があり、相談必要と判断）の場合 

           事例 2-2-1（アンケート②回答時には全て解消したと判断）の

場合 

 回答ありがとうございました。 

 本学では、以下のとおり各種事項に対する相談に応じています。 

 相談を要する事項がある場合、以下を参考に相談に行くようにしてください。 

 

【学修面で疑問や不安があるときは】 

 ・各授業に関する質問は、授業担当の教員にしましょう。 

  ※学習相談室（利用方法は CLASSのお知らせ参照）では、数学・物理・化学・生物

に関する質問について、皆さんに身近な立場の学生相談員（ES）に相談することが

できます。こちらも活用ください。 

 ・履修・進級に関する相談は各学科の教務幹事の教員にしましょう。 

  ※各学科の教務幹事が分からない場合は、教員や各学部事務課へお尋ねください。 

 ・各学部事務課では質問にお答えすることや、相談できる教員等を紹介することも可   

  能です。 

 

【心身に不調を感じたとき、人間関係に不安があるときは】 

  体調面に関する相談は保健管理センター、メンタル面や人間関係に関する相談は学

生相談室（よろず相談室）にしましょう。 

 

【進路に不安があるときは】 

  就職に関する相談は各学科の就職幹事の教員にしましょう。 

  キャリアセンター（就職課／学生・キャリア支援課）でも質問にお答えすることや、

進路相談等が可能です。 
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３．フィードバック③：事例 2-2-2の場合（学科からの個別対応が必要な場合） 

 回答ありがとうございました。 

 回答内容は教育 DX 推進センター事務局で確認し、必要最小限の関係者と内容を共有

した後、大学からご連絡いたします。（回答内容やプライバシーに関する秘密は、固く

守られます。） 

 今後の対応等について確認をした後、適切な支援を検討、実施します。 

 

 なお、本学では、以下のとおり各種事項に対する相談に応じていますので、至急を要

する相談事項等については、上記によらず以下を参考に相談に行くようにしてください。 

 

【学修面で疑問や不安があるときは】 

 ・各授業に関する質問は、授業担当の教員にしましょう。 

  ※学習相談室（利用方法は CLASSのお知らせ参照）では、数学・物理・化学・生物

に関する質問について、皆さんに身近な立場の学生相談員（ES）に相談すること

ができます。こちらも活用ください。 

 ・履修・進級に関する相談は各学科の教務幹事の教員にしましょう。 

  ※各学科の教務幹事が分からない場合は、教員や各学部事務課へお尋ねください。 

 ・各学部事務課では質問にお答えすることや、相談できる教員等を紹介することも可

能です。 

 

【心身に不調を感じたとき、人間関係に不安があるときは】 

  体調面に関する相談は保健管理センター、メンタル面や人間関係に関する相談は学

生相談室（よろず相談室）にしましょう。 

 

【進路に不安があるときは】 

  就職に関する相談は各学科の就職幹事の教員にしましょう。 

 キャリアセンター（就職課／学生・キャリア支援課）でも質問にお答えすることや

進路相談等が可能です。 
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2025 年度 新入生対象「学習実態調査」（WEB設問） 
 

・このアンケートは、本学に入学した学生の、入学時点での学習傾向・学習行動の把握を目的と
して実施するものです。 

・各設問において特に指定のない場合は、回答時点の考えや気持ちを答えてください。 
・アンケート結果は、本学における教育改善のための分析に活用します。回答は全て統計的に処
理され、個人が特定されることや、回答することによって不利益が生じることはありませんの
で、率直にお答えください。 

 

あなた（アンケート回答者）の学部・学科について、あてはまるものを選択してください。 

 

あなたの学籍番号を半角英数字で記入してください。 
 

 
設問 1．本学の志望順位について、あてはまるものを 1 つ選択してください。 
（01）第一志望 
（02）第二志望 
（03）第三志望以下 

 
設問 2．あなたにとって、大学で学ぶ目的（大学進学理由）は何ですか。あてはまるものを最大 3

つまで選択してください。 
（01）興味や関心のあることを深く追究する 
（02）様々なことを幅広く学ぶ（教養を身につける） 
（03）将来の就職に必要な資格や免許を取る 
（04）将来の就職に役立つ専門知識や技術を身につける 
（05）社会に出たときに役立つ知識や技術を身につける 
（06）様々な人と交流したり、いろいろな経験をしたりする 
（07）大学卒業の学歴を得る 
（08）家族や高校の先生の期待に応える 
（09）社会に出るまでの自由な時間を楽しむ 
（10）進路選択についてじっくり考える 
（11）まだ見つかっていない 
（12）その他（自由記述：50 字まで） 
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設問 3．本学の「建学の精神」や、学部・学科の「3 つの方針」を知っていますか。 
［参考］本学 HP https://www.tus.ac.jp/about/university/vision/  

項目＼選択肢 1_内容を理解
している 

2_ 存 在 は
知っている 

3_内容も存在
も知らない 

（01）本学の「建学の精神」    〇    〇    〇 

（02）自身の所属する学部・学科の「卒業認定・学

位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」 
〇 〇 〇 

（03）自身の所属する学部・学科の「教育課程編

成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）」 
〇 〇 〇 

（04）自身の所属する学部・学科の「入学者受入れ

の方針（アドミッション・ポリシー）」 
〇 〇 〇 

 
設問 4．所属する学部・学科の学問分野と、あなたの興味関心は一致していますか。あてはまる

ものを１つ選択してください。 
（01）一致している 
（02）完全に一致はしていないが、興味関心に近い 
（03）一致していない 
（04）まだ自分の興味関心がわからない 
（05）所属する学部・学科の学問内容がよくわからない 
（06）その他（自由記述：50 字まで） 

 
設問 5．大学時代にどの程度の英語力を身につけたいと考えていますか。最もあてはまるものを

１つ選択してください。 
（01）英語圏の大学等への留学や、英語を使って仕事をする際に支障がないレベル（多岐にわた

る話題を理解し、複雑な内容を明瞭かつ詳細にプレゼンテーション等で表現することができる） 
（02）英語圏に長期滞在するのに支障がないレベル（身近な社会問題等のニュースを理解し、自分

の考えや意見を簡単に説明できる） 
（03）身の回りの話題に関してやり取りができ、短期の語学留学等で楽しめるレベル（日常生

活の身近なことがらについて、支障なくやり取りができる） 
（04）日常の簡単な質問に答えられるレベル（日常生活のごく簡単な表現を聞き取ることができ、

基本的な語句で自分の考え等を伝えられる） 
（05）英語を積極的に身につけようとは考えていない 
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設問 6．これから始まる学生生活で、力を入れようと考えていることは何ですか。あてはまるも
のを最大 3 つまで選択してください。 

（01）所属する学部・学科の学問分野に関する学修 
（02）外国語能力を高めるための学修 
（03）専門分野や語学に関わらず教養を身につけるための学修 
（04）データサイエンスやプログラミングに関する学修 
（05）就職に必要な資格や免許を取るための学修／公務員試験に合格するための学修 
（06）就職を見据えた、企業・学校・官公庁などが実施するインターンシップ 
（07）大学院に進学するために必要な学修や情報収集 
（08）クラブ・サークル活動 
（09）ボランティア活動など社会貢献 
（10）友人、先輩、後輩、先生などとの関わり合い（人脈づくり） 
（11）海外留学 
（12）アルバイトなど、お金を貯めるための活動 
（13）大学卒業の学歴を得るために最低限必要な学修 
（14）特別に重点を置かず、ほどほどに組み合わせる 
（15）まだ見つかっていないため、これから考える 
（16）その他（自由記述：50 字まで） 

 
設問 7．次の項目について、あなたの今の気持ちに最もあてはまる選択肢を、項目ごとに 1 つず

つ選択してください。 

項目＼選択肢 1_非常に 
あてはまる 

2_やや 
あてはまる 

3_あまり 
あてはまらない 

4_全く 
あてはまらない 

（01）友人ができるか不安である  〇  〇 〇 〇 

（02）授業についていけるか不安で
ある 

 〇  〇 〇 〇 

（03）経済的な不安がある  〇  〇 〇 〇 

（04）他の学部・学科に編入したい  〇  〇 〇 〇 

（05）他大学の再受験や、退学を 
検討している 

 〇  〇 〇 〇 
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設問 8．2024 年 11 月に、学校・塾・予備校の授業以外で、1 日あたり平均で何時間くらい自主学
習をしていましたか。平日・休日ごとにあてはまるものを 1 つ選択してください。（平
日・休日別に平均時間を答えてください） 

項目＼選択肢 1_平日 2_休日 
（01）0 分以上、1 時間未満  〇  〇 
（02）1 時間以上、2 時間未満  〇  〇 
（03）2 時間以上、3 時間未満  〇  〇 
（04）3 時間以上、4 時間未満  〇  〇 
（05）4 時間以上、5 時間未満  〇  〇 
（06）5 時間以上、6 時間未満  〇  〇 
（07）6 時間以上、7 時間未満  〇  〇 
（08）7 時間以上、8 時間未満  〇  〇 
（09）8 時間以上、9 時間未満  〇  〇 
（10）9 時間以上、10 時間未満  〇  〇 
（11）10 時間以上  〇  〇 

 
 

以 上 
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回答数_学部別＞学科別 20,254

334 560 684 636 511 511 577

336 253 250 204 247 283 244

173 174 182 127 142 169 137

514 392 484 294 309 377 358

1,189 890 1,238 631 734 737 870

325 267 297 201 379 374 360

438 346 425 251 238 282 320

3,309 2,882 3,560 2,344 2,560 2,733 2,866

・・・・・・・・・・・・・・・・・

2019年度～2025年度

学部新入生 学習実態調査
実施結果

【表示範囲：全教職員】

・・・・・・・・・・・・・・・・・

【目次】

0_［CTLT-TL］学部新入生 学習実態調査_概要

1_設問1_本学の志望順位

2_設問2_大学進学理由

3-1_設問3_「建学の精神」の認知度

3-2_設問3_「3つの方針（DP）」の認知度

3-3_設問3_「3つの方針（CP）」の認知度

3-4_設問3_「3つの方針（AP）」の認知度

3-5_旧_設問3_「3つの方針」の認知度

4_設問4_学問分野と興味関心の一致度

5_設問5_身につけたい英語力

6_設問6_学生生活で力を入れたいこと

7-1_設問7_友人関係の不安

7-2_設問7_授業への不安

7-3_設問7_経済的な不安

7-4_設問7_他学部他学科への編入

7-5_設問7_再受験、退学の検討

8_設問8_自主学習時間

●経年で大きな変更のない設問については、2019年度から2025年度までの実施結果が表示可能　

※2019年度は株式会社ベネッセｉ キャリアによるアセスメントテストとしてマークシートにより実施（ S,K,OSは未実施） 

※2020年度はコロナ禍のため、実施期間は7月2日～22日　

※2020～2021年度は、CLASSにより実施 

※2022年度以降はQualtricsにより実施

●学部・学科名称は、最新の名称で表示　

例）理工学部は創域理工学部として表示

【回答率】

2025年度

（70.7％）

2019年度(89.3%) ／ 2020年度(79.8%)

2021年度(89.4%) ／ 2022年度(61.9%)

2023年度(60.9%) ／ 2024年度(69.4%)

【設問】

2025年度

2019年度／2020年度／2021年度

2022年度／2023年度／2024年度

回答者数推移 20,254

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500

334

560

684

636

511

511

577

336

253

250

204

247

283

244

173

174

182

127

142

169

137

514

392

484

294

309

377

358

1,189

890

1,238

631

734

737

870

325

267

297

201

379

374

360

438

346

425

251

238

282

320

01_理学部第一部 02_理学部第二部 03_薬学部 04_工学部 05_創域理工学部 06_先進工学部

07_経営学部

回答者数の内訳 2,866

20.1% (577)

8.5% (244)

4.8% (137)

12.5% (358)30.4% (870)

12.6% (360)

11.2% (320)

01_理学部第一部 02_理学部第二部 03_薬学部 04_工学部

05_創域理工学部 06_先進工学部 07_経営学部

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

理学部第一部

理学部第二部

薬学部

工学部

創域理工学部

先進工学部

経営学部

合計

学部＞学科
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回答者数_学科別 19,632

- 106 102 106 91 97 153

107 95 123 103 104 103 111

- 90 131 102 111 116 110

- 91 122 105 102 94 97

108 94 103 119 103 101 106

111 96 98 69 83 89 83

118 72 82 54 60 90 71

107 85 70 81 104 104 90

80 92 89 58 71 86 78

93 82 93 69 71 83 59

104 81 104 47 57 62 67

100 86 96 65 52 89 64

88 72 114 55 49 87 68

133 68 82 58 84 60 97

89 85 88 69 67 79 62

124 83 124 58 81 66 61

99 85 94 62 63 72 62

115 78 110 58 88 66 91

120 99 109 70 69 84 91

109 91 127 71 68 60 74

128 95 106 66 77 103 120

140 105 180 64 96 71 100

120 76 112 57 47 70 73

108 95 137 76 67 88 108

126 83 139 49 78 57 90

96 91 98 72 83 66 65

121 84 98 59 59 71 68

108 92 101 70 90 71 69

- - - - 76 97 89

- - - - 71 69 69

292 231 128 105 89 108 114

146 115 138 90 75 72 113

- - - - 74 102 93

3,190 2,798 3,298 2,187 2,560 2,733 2,866

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学

科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工

学科

74_経営システム工

学科

75_機械航空宇宙工

学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工

学科

82_マテリアル創成

工学科

83_生命システム工

学科

84_物理工学科

85_機能デザイン工

学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノ

ミクス学科

89_国際デザイン経

営学科

合計

学科

2 / 35 （資料集）31



設問1　志望順位_学部別 2,866

215 136 226 577

93 58 93 244

80 34 23 137

138 91 129 358

356 233 281 870

175 86 99 360

156 79 85 320

1,213 717 936

（01）第一志望 （02）第二志望 （03）第三志望以下 合計

01_理学部第一

部

02_理学部第二

部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学

部

06_先進工学部

07_経営学部

合計

学部＞学科

設問1　本学の志望順位について、あてはまるものを1つ選択してください。 　

※2019年度以降、共通の設問

設問1　志望順位 2,866

42.3% (1,213)

25.0% (717)

32.7% (936)

（01）第一志望 （02）第二志望 （03）第三志望以下

設問1　志望順位 20,241

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

35.3%

42.6%

46.1%

43.8%

42.7%

43.9%

42.3%

26.5%

25.8%

28.4%

27.5%

25.4%

24.6%

25.0%

38.3%

31.7%

25.5%

28.7%

31.9%

31.5%

32.7%

（01）第一志望 （02）第二志望 （03）第三志望以下

設問1　志望順位_学部別 2,866

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

37.3%

38.1%

58.4%

38.5%

40.9%

48.6%

48.8%

23.6%

23.8%

24.8%

25.4%

26.8%

23.9%

24.7%

39.2%

38.1%

16.8%

36.0%

32.3%

27.5%

26.6%

（01）第一志望 （02）第二志望 （03）第三志望以下

  フィルタ 年度:  2025 
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設問1　志望順位_学科別 2,866

45 44 64 153

41 23 47 111

42 26 42 110

43 22 32 97

44 21 41 106

39 21 23 83

24 19 28 71

30 18 42 90

42 24 12 78

38 10 11 59

27 13 27 67

26 22 16 64

30 17 21 68

32 25 40 97

23 14 25 62

32 15 14 61

22 16 24 62

43 24 24 91

25 32 34 91

42 14 18 74

39 33 48 120

40 27 33 100

39 16 18 73

38 28 42 108

36 28 26 90

30 16 19 65

29 16 23 68

32 19 18 69

54 16 19 89

30 19 20 69

47 26 41 114

50 26 37 113

59 27 7 93

1,213 717 936

設問1　志望順位_学科別 2,866

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

29.4%

36.9%

38.2%

44.3%

41.5%

47.0%

33.8%

33.3%

53.8%

64.4%

40.3%

40.6%

44.1%

33.0%

37.1%

52.5%

35.5%

47.3%

27.5%

56.8%

32.5%

40.0%

53.4%

35.2%

40.0%

46.2%

42.6%

46.4%

60.7%

43.5%

41.2%

44.2%

63.4%

28.8%

20.7%

23.6%

22.7%

19.8%

25.3%

26.8%

20.0%

30.8%

16.9%

19.4%

34.4%

25.0%

25.8%

22.6%

24.6%

25.8%

26.4%

35.2%

18.9%

27.5%

27.0%

21.9%

25.9%

31.1%

24.6%

23.5%

27.5%

18.0%

27.5%

22.8%

23.0%

29.0%

41.8%

42.3%

38.2%

33.0%

38.7%

27.7%

39.4%

46.7%

15.4%

18.6%

40.3%

25.0%

30.9%

41.2%

40.3%

23.0%

38.7%

26.4%

37.4%

24.3%

40.0%

33.0%

24.7%

38.9%

28.9%

29.2%

33.8%

26.1%

21.3%

29.0%

36.0%

32.7%

7.5%

（01）第一志望 （02）第二志望 （03）第三志望以下

（01）第一志望 （02）第二志望 （03）第三志望以下 合計

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学

科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学

科

64_生命生物科学

科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報

工学科

74_経営システム

工学科

75_機械航空宇宙

工学科

76_社会基盤工学

科

81_電子システム

工学科

82_マテリアル創

成工学科

83_生命システム

工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン

工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコ

ノミクス学科

89_国際デザイン

経営学科

合計

学科
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設問2　本学で学ぶ目的_学部別 2,862

456 188 137 248 114 189 102 17 38 81 9 8 1,587

173 92 56 84 32 64 56 10 14 34 6 5 626

97 26 64 84 27 43 14 5 1 11 - - 372

257 100 70 211 92 153 55 8 20 44 5 - 1,015

582 303 147 468 250 306 163 37 36 109 10 3 2,414

257 119 49 196 91 110 81 11 15 61 10 1 1,001

169 107 74 130 120 124 74 4 19 44 6 2 873

1,991 935 597 1,421 726 989 545 92 143 384 46 19

設問2　あなたにとって、大学で学ぶ目的（大学進学理由）は何ですか。あてはまるものを最大3つまで選択してください。　

　※2022年度以前は「最もあてはまるものを1つ選択」

　※2023年度以降は「複数回答可」

　※選択肢「（08）家族や高校の先生の期待に応える」は、2023年度から新設

設問2　大学で学ぶ目的_回答割合 2,862

25.2% (1,991)

11.9% (935)

7.6% (597)18.0% (1,421)

9.2% (726)

12.5% (989)

6.9% (545)
3.0% (235)
4.9% (384)

0.8% (65)

（01）興味や関心のあることを深く追究する

（02）様々なことを幅広く学ぶ（教養を身につける）

（03）将来の就職に必要な資格や免許を取る

（04）将来の就職に役立つ専門知識や技術を身につける

（05）社会に出たときに役立つ知識や技術を身につける

（06）様々な人と交流したり、いろいろな経験をしたりする

（07）大学卒業の学歴を得る （08）家族や高校の先生の期待に応える

（09）社会に出るまでの自由な時間を楽しむ （10）進路選択についてじっくり考える

（11）まだ見つかっていない （12）その他（自由記述：50字まで）

設問2　本学で学ぶ目的_年度別 20,159

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

35.3%

33.3%

41.0%

37.3%

24.5%

25.4%

25.2%

9.6%

11.2%

11.6%

7.0%

10.8%

13.0%

11.9%

6.2%

6.5%

5.4%

4.2%

4.8%

6.7%

7.6%

24.6%

22.7%

21.8%

15.7%

14.0%

17.5%

18.0%

8.6%

9.5%

8.2%

16.5%

14.4%

8.8%

9.2%

4.9%

5.1%

4.7%

5.2%

13.4%

13.2%

12.5%

4.1%

4.7%

4.5%

7.4%

6.8%

6.9%

4.2%

4.5%

6.6%

5.7%

4.9%

4.9%

（01）興味や関心のあることを深く追究する （02）様々なことを幅広く学ぶ（教養を身につける）

（03）将来の就職に必要な資格や免許を取る （04）将来の就職に役立つ専門知識や技術を身につける

（05）社会に出たときに役立つ知識や技術を身につける （06）様々な人と交流したり、いろいろな経験をしたりする

（07）大学卒業の学歴を得る （08）家族や高校の先生の期待に応える （09）社会に出るまでの自由な時間を楽しむ

（10）進路選択についてじっくり考える （11）まだ見つかっていない （12）その他（自由記述：50字まで）

設問2　2025年度TOP3 2,657

大学で学ぶ目的（大学進学
理由）

0 1,000 2,000 3,000 4,000

1,991 1,421 989

（01）興味や関心のあることを深く追究する

（04）将来の就職に役立つ専門知識や技術を身につける

（06）様々な人と交流したり、いろいろな経験をしたりする

設問2　2024年度TOP3 2,502

大学で学ぶ目的（大学進学
理由）

0 1,000 2,000 3,000 4,000

1,899 1,312 988

（01）興味や関心のあることを深く追究する

（04）将来の就職に役立つ専門知識や技術を身につける

（06）様々な人と交流したり、いろいろな経験をしたりする

設問2　2023年度TOP3 2,337

大学で学ぶ目的（大学進学
理由）

0 1,000 2,000 3,000

1,733 1,016 988

（01）興味や関心のあることを深く追究する

（05）社会に出たときに役立つ知識や技術を身につける

（04）将来の就職に役立つ専門知識や技術を身につける

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 合計

理

一

理

二

薬

工

創

域

先

進

経

営

合

計

設問2　大学で学ぶ目的_学部別 2,862

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

28.7%

27.6%

26.1%

25.3%

24.1%

25.7%

19.4%

11.8%

14.7%

7.0%

9.9%

12.6%

11.9%

12.3%

8.6%

8.9%

17.2%

6.9%

6.1%

8.5%

15.6%

13.4%

22.6%

20.8%

19.4%

19.6%

14.9%

7.2%

5.1%

7.3%

9.1%

10.4%

9.1%

13.7%

11.9%

10.2%

11.6%

15.1%

12.7%

11.0%

14.2%

6.4%

8.9%

5.4%

6.8%

8.1%

8.5%

5.1%

5.4%

6.1%

5.0%

（01）興味や関心のあることを深く追究する （02）様々なことを幅広く学ぶ（教養を身につける）

（03）将来の就職に必要な資格や免許を取る （04）将来の就職に役立つ専門知識や技術を身につける

（05）社会に出たときに役立つ知識や技術を身につける

（06）様々な人と交流したり、いろいろな経験をしたりする （07）大学卒業の学歴を得る

（08）家族や高校の先生の期待に応える （09）社会に出るまでの自由な時間を楽しむ

（10）進路選択についてじっくり考える （11）まだ見つかっていない （12）その他（自由記述：50字まで）

学

部

＞

学

科

  フィルタ 年度:  2025 

［CTLT-TL］学部新入生 学習実態調査　ー2019～2025ー / 2_設問2_大学進学理由
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設問2　大学で学ぶ目的_学科別 2,862

126 51 50 41 21 44 33 6 12 20 1 4 409

97 43 21 35 16 40 17 2 9 17 1 3 301

90 37 22 56 24 38 15 3 6 16 2 1 310

69 27 31 50 24 25 16 3 7 12 4 - 268

74 30 13 66 29 42 21 3 4 16 1 - 299

58 31 27 25 9 28 18 3 5 12 2 1 219

61 27 12 21 7 13 16 1 4 10 1 2 175

54 34 17 38 16 23 22 6 5 12 3 2 232

49 14 60 41 7 23 8 4 - 4 - - 210

48 12 4 43 20 20 6 1 1 7 - - 162

50 12 33 36 10 30 10 - 3 7 - - 191

48 22 9 40 18 25 11 1 4 8 - - 186

41 28 16 37 13 32 12 1 3 8 1 - 192

77 19 6 58 34 39 7 4 6 11 3 - 264

41 19 6 40 17 27 15 2 4 10 1 - 182

43 20 21 26 7 16 12 4 5 6 1 1 162

51 22 13 22 14 22 9 4 3 13 1 1 175

61 35 15 61 25 25 11 2 4 10 - - 249

65 39 14 39 23 33 19 4 3 18 1 - 258

59 16 24 34 25 28 9 2 2 6 1 - 206

76 43 16 72 32 44 24 3 3 13 2 - 328

60 31 14 62 36 30 23 4 7 14 1 1 283

31 34 9 39 32 27 18 3 3 9 - - 205

79 30 10 68 27 44 17 6 3 11 1 - 296

57 33 11 45 29 37 21 5 3 9 2 - 252

39 20 12 40 21 21 10 2 2 13 3 - 183

48 19 6 37 18 23 13 3 4 11 2 - 184

54 25 8 38 11 20 19 2 4 11 1 - 193

66 28 14 46 22 25 18 3 4 16 3 - 245

50 27 9 35 19 21 21 1 1 10 1 1 196

56 34 31 40 40 41 29 - 8 12 2 1 294

64 31 24 59 39 41 27 2 5 18 2 1 313

49 42 19 31 41 42 18 2 6 14 2 - 266

1,991 935 597 1,421 726 989 545 92 143 384 46 19

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12
合

計

11

12

13

14

16

21

22

23

3A

3B

41

42

43

45

46

61

62

63

64

71

72

73

74

75

76

81

82

83

84

85

86

87

89

合

計

学

科

設問2　大学で学ぶ目的_学科別_理一、理二、薬、工 1,314

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

30.8%

32.2%

29.0%

25.7%

24.7%

26.5%

34.9%

23.3%

23.3%

29.6%

26.2%

25.8%

21.4%

29.2%

22.5%

12.5%

14.3%

11.9%

10.1%

10.0%

14.2%

15.4%

14.7%

6.7%

7.4%

6.3%

11.8%

14.6%

7.2%

10.4%

12.2%

7.0%

7.1%

11.6%

12.3%

6.9%

7.3%

28.6%

17.3%

8.3%

10.0%

11.6%

18.1%

18.7%

22.1%

11.4%

12.0%

16.4%

19.5%

26.5%

18.8%

21.5%

19.3%

22.0%

22.0%

5.1%

5.3%

7.7%

9.0%

9.7%

6.9%

12.3%

5.2%

9.7%

6.8%

12.9%

9.3%

10.8%

13.3%

12.3%

9.3%

14.0%

12.8%

7.4%

9.9%

11.0%

12.3%

15.7%

13.4%

16.7%

14.8%

14.8%

8.1%

5.6%

6.0%

7.0%

8.2%

9.1%

9.5%

5.2%

5.9%

6.3%

8.2%

5.6%

5.2%

5.4%

5.5%

5.7%

5.2%

5.5%

（01）興味や関心のあることを深く追究する （02）様々なことを幅広く学ぶ（教養を身につける）

（03）将来の就職に必要な資格や免許を取る （04）将来の就職に役立つ専門知識や技術を身につける

（05）社会に出たときに役立つ知識や技術を身につける

（06）様々な人と交流したり、いろいろな経験をしたりする （07）大学卒業の学歴を得る

（08）家族や高校の先生の期待に応える （09）社会に出るまでの自由な時間を楽しむ

（10）進路選択についてじっくり考える （11）まだ見つかっていない （12）その他（自由記述：50字まで）

設問2　大学で学ぶ目的_学科別_創域、先進、経営 1,548

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

26.5%

29.1%

24.5%

25.2%

28.6%

23.2%

21.2%

15.1%

26.7%

22.6%

21.3%

26.1%

28.0%

26.9%

25.5%

19.0%

20.4%

18.4%

12.3%

12.6%

14.1%

15.1%

7.8%

13.1%

11.0%

16.6%

10.1%

13.1%

10.9%

10.3%

13.0%

11.4%

13.8%

11.6%

9.9%

15.8%

13.0%

7.4%

6.0%

11.7%

6.6%

10.5%

7.7%

7.1%

16.0%

12.6%

24.5%

15.1%

16.5%

22.0%

21.9%

19.0%

23.0%

17.9%

21.9%

20.1%

19.7%

18.8%

17.9%

13.6%

18.8%

11.7%

8.0%

10.0%

8.9%

12.1%

9.8%

12.7%

15.6%

9.1%

11.5%

11.5%

9.8%

9.0%

9.7%

13.6%

12.5%

15.4%

9.9%

12.6%

10.0%

12.8%

13.6%

13.4%

10.6%

13.2%

14.9%

14.7%

11.5%

12.5%

10.4%

10.2%

10.7%

13.9%

13.1%

15.8%

7.4%

7.4%

7.3%

8.1%

8.8%

5.7%

8.3%

7.1%

9.8%

7.3%

10.7%

9.9%

8.6%

6.8%

7.4%

7.0%

7.1%

6.0%

6.5%

5.8%

（01）興味や関心のあることを深く追究する （02）様々なことを幅広く学ぶ（教養を身につける）

（03）将来の就職に必要な資格や免許を取る （04）将来の就職に役立つ専門知識や技術を身につける

（05）社会に出たときに役立つ知識や技術を身につける

（06）様々な人と交流したり、いろいろな経験をしたりする （07）大学卒業の学歴を得る

（08）家族や高校の先生の期待に応える （09）社会に出るまでの自由な時間を楽しむ

（10）進路選択についてじっくり考える （11）まだ見つかっていない （12）その他（自由記述：50字まで）
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設問3-1_「建学の精神」_学部別 2,851

184 278 114 576

83 124 35 242

54 69 10 133

107 187 62 356

283 450 135 868

126 170 61 357

112 158 49 319

949 1,436 466

1_内容を理解している 2_存在は知っている
3_内容も存在も知らな

い
合計

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

合計

学部＞学科

設問3　本学の「建学の精神」や、学部・学科の「3つの方針」を知っていますか。　 ※2023年から新設、2025年度設問変更

3-1_「建学の精神」

設問3-1_「建学の精神」 2,851

33.3% (949)

50.4% (1,436)

16.3% (466)

1_内容を理解している 2_存在は知っている 3_内容も存在も知らない

設問3-1_「建学の精神」 8,105

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

31.7%

30.5%

33.3%

53.3%

54.0%

50.4%

15.0%

15.5%

16.3%

1_内容を理解している 2_存在は知っている 3_内容も存在も知らない

設問3-1_「建学の精神」_学部別 2,851

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

31.9%

34.3%

40.6%

30.1%

32.6%

35.3%

35.1%

48.3%

51.2%

51.9%

52.5%

51.8%

47.6%

49.5%

19.8%

14.5%

7.5%

17.4%

15.6%

17.1%

15.4%

1_内容を理解している 2_存在は知っている 3_内容も存在も知らない

  フィルタ 年度:  2025 

［CTLT-TL］学部新入生 学習実態調査　ー2019～2025ー / 3-1_設問3_「建学の精神」の認知度

7 / 35 （資料集）36



設問3-1_「建学の精神」_学科別 2,851

42 71 40 153

41 51 19 111

31 56 23 110

32 52 13 97

38 48 19 105

25 45 12 82

28 32 11 71

30 47 12 89

29 40 6 75

25 29 4 58

23 29 15 67

18 38 7 63

20 34 13 67

29 49 19 97

17 37 8 62

20 28 13 61

20 35 7 62

32 45 14 91

25 52 12 89

31 41 2 74

43 51 26 120

38 51 11 100

23 34 16 73

28 61 19 108

23 52 15 90

24 31 10 65

20 34 13 67

27 31 10 68

38 38 12 88

17 36 16 69

32 52 29 113

43 59 11 113

37 47 9 93

949 1,436 466

1_内容を理解している 2_存在は知っている
3_内容も存在も知らな

い
合計

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学

科

74_経営システム工学

科

75_機械航空宇宙工学

科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学

科

82_マテリアル創成工

学科

83_生命システム工学

科

84_物理工学科

85_機能デザイン工学

科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミ

クス学科

89_国際デザイン経営

学科

合計

Q0-1_2 - 学科

設問3-1_「建学の精神」_学科別 2,851

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

27.5%

36.9%

28.2%

33.0%

36.2%

30.5%

39.4%

33.7%

38.7%

43.1%

34.3%

28.6%

29.9%

29.9%

27.4%

32.8%

32.3%

35.2%

28.1%

41.9%

35.8%

38.0%

31.5%

25.9%

25.6%

36.9%

29.9%

39.7%

43.2%

24.6%

28.3%

38.1%

39.8%

46.4%

45.9%

50.9%

53.6%

45.7%

54.9%

45.1%

52.8%

53.3%

50.0%

43.3%

60.3%

50.7%

50.5%

59.7%

45.9%

56.5%

49.5%

58.4%

55.4%

42.5%

51.0%

46.6%

56.5%

57.8%

47.7%

50.7%

45.6%

43.2%

52.2%

46.0%

52.2%

50.5%

26.1%

17.1%

20.9%

13.4%

18.1%

14.6%

15.5%

13.5%

8.0%

22.4%

11.1%

19.4%

19.6%

12.9%

21.3%

11.3%

15.4%

13.5%

21.7%

11.0%

21.9%

17.6%

16.7%

15.4%

19.4%

14.7%

13.6%

23.2%

25.7%

9.7%

9.7%

1_内容を理解している 2_存在は知っている 3_内容も存在も知らない

8 / 35 （資料集）37



設問3-2_「卒業認定・学位授与の方針（DP）」_学部別 2,851

158 309 109 576

84 125 33 242

53 73 7 133

134 192 30 356

274 459 135 868

122 182 53 357

124 160 35 319

949 1,500 402

1_内容を理解している 2_存在は知っている
3_内容も存在も知らな

い
合計

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

合計

学部＞学科

設問3　本学の「建学の精神」や、学部・学科の「3つの方針」を知っていますか。　 ※2023年度新設、2025年度設問変更

3-2_「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」認知度　※2025年度～

設問3-2_「卒業認定・学位授与の方針（DP）」 2,851

33.3% (949)

52.6% (1,500)

14.1% (402)

1_内容を理解している 2_存在は知っている 3_内容も存在も知らない

設問3-2_「卒業認定・学位授与の方針（DP）」 2,851

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

33.3% 52.6% 14.1%

1_内容を理解している 2_存在は知っている 3_内容も存在も知らない

設問3-2_「卒業認定・学位授与の方針（DP）」_学部別 2,851

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

27.4%

34.7%

39.8%

37.6%

31.6%

34.2%

38.9%

53.6%

51.7%

54.9%

53.9%

52.9%

51.0%

50.2%

18.9%

13.6%

8.4%

15.6%

14.8%

11.0%

1_内容を理解している 2_存在は知っている 3_内容も存在も知らない

  フィルタ 年度:  2025 

［CTLT-TL］学部新入生 学習実態調査　ー2019～2025ー / 3-2_設問3_「3つの方針（DP）」の認知
度
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設問3-2_「卒業認定・学位授与の方針（DP）」_学科別 2,851

37 79 37 153

36 58 17 111

23 66 21 110

27 55 15 97

35 51 19 105

20 49 13 82

25 35 11 71

39 41 9 89

28 43 4 75

25 30 3 58

17 40 10 67

29 30 4 63

26 37 4 67

45 44 8 97

17 41 4 62

17 30 14 61

16 37 9 62

30 53 8 91

27 49 13 89

21 46 7 74

34 57 29 120

36 50 14 100

28 31 14 73

37 55 16 108

28 51 11 90

29 26 10 65

19 37 11 67

29 32 7 68

29 49 10 88

16 38 15 69

35 59 19 113

48 56 9 113

41 45 7 93

949 1,500 402

1_内容を理解している 2_存在は知っている
3_内容も存在も知らな

い
合計

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学

科

74_経営システム工学

科

75_機械航空宇宙工学

科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学

科

82_マテリアル創成工

学科

83_生命システム工学

科

84_物理工学科

85_機能デザイン工学

科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミ

クス学科

89_国際デザイン経営

学科

合計

Q0-1_2 - 学科

設問3-2_「卒業認定・学位授与の方針（DP）」_学科別 2,851

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

24.2%

32.4%

20.9%

27.8%

33.3%

24.4%

35.2%

43.8%

37.3%

43.1%

25.4%

46.0%

38.8%

46.4%

27.4%

27.9%

25.8%

33.0%

30.3%

28.4%

28.3%

36.0%

38.4%

34.3%

31.1%

44.6%

28.4%

42.6%

33.0%

23.2%

31.0%

42.5%

44.1%

51.6%

52.3%

60.0%

56.7%

48.6%

59.8%

49.3%

46.1%

57.3%

51.7%

59.7%

47.6%

55.2%

45.4%

66.1%

49.2%

59.7%

58.2%

55.1%

62.2%

47.5%

50.0%

42.5%

50.9%

56.7%

40.0%

55.2%

47.1%

55.7%

55.1%

52.2%

49.6%

48.4%

24.2%

15.3%

19.1%

15.5%

18.1%

15.9%

15.5%

10.1%

14.9%

8.2%

23.0%

14.5%

8.8%

14.6%

9.5%

24.2%

14.0%

19.2%

14.8%

12.2%

15.4%

16.4%

10.3%

11.4%

21.7%

16.8%

8.0%

7.5%

1_内容を理解している 2_存在は知っている 3_内容も存在も知らない

10 / 35 （資料集）39



設問3-3_「教育課程編成・実施の方針（CP）」_学部別 2,851

184 294 98 576

87 130 25 242

52 75 6 133

128 204 24 356

308 450 110 868

133 182 42 357

141 148 30 319

1,033 1,483 335

1_内容を理解している 2_存在は知っている
3_内容も存在も知ら

ない
合計

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

合計

学部＞学科

設問3　本学の「建学の精神」や、学部・学科の「3つの方針」を知っていますか。　 ※2023年度新設、2025年度設問変更

3-3_「教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）」認知度　※2025年度～

設問3-3_「カリキュラム・ポリシー」 2,851

36.2% (1,033)

52.0% (1,483)

11.8% (335)

1_内容を理解している 2_存在は知っている 3_内容も存在も知らない

設問3-3_「カリキュラム・ポリシー」 2,851

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

36.2% 52.0% 11.8%

1_内容を理解している 2_存在は知っている 3_内容も存在も知らない

設問3-3_「教育課程編成・実施の方針（CP）」_学部別 2,851

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

31.9%

36.0%

39.1%

36.0%

35.5%

37.3%

44.2%

51.0%

53.7%

56.4%

57.3%

51.8%

51.0%

46.4%

17.0%

10.3%

6.7%

12.7%

11.8%

9.4%

1_内容を理解している 2_存在は知っている 3_内容も存在も知らない

  フィルタ 年度:  2025 

［CTLT-TL］学部新入生 学習実態調査　ー2019～2025ー / 3-3_設問3_「3つの方針（CP）」の認知
度
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設問3-3_「教育課程編成・実施の方針（CP）」_学科別

38 82 33 153

39 52 20 111

36 55 19 110

33 53 11 97

38 52 15 105

25 49 8 82

24 39 8 71

38 42 9 89

31 41 3 75

21 34 3 58

17 39 11 67

29 31 3 63

26 37 4 67

39 54 4 97

17 43 2 62

20 30 11 61

19 37 6 62

36 46 9 91

26 50 13 89

30 37 7 74

41 57 22 120

34 53 13 100

28 34 11 73

41 58 9 108

33 48 9 90

29 30 6 65

18 41 8 67

30 31 7 68

36 42 10 88

20 38 11 69

36 59 18 113

56 48 9 113

49 41 3 93

1,033 1,483 335

1_内容を理解している 2_存在は知っている
3_内容も存在も知ら

ない
合計

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工

学科

74_経営システム工

学科

75_機械航空宇宙工

学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工

学科

82_マテリアル創成

工学科

83_生命システム工

学科

84_物理工学科

85_機能デザイン工

学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノ

ミクス学科

89_国際デザイン経

営学科

合計

設問3-3_「教育課程編成・実施の方針（CP）」_学科別 2,851

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

24.8%

35.1%

32.7%

34.0%

36.2%

30.5%

33.8%

42.7%

41.3%

36.2%

25.4%

46.0%

38.8%

40.2%

27.4%

32.8%

30.6%

39.6%

29.2%

40.5%

34.2%

34.0%

38.4%

38.0%

36.7%

44.6%

26.9%

44.1%

40.9%

29.0%

31.9%

49.6%

52.7%

53.6%

46.8%

50.0%

54.6%

49.5%

59.8%

54.9%

47.2%

54.7%

58.6%

58.2%

49.2%

55.2%

55.7%

69.4%

49.2%

59.7%

50.5%

56.2%

50.0%

47.5%

53.0%

46.6%

53.7%

53.3%

46.2%

61.2%

45.6%

47.7%

55.1%

52.2%

42.5%

44.1%

21.6%

18.0%

17.3%

11.3%

14.3%

9.8%

11.3%

10.1%

16.4%

18.0%

9.7%

9.9%

14.6%

9.5%

18.3%

13.0%

15.1%

8.3%

10.0%

9.2%

11.9%

10.3%

11.4%

15.9%

15.9%

8.0%

1_内容を理解している 2_存在は知っている 3_内容も存在も知らない

Q0-1_2 - 学科
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設問3-4_「入学者受入れの方針（AP）」_学部別 2,851

230 267 79 576

92 125 25 242

77 50 6 133

179 157 20 356

382 400 86 868

165 153 39 357

169 127 23 319

1,294 1,279 278

1_内容を理解している 2_存在は知っている
3_内容も存在も知ら

ない
合計

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

合計

学部＞学科

設問3　本学の「建学の精神」や、学部・学科の「3つの方針」を知っていますか。　 ※2023年度新設、2025年度設問変更

3-4_「入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）」認知度　※2025年度～

設問3-4_「入学者受入れの方針（AP）」 2,851

45.4% (1,294)

44.9% (1,279)

9.8% (278)

1_内容を理解している 2_存在は知っている 3_内容も存在も知らない

設問3-4_「入学者受入れの方針（AP）」_年度別 2,851

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

45.4% 44.9% 9.8%

1_内容を理解している 2_存在は知っている 3_内容も存在も知らない

設問3-4_「入学者受入れの方針（AP）」_学部別 2,851

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

39.9%

38.0%

57.9%

50.3%

44.0%

46.2%

53.0%

46.4%

51.7%

37.6%

44.1%

46.1%

42.9%

39.8%

13.7%

10.3%

9.9%

10.9%

7.2%

1_内容を理解している 2_存在は知っている 3_内容も存在も知らない

  フィルタ 年度:  2025 

［CTLT-TL］学部新入生 学習実態調査　ー2019～2025ー / 3-4_設問3_「3つの方針（AP）」の認知
度
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設問3-4_「入学者受入れの方針（AP）」_学科別 2,851

51 74 28 153

50 46 15 111

39 55 16 110

40 49 8 97

50 43 12 105

32 42 8 82

26 37 8 71

34 46 9 89

44 28 3 75

33 22 3 58

27 32 8 67

36 25 2 63

33 33 1 67

57 36 4 97

26 31 5 62

26 25 10 61

21 33 8 62

49 35 7 91

37 44 8 89

39 31 4 74

46 59 15 120

44 48 8 100

36 25 12 73

45 56 7 108

39 44 7 90

35 25 5 65

25 32 10 67

33 28 7 68

45 37 6 88

27 31 11 69

50 46 17 113

57 52 4 113

62 29 2 93

1,294 1,279 278

設問3-4_「入学者受入れの方針（AP）」_学科別 2,851

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

33.3%

45.0%

35.5%

41.2%

47.6%

39.0%

36.6%

38.2%

58.7%

56.9%

40.3%

57.1%

49.3%

58.8%

41.9%

42.6%

33.9%

53.8%

41.6%

52.7%

38.3%

44.0%

49.3%

41.7%

43.3%

53.8%

37.3%

48.5%

51.1%

39.1%

44.2%

50.4%

66.7%

48.4%

41.4%

50.0%

50.5%

41.0%

51.2%

52.1%

51.7%

37.3%

37.9%

47.8%

39.7%

49.3%

37.1%

50.0%

41.0%

53.2%

38.5%

49.4%

41.9%

49.2%

48.0%

34.2%

51.9%

48.9%

38.5%

47.8%

41.2%

42.0%

44.9%

40.7%

46.0%

31.2%

18.3%

13.5%

14.5%

8.2%

11.4%

9.8%

11.3%

10.1%

11.9%

8.1%

16.4%

12.9%

7.7%

9.0%

12.5%

8.0%

16.4%

7.8%

7.7%

14.9%

10.3%

15.9%

15.0%

1_内容を理解している 2_存在は知っている 3_内容も存在も知らない

1_内容を理解している 2_存在は知っている
3_内容も存在も知ら

ない
合計

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工

学科

74_経営システム工

学科

75_機械航空宇宙工

学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工

学科

82_マテリアル創成

工学科

83_生命システム工

学科

84_物理工学科

85_機能デザイン工

学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノ

ミクス学科

89_国際デザイン経

営学科

合計

Q0-1_2 - 学科
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設問3-2_「3つの方針」_学部別 5,254

294 494 228 1,016

151 280 97 528

105 160 43 308

215 365 97 677

389 788 282 1,459

226 400 124 750

185 258 73 516

1,565 2,745 944

設問3　本学の「建学の精神」や、学部・学科の「3つの方針」を知っていますか。　 ※2023年度新設、2025年度設問変更

（旧設問）3-2_「3つの方針」の認知度　※2023年度、2024年度

設問3-2_「3つの方針」 5,254

29.8% (1,565)

52.2% (2,745)

18.0% (944)

1_内容を理解している 2_存在は知っている 3_内容も存在も知らない

設問3-2_「3つの方針」 5,254

2023

2024

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

29.8%

29.8%

52.0%

52.5%

18.2%

17.8%

1_内容を理解している 2_存在は知っている 3_内容も存在も知らない

設問3-2_「3つの方針」_学部別 5,254

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

28.9%

28.6%

34.1%

31.8%

26.7%

30.1%

35.9%

48.6%

53.0%

51.9%

53.9%

54.0%

53.3%

50.0%

22.4%

18.4%

14.0%

14.3%

19.3%

16.5%

14.1%

1_内容を理解している 2_存在は知っている 3_内容も存在も知らない

1_内容を理解している 2_存在は知っている
3_内容も存在も知ら

ない
合計

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

合計

学部＞学科

  フィルタ 年度:  2023, 2024 

［CTLT-TL］学部新入生 学習実態調査　ー2019～2025ー / 3-5_旧_設問3_「3つの方針」の認知度
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設問3-2_「3つの方針」_学科別 5,254

67 74 45 186

63 99 44 206

51 117 58 226

59 94 42 195

54 110 39 203

43 93 36 172

40 81 29 150

68 106 32 206

45 86 25 156

60 74 18 152

42 64 11 117

52 66 19 137

43 75 17 135

34 84 24 142

44 76 26 146

36 79 27 142

27 70 37 134

47 76 30 153

52 79 22 153

36 72 20 128

37 98 42 177

43 95 28 166

27 71 19 117

40 81 33 154

44 67 24 135

53 78 17 148

36 67 27 130

52 91 18 161

43 90 38 171

42 74 24 140

62 101 31 194

46 89 12 147

77 68 30 175

1,565 2,745 944

設問3-2_「3つの方針」_学部別 5,254

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

36.0%

30.6%

22.6%

30.3%

26.6%

25.0%

26.7%

33.0%

28.8%

39.5%

35.9%

38.0%

31.9%

23.9%

30.1%

25.4%

20.1%

30.7%

34.0%

28.1%

20.9%

25.9%

23.1%

26.0%

32.6%

35.8%

27.7%

32.3%

25.1%

30.0%

32.0%

31.3%

44.0%

39.8%

48.1%

51.8%

48.2%

54.2%

54.1%

54.0%

51.5%

55.1%

48.7%

54.7%

48.2%

55.6%

59.2%

52.1%

55.6%

52.2%

49.7%

51.6%

56.3%

55.4%

57.2%

60.7%

52.6%

49.6%

52.7%

51.5%

56.5%

52.6%

52.9%

52.1%

60.5%

38.9%

24.2%

21.4%

25.7%

21.5%

19.2%

20.9%

19.3%

15.5%

16.0%

11.8%

9.4%

13.9%

12.6%

16.9%

17.8%

19.0%

27.6%

19.6%

14.4%

15.6%

23.7%

16.9%

16.2%

21.4%

17.8%

11.5%

20.8%

11.2%

22.2%

17.1%

16.0%

8.2%

17.1%

1_内容を理解している 2_存在は知っている 3_内容も存在も知らない

1_内容を理解している 2_存在は知っている
3_内容も存在も知ら

ない
合計

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工

学科

74_経営システム工

学科

75_機械航空宇宙工

学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工

学科

82_マテリアル創成

工学科

83_生命システム工

学科

84_物理工学科

85_機能デザイン工

学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノ

ミクス学科

89_国際デザイン経

営学科

合計

Q0-1_2 - 学科
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設問4　興味関心の一致度_学部別 2,850

365 170 3 32 2 4 576

109 112 5 14 1 1 242

94 37 - 2 - - 133

220 114 3 16 2 1 356

494 323 6 35 9 1 868

173 161 3 18 1 1 357

168 131 2 17 - - 318

1,623 1,048 22 134 15 8

設問4　所属する学部・学科の学問分野と、あなたの興味関心は一致していますか。あてはまるものを１つ選択してください。 ※2019年度以降、共通の設問

設問4 2,850

56.9% (1,623)

36.8% (1,048)

0.8% (22)
4.7% (134)

0.8% (23)

（01）一致している （02）完全に一致はしていないが、興味関心に近い

（03）一致していない （04）まだ自分の興味関心がわからない

（05）所属する学部・学科の学問内容がよくわからない

（06）その他（自由記述：50字まで）

設問4　興味関心の一致度 20,078

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

69.0%

48.9%

58.8%

60.7%

57.3%

56.5%

56.9%

20.0%

42.5%

33.7%

29.2%

32.7%

37.9%

36.8%

7.9%

8.1%

5.9%

7.9%

8.7%

4.4%

4.7%

（01）一致している （02）完全に一致はしていないが、興味関心に近い （03）一致していない

（04）まだ自分の興味関心がわからない （05）所属する学部・学科の学問内容がよくわからない

（06）その他（自由記述：50字まで）

（01）一致
している

（02）完全に一
致はしていない

が、興味関心に

近い

（03）一
致してい

ない

（04）まだ
自分の興味

関心がわか

らない

（05）所属
する学部・

学科の学問

内容がよく

わからない

（06）その他
（自由記述：

50字まで）
合計

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

合計

設問4　興味関心の一致度_学部別 2,850

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

63.4%

45.0%

70.7%

61.8%

56.9%

48.5%

52.8%

29.5%

46.3%

27.8%

32.0%

37.2%

45.1%

41.2%

（01）一致している （02）完全に一致はしていないが、興味関心に近い

（03）一致していない （04）まだ自分の興味関心がわからない

（05）所属する学部・学科の学問内容がよくわからない

（06）その他（自由記述：50字まで）

学部＞学科

  フィルタ 年度:  2025 

［CTLT-TL］学部新入生 学習実態調査　ー2019～2025ー / 4_設問4_学問分野と興味関心の一致度
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設問4　興味関心の一致度_学部別 2,850

115 28 1 7 1 1 153

70 35 - 5 - 1 111

60 40 - 9 - 1 110

56 35 2 3 1 - 97

64 32 - 8 - 1 105

45 29 1 5 1 1 82

36 33 1 1 - - 71

28 50 3 8 - - 89

49 24 - 2 - - 75

45 13 - - - - 58

58 9 - - - - 67

31 30 1 1 - - 63

29 31 1 6 - - 67

54 32 1 8 2 - 97

48 12 - 1 - 1 62

31 21 2 5 2 - 61

45 14 - 2 - 1 62

52 35 - 4 - - 91

42 42 - 3 2 - 89

53 16 1 3 1 - 74

68 48 1 2 1 - 120

45 45 - 8 2 - 100

38 31 - 3 1 - 73

76 30 - 2 - - 108

44 41 2 3 - - 90

32 29 - 3 - 1 65

27 35 1 3 1 - 67

36 30 - 2 - - 68

46 35 1 6 - - 88

32 32 1 4 - - 69

60 46 2 5 - - 113

59 49 - 4 - - 112

49 36 - 8 - - 93

1,623 1,048 22 134 15 8

（01）一致
している

（02）完全に一
致はしていない

が、興味関心に

近い

（03）一
致していな

い

（04）まだ
自分の興味

関心がわか

らない

（05）所属
する学部・

学科の学問

内容がよく

わからない

（06）その
他（自由記

述：50字ま
で）

合計

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学

科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学

科

64_生命生物科学

科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報

工学科

74_経営システム

工学科

75_機械航空宇宙

工学科

76_社会基盤工学

科

81_電子システム

工学科

82_マテリアル創

成工学科

83_生命システム

工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン

工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコ

ノミクス学科

89_国際デザイン

経営学科

合計

設問4　興味関心の一致度_学部別 2,850

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

75.2%

63.1%

54.5%

57.7%

61.0%

54.9%

50.7%

31.5%

65.3%

77.6%

86.6%

49.2%

43.3%

55.7%

77.4%

50.8%

72.6%

57.1%

47.2%

71.6%

56.7%

45.0%

52.1%

70.4%

48.9%

49.2%

40.3%

52.9%

52.3%

46.4%

53.1%

52.7%

52.7%

18.3%

31.5%

36.4%

36.1%

30.5%

35.4%

46.5%

56.2%

32.0%

22.4%

13.4%

47.6%

46.3%

33.0%

19.4%

34.4%

22.6%

38.5%

47.2%

21.6%

40.0%

45.0%

42.5%

27.8%

45.6%

44.6%

52.2%

44.1%

39.8%

46.4%

40.7%

43.8%

38.7%

8.2%

7.6%

9.0%

9.0%

8.2%

8.2%

8.0%

8.6%

（01）一致している （02）完全に一致はしていないが、興味関心に近い

（03）一致していない （04）まだ自分の興味関心がわからない

（05）所属する学部・学科の学問内容がよくわからない

（06）その他（自由記述：50字まで）

Q0-1_2 - 学科
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設問5_身につけたい英語力_学部別 2,847

126 163 203 71 13 576

56 50 94 34 8 242

28 30 48 26 1 133

88 88 141 32 6 355

213 235 313 91 14 866

85 106 123 34 9 357

93 97 105 23 - 318

689 769 1,027 311 51

設問5　大学時代にどの程度の英語力を身につけたいと考えていますか。最もあてはまるものを１つ選択してください。　※※2019年度以降、共通の設問

設問5_身につけたい英語力 2,847

（01）英語圏の大学等への留学や、英
語を使って仕事をする際に支障がないレ

ベル

（02）英語圏に長期滞在するのに支障
がないレベル

（03）身の回りの話題に関してやり取
りができ、短期の語学留学等で楽しめる

レベル

（04）日常の簡単な質問に答えられる
レベル

（05）英語を積極的に身につけようと
は考えていない

0 200 400 600 800 1,000

689

769

1,027

311

51

設問5_身につけたい英語力_年度別 20,178

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

24.3%

22.1%

26.1%

24.4%

27.1%

26.9%

24.2%

33.7%

27.3%

29.7%

29.2%

27.7%

28.3%

27.0%

33.7%

35.4%

32.3%

31.1%

32.3%

32.8%

36.1%

6.6%

12.0%

10.1%

12.1%

10.6%

9.5%

10.9%

（01）英語圏の大学等への留学や、英語を使って仕事をする際に支障がないレベル（多岐にわたる話題を理解し、複雑な内容を明瞭かつ詳細にプレゼンテーション等で表現

（02）英語圏に長期滞在するのに支障がないレベル（身近な社会問題等のニュースを理解し、自分の考えや意見を簡単に説明できる）

（03）身の回りの話題に関してやり取りができ、短期の語学留学等で楽しめるレベル（日常生活の身近なことがらについて、支障なくやり取りができる）

（04）日常の簡単な質問に答えられるレベル（日常生活のごく簡単な表現を聞き取ることができ、基本的な語句で自分の考え等を伝えられる）

（05）英語を積極的に身につけようとは考えていない

設問5_身につけたい英語力_学部別 2,847

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

21.9%

23.1%

21.1%

24.8%

24.6%

23.8%

29.2%

28.3%

20.7%

22.6%

24.8%

27.1%

29.7%

30.5%

35.2%

38.8%

36.1%

39.7%

36.1%

34.5%

33.0%

12.3%

14.0%

19.5%

9.0%

10.5%

9.5%

7.2%

（01）英語圏の大学等への留学や、英語を使って仕事をする際に支障がないレベル

（02）英語圏に長期滞在するのに支障がないレベル

（03）身の回りの話題に関してやり取りができ、短期の語学留学等で楽しめるレベル

（04）日常の簡単な質問に答えられるレベル （05）英語を積極的に身につけようとは考えていない

（01）英語圏の大学
等への留学や、英語

を使って仕事をする

際に支障がないレベ

ル

（02）英語圏に長期
滞在するのに支障が

ないレベル

（03）身の回りの話
題に関してやり取り

ができ、短期の語学

留学等で楽しめるレ

ベル

（04）日常の簡単な
質問に答えられるレ

ベル

（05）英語を積極的
に身につけようとは

考えていない

合計

01_理学部第

一部

02_理学部第

二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工

学部

06_先進工学

部

07_経営学部

合計

学部＞学科

  フィルタ 年度:  2025 

［CTLT-TL］学部新入生 学習実態調査　ー2019～2025ー / 5_設問5_身につけたい英語力
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設問5_身につけたい英語力_学科別 2,847

29 38 56 22 8 153

36 27 38 9 1 111

23 36 36 14 1 110

20 27 33 14 3 97

18 35 40 12 - 105

10 19 31 18 4 82

23 16 28 3 1 71

23 15 35 13 3 89

17 12 31 14 1 75

11 18 17 12 - 58

14 21 28 4 - 67

14 6 34 7 2 63

16 17 24 7 2 66

27 26 34 9 1 97

17 18 21 5 1 62

17 8 18 16 2 61

21 19 16 6 - 62

25 17 36 9 4 91

25 28 31 5 - 89

10 22 31 10 1 74

28 27 55 10 - 120

27 27 36 8 2 100

14 22 26 7 2 71

34 34 30 8 2 108

12 31 34 12 1 90

11 17 29 7 1 65

14 27 21 3 2 67

18 22 17 11 - 68

23 23 30 7 5 88

19 17 26 6 1 69

26 34 38 15 - 113

34 28 45 5 - 112

33 35 22 3 - 93

689 769 1,027 311 51

（01）英語圏の大学
等への留学や、英語

を使って仕事をする

際に支障がないレベ

ル

（02）英語圏に長期
滞在するのに支障が

ないレベル

（03）身の回りの話
題に関してやり取り

ができ、短期の語学

留学等で楽しめるレ

ベル

（04）日常の簡単な
質問に答えられるレ

ベル

（05）英語を積極的
に身につけようとは

考えていない

合計

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学

科

16_応用化学

科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬

科学科

41_建築学科

42_工業化学

科

43_電気工学

科

45_機械工学

科

46_情報工学

科

61_数理科学

科

62_先端物理

学科

63_情報計算

科学科

64_生命生物

科学科

71_建築学科

72_先端化学

科

73_電気電子

情報工学科

74_経営シス

テム工学科

75_機械航空

宇宙工学科

76_社会基盤

工学科

81_電子シス

テム工学科

82_マテリア

ル創成工学

科

83_生命シス

テム工学科

84_物理工学

科

85_機能デザ

イン工学科

86_経営学科

87_ビジネス

エコノミク

ス学科

89_国際デザ

イン経営学

科

合計

設問5_身につけたい英語力_学科別 2,847

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

19.0%

32.4%

20.9%

20.6%

17.1%

12.2%

32.4%

25.8%

22.7%

19.0%

20.9%

22.2%

24.2%

27.8%

27.4%

27.9%

33.9%

27.5%

28.1%

13.5%

23.3%

27.0%

19.7%

31.5%

13.3%

16.9%

20.9%

26.5%

26.1%

27.5%

23.0%

30.4%

35.5%

24.8%

24.3%

32.7%

27.8%

33.3%

23.2%

22.5%

16.9%

16.0%

31.0%

31.3%

9.5%

25.8%

26.8%

29.0%

13.1%

30.6%

18.7%

31.5%

29.7%

22.5%

27.0%

31.0%

31.5%

34.4%

26.2%

40.3%

32.4%

26.1%

24.6%

30.1%

25.0%

37.6%

36.6%

34.2%

32.7%

34.0%

38.1%

37.8%

39.4%

39.3%

41.3%

29.3%

41.8%

54.0%

36.4%

35.1%

33.9%

29.5%

25.8%

39.6%

34.8%

41.9%

45.8%

36.0%

36.6%

27.8%

37.8%

44.6%

31.3%

25.0%

34.1%

37.7%

33.6%

40.2%

23.7%

14.4%

8.1%

12.7%

14.4%

11.4%

22.0%

14.6%

18.7%

20.7%

11.1%

10.6%

9.3%

8.1%

26.2%

9.7%

9.9%

13.5%

8.3%

8.0%

9.9%

7.4%

13.3%

10.8%

16.2%

8.0%

8.7%

13.3%

（01）英語圏の大学等への留学や、英語を使って仕事をする際に支障がないレベル

（02）英語圏に長期滞在するのに支障がないレベル

（03）身の回りの話題に関してやり取りができ、短期の語学留学等で楽しめるレベル

（04）日常の簡単な質問に答えられるレベル （05）英語を積極的に身につけようとは考えていない

学科
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設問6_学生生活で力を入れたいこと_学部別 2,840

513 194 90 139 81 37 181 92 4 166 14 36 10 13 8 5 1,583

202 75 48 55 39 9 89 23 4 40 12 25 7 5 5 4 642

115 38 16 14 42 5 21 32 7 44 3 13 5 1 - - 356

314 111 47 103 42 42 75 99 - 95 12 27 7 11 5 - 990

737 291 123 167 102 91 213 249 12 250 35 61 26 21 13 2 2,393

295 140 68 98 25 36 89 91 3 90 14 27 14 6 2 1 999

225 131 50 114 48 70 9 65 7 78 24 21 10 10 9 2 873

2,401 980 442 690 379 290 677 651 37 763 114 210 79 67 42 14

（01）所属
する学部・

学科の学問

分野に関す

る学修

（02）外国語能
力を高めるため

の学修

（03）専門分野
や語学に関わら

ず教養を身につ

けるための学修

（04）データサ
イエンスやプロ

グラミングに関

する学修

（05）就職に必
要な資格や免許

を取るための学

修／公務員試験

に合格するため

の学修

（06）就職を見
据えた、企業・

学校・官公庁な

どが実施するイ

ンターンシップ

（07）大学院に
進学するために

必要な学修や情

報収集

（08）クラブ・
サークル活動

（09）ボラ
ンティア活

動など社会

貢献

（10）友人、先
輩、後輩、先生

などとの関わり

合い（人脈づく

り）

（11）海外留学

（12）アルバイ
トなど、お金を

貯めるための活

動

（13）大
学卒業の

学歴を得

るために

最低限必

要な学修

（14）特
別に重点

を置か

ず、ほど

ほどに組

み合わせ

る

（15）まだ
見つかって

いないた

め、これか

ら考える

（16）その
他（自由記

述：50字ま
で）

合計

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

合計

学部＞学科

設問6　これから始まる学生生活で、力を入れようと考えていることは何ですか。あてはまるものを最大3つまで選択してください。 ※2023年からの設問

設問6_学生生活で力を入れたいこと_多い順 2,840

（01）所属する学部・学科の学問分野に関する学修

（02）外国語能力を高めるための学修

（10）友人、先輩、後輩、先生などとの関わり合い（人脈
づくり）

（04）データサイエンスやプログラミングに関する学修

（07）大学院に進学するために必要な学修や情報収集

（08）クラブ・サークル活動

（03）専門分野や語学に関わらず教養を身につけるための
学修

（05）就職に必要な資格や免許を取るための学修／公務員
試験に合格するための学修

（06）就職を見据えた、企業・学校・官公庁などが実施す
るインターンシップ

（12）アルバイトなど、お金を貯めるための活動

（11）海外留学

（13）大学卒業の学歴を得るために最低限必要な学修

（14）特別に重点を置かず、ほどほどに組み合わせる

（15）まだ見つかっていないため、これから考える

（09）ボランティア活動など社会貢献

（16）その他（自由記述：50字まで）

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800 2,000 2,200 2,400

2,401

980

763

690

677

651

442

379

290

210

114

79

67

42

37

14

設問6_学生生活で力を入れたいこと_年度別 8,073

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

30.6%

31.2%

30.6%

10.1%

12.9%

12.5%

6.1%

6.1%

5.6%

6.8%

8.6%

8.8%

3.8%

4.5%

4.8%

3.5%

3.7%

6.9%

8.3%

8.6%

6.0%

7.6%

8.3%

16.4%

10.1%

9.7%

3.8%

（01）所属する学部・学科の学問分野に関する学修 （02）外国語能力を高めるための学修 （03）専門分野や語学に関わらず教養を身につけるための学修

（04）データサイエンスやプログラミングに関する学修 （05）就職に必要な資格や免許を取るための学修／公務員試験に合格するための学修

（06）就職を見据えた、企業・学校・官公庁などが実施するインターンシップ （07）大学院に進学するために必要な学修や情報収集 （08）クラブ・サークル活動

（09）ボランティア活動など社会貢献 （10）友人、先輩、後輩、先生などとの関わり合い（人脈づくり） （11）海外留学

（12）アルバイトなど、お金を貯めるための活動 （13）大学卒業の学歴を得るために最低限必要な学修 （14）特別に重点を置かず、ほどほどに組み合わせる

（15）まだ見つかっていないため、これから考える （16）その他（自由記述：50字まで）

設問6_学生生活で力を入れたいこと_学部別 2,840

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

32.4%

31.5%

32.3%

31.7%

30.8%

29.5%

25.8%

12.3%

11.7%

10.7%

11.2%

12.2%

14.0%

15.0%

5.7%

7.5%

4.5%

4.7%

5.1%

6.8%

5.7%

8.8%

8.6%

3.9%

10.4%

7.0%

9.8%

13.1%

5.1%

6.1%

11.8%

4.2%

4.3%

2.5%

5.5%

2.3%

4.2%

3.8%

3.6%

8.0%

11.4%

13.9%

5.9%

7.6%

8.9%

8.9%

5.8%

3.6%

9.0%

10.0%

10.4%

9.1%

7.4%

2.0%

10.5%

6.2%

12.4%

9.6%

10.4%

9.0%

8.9%

1.9%

2.7%

2.3%

3.9%

3.7%

2.7%

2.5%

2.7%

2.4%

（01）所属する学部・学科の学問分野に関する学修 （02）外国語能力を高めるための学修 （03）専門分野や語学に関わらず教養を身につけるための学修 （04）データサイエンスやプログラミングに関する学修 （05）就職に必要な資格や免許を取るための学修／公務員試験に合格するための学修

（06）就職を見据えた、企業・学校・官公庁などが実施するインターンシップ （07）大学院に進学するために必要な学修や情報収集 （08）クラブ・サークル活動 （09）ボランティア活動など社会貢献 （10）友人、先輩、後輩、先生などとの関わり合い（人脈づくり） （11）海外留学

（12）アルバイトなど、お金を貯めるための活動 （13）大学卒業の学歴を得るために最低限必要な学修 （14）特別に重点を置かず、ほどほどに組み合わせる （15）まだ見つかっていないため、これから考える （16）その他（自由記述：50字まで）

設問6_学生生活で力を入れたいこと_学科別_理一、理二、薬、工 1,304

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0% 55.0% 60.0% 65.0% 70.0% 75.0% 80.0% 85.0% 90.0% 95.0% 100.0%

33.8%

32.8%

31.4%

28.6%

34.4%

27.4%

34.9%

32.6%

29.0%

36.5%

36.1%

32.1%

30.6%

32.2%

27.3%

10.1%

15.6%

13.4%

9.2%

13.4%

8.5%

16.4%

10.9%

7.0%

15.4%

9.8%

10.9%

8.9%

13.9%

11.4%

5.5%

8.6%

4.3%

2.7%

6.9%

6.3%

8.5%

7.8%

4.0%

5.1%

2.7%

6.5%

6.7%

4.1%

4.0%

10.8%

4.8%

4.3%

22.1%

2.7%

14.3%

7.4%

3.9%

4.0%

3.8%

1.6%

11.7%

12.7%

24.4%

8.2%

1.9%

6.0%

5.0%

3.4%

9.4%

3.2%

5.2%

21.0%

12.6%

3.8%

2.2%

2.3%

1.6%

2.3%

2.7%

4.1%

3.0%

1.9%

3.3%

5.4%

5.0%

2.6%

5.7%

10.1%

13.1%

15.1%

8.8%

10.3%

9.4%

16.9%

15.7%

11.5%

6.0%

9.2%

8.9%

9.7%

2.8%

4.8%

6.1%

6.4%

3.8%

8.2%

4.9%

2.1%

3.5%

9.5%

8.3%

11.5%

12.5%

11.1%

7.1%

9.1%

2.5%

9.8%

10.5%

11.0%

10.7%

10.7%

7.2%

4.2%

7.0%

13.5%

10.9%

13.1%

10.9%

6.7%

9.0%

8.5%

2.1%

2.6%

2.6%

1.9%

2.2%

2.2%

2.9%

2.0%

1.9%

2.4%

4.5%

2.6%

4.3%

5.5%

3.3%

2.7%

1.7%

3.7%

1.7%

2.2%

1.9%

1.6%

1.8%

3.3% 1.7%

（01）所属する学部・学科の学問分野に関する学修 （02）外国語能力を高めるための学修 （03）専門分野や語学に関わらず教養を身につけるための学修 （04）データサイエンスやプログラミングに関する学修 （05）就職に必要な資格や免許を取るための学修／公務員試験に合格するための学修

（06）就職を見据えた、企業・学校・官公庁などが実施するインターンシップ （07）大学院に進学するために必要な学修や情報収集 （08）クラブ・サークル活動 （09）ボランティア活動など社会貢献 （10）友人、先輩、後輩、先生などとの関わり合い（人脈づくり） （11）海外留学

（12）アルバイトなど、お金を貯めるための活動 （13）大学卒業の学歴を得るために最低限必要な学修 （14）特別に重点を置かず、ほどほどに組み合わせる （15）まだ見つかっていないため、これから考える （16）その他（自由記述：50字まで）

  フィルタ 年度:  2025 

［CTLT-TL］学部新入生 学習実態調査　ー2019～2025ー / 6_設問6_学生生活で力を入れたいこと

21 / 35 （資料集）50



設問6_学生生活で力を入れたいこと_学科別 2,840

141 42 23 45 34 6 42 20 - 41 2 9 4 3 1 4 417

103 49 27 15 6 5 41 19 1 33 - 9 1 2 2 1 314

94 40 13 13 18 7 45 19 2 33 3 6 - 4 2 - 299

75 24 7 58 13 7 23 10 - 28 3 5 3 3 3 - 262

100 39 20 8 10 12 30 24 1 31 6 7 2 1 - - 291

61 19 14 32 21 2 21 11 2 16 1 10 5 4 2 2 223

66 31 16 14 6 - 32 4 1 8 5 5 - 1 - - 189

75 25 18 9 12 7 36 8 1 16 6 10 2 - 3 2 230

58 14 8 8 42 2 3 19 5 27 - 11 2 1 - - 200

57 24 8 6 - 3 18 13 2 17 3 2 3 - - - 156

66 18 5 2 23 6 11 21 - 24 1 6 - - - - 183

59 20 12 3 7 10 17 23 - 20 4 5 3 1 - - 184

55 16 12 21 4 9 16 20 - 12 2 3 1 6 3 - 180

86 37 11 34 4 7 26 19 - 24 4 10 2 2 1 - 267

48 20 7 43 4 10 5 16 - 15 1 3 1 2 1 - 176

51 16 6 9 16 7 11 15 1 20 3 5 3 1 2 1 167

56 22 9 11 5 5 18 22 - 13 4 5 3 - 2 - 175

71 30 9 56 7 7 21 22 - 23 4 7 3 1 - - 261

80 34 13 4 9 8 32 18 - 30 4 9 4 2 1 - 248

67 17 10 1 29 8 13 21 1 26 - 4 2 2 1 1 203

106 45 22 3 10 15 37 33 - 41 5 9 2 3 1 - 332

85 31 12 37 5 8 28 31 2 23 3 8 2 3 - - 278

50 25 10 28 4 12 8 18 2 24 3 1 1 - 4 - 190

96 46 13 8 3 11 25 41 2 24 6 8 3 6 1 - 293

75 25 19 10 14 10 20 28 4 26 3 5 3 3 1 - 246

51 20 10 35 5 4 12 17 - 21 1 6 2 2 - 1 187

54 33 10 9 4 4 20 19 1 15 5 5 6 2 - - 187

59 23 14 5 4 12 22 9 2 19 5 4 3 1 1 - 183

76 34 14 29 7 7 22 27 - 18 2 8 3 - - - 247

55 30 20 20 5 9 13 19 - 17 1 4 - 1 1 - 195

81 34 20 22 21 33 1 28 2 26 6 8 5 4 3 1 295

86 34 17 53 18 21 7 24 2 33 4 7 4 2 3 - 315

58 63 13 39 9 16 1 13 3 19 14 6 1 4 3 1 263

2,401 980 442 690 379 290 677 651 37 763 114 210 79 67 42 14

（01）所属
する学部・

学科の学問

分野に関す

る学修

（02）外国語能
力を高めるため

の学修

（03）専門分野
や語学に関わら

ず教養を身につ

けるための学修

（04）データサ
イエンスやプロ

グラミングに関

する学修

（05）就職に必
要な資格や免許

を取るための学

修／公務員試験

に合格するため

の学修

（06）就職を見
据えた、企業・

学校・官公庁な

どが実施するイ

ンターンシップ

（07）大学院に
進学するために

必要な学修や情

報収集

（08）クラブ・
サークル活動

（09）ボラ
ンティア活

動など社会

貢献

（10）友人、先
輩、後輩、先生

などとの関わり

合い（人脈づく

り）

（11）海外留学

（12）アルバイ
トなど、お金を

貯めるための活

動

（13）大学
卒業の学歴

を得るため

に最低限必

要な学修

（14）特別
に重点を置

かず、ほど

ほどに組み

合わせる

（15）まだ
見つかって

いないた

め、これか

ら考える

（16）その
他（自由記

述：50字ま
で）

合計

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学

科

74_経営システム工学

科

75_機械航空宇宙工学

科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学

科

82_マテリアル創成工

学科

83_生命システム工学

科

84_物理工学科

85_機能デザイン工学

科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミ

クス学科

89_国際デザイン経営

学科

合計

Q0-1_2 - 学科

設問6_学生生活で力を入れたいこと_学科別_創域、先進工、経営 1,536

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0% 55.0% 60.0% 65.0% 70.0% 75.0% 80.0% 85.0% 90.0% 95.0% 100.0%

30.5%

32.0%

27.2%

32.3%

33.0%

31.9%

30.6%

26.3%

32.8%

30.5%

27.3%

28.9%

32.2%

30.8%

28.2%

27.5%

27.3%

22.1%

9.6%

12.6%

11.5%

13.7%

8.4%

13.6%

11.2%

13.2%

15.7%

10.2%

10.7%

17.6%

12.6%

13.8%

15.4%

11.5%

10.8%

24.0%

3.6%

5.1%

3.4%

5.2%

4.9%

6.6%

4.3%

5.3%

4.4%

7.7%

5.3%

5.3%

7.7%

5.7%

10.3%

6.8%

5.4%

4.9%

5.4%

6.3%

21.5%

1.6%

13.3%

14.7%

2.7%

4.1%

18.7%

4.8%

2.7%

11.7%

10.3%

7.5%

16.8%

14.8%

9.6%

2.9%

2.7%

3.6%

14.3%

3.0%

1.8%

2.1%

5.7%

2.7%

2.1%

2.2%

2.8%

2.6%

7.1%

5.7%

3.4%

4.2%

2.9%

2.7%

3.2%

3.9%

4.5%

2.9%

6.3%

3.8%

4.1%

2.1%

2.1%

6.6%

2.8%

4.6%

11.2%

6.7%

6.1%

6.6%

10.3%

8.0%

12.9%

6.4%

11.1%

10.1%

4.2%

8.5%

8.1%

6.4%

10.7%

12.0%

8.9%

6.7%

2.2%

9.0%

12.6%

8.4%

7.3%

10.3%

9.9%

11.2%

9.5%

14.0%

11.4%

9.1%

10.2%

4.9%

10.9%

9.7%

9.5%

7.6%

4.9%

1.6%

12.0%

7.4%

8.8%

12.1%

12.8%

12.3%

8.3%

12.6%

8.2%

10.6%

11.2%

8.0%

10.4%

7.3%

8.7%

8.8%

10.5%

7.2%

1.8%

2.3%

1.6%

1.6%

2.0%

2.7%

2.7%

2.0%

5.3%

3.0%

2.9%

2.7%

3.6%

2.0%

2.7%

2.9%

2.7%

2.0%

3.2%

2.7%

2.2%

3.2%

2.1%

2.7%

2.2%

2.3%

1.8%

1.7%

1.6%

3.2%

1.6%

1.7%

2.0%

2.1%

（01）所属する学部・学科の学問分野に関する学修 （02）外国語能力を高めるための学修 （03）専門分野や語学に関わらず教養を身につけるための学修 （04）データサイエンスやプログラミングに関する学修 （05）就職に必要な資格や免許を取るための学修／公務員試験に合格するための学修

（06）就職を見据えた、企業・学校・官公庁などが実施するインターンシップ （07）大学院に進学するために必要な学修や情報収集 （08）クラブ・サークル活動 （09）ボランティア活動など社会貢献 （10）友人、先輩、後輩、先生などとの関わり合い（人脈づくり） （11）海外留学

（12）アルバイトなど、お金を貯めるための活動 （13）大学卒業の学歴を得るために最低限必要な学修 （14）特別に重点を置かず、ほどほどに組み合わせる （15）まだ見つかっていないため、これから考える （16）その他（自由記述：50字まで）
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設問7-1　友人ができるか不安である_学部別 2,837

226 235 70 45 576

83 87 52 20 242

39 61 25 6 131

99 152 72 32 355

320 356 134 51 861

118 157 59 21 355

92 135 56 34 317

977 1,183 468 209

設問7 次の項目について、あなたの今の気持ちに最もあてはまる選択肢を、項目ごとに1つずつ選択してください。

（01）友人ができるか不安である

※※2019年度以降、共通の設問

設問7-1　友人ができるか不安である 2,837

34.4% (977)

41.7% (1,183)

16.5% (468)

7.4% (209)

1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない

4_全くあてはまらない

設問7-1　友人ができるか不安である_年度別 20,146

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

29.8%

43.0%

37.1%

33.6%

28.4%

32.2%

34.4%

40.6%

34.0%

40.1%

39.8%

41.0%

42.4%

41.7%

18.7%

16.2%

17.3%

18.7%

21.7%

16.8%

16.5%

10.9%

6.7%

5.4%

7.9%

9.0%

8.6%

7.4%

1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない 4_全くあてはまらない

設問7-1　友人ができるか不安である_学部別 2,837

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

39.2%

34.3%

29.8%

27.9%

37.2%

33.2%

29.0%

40.8%

36.0%

46.6%

42.8%

41.3%

44.2%

42.6%

12.2%

21.5%

19.1%

20.3%

15.6%

16.6%

17.7%

7.8%

8.3%

9.0%

10.7%

1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない

4_全くあてはまらない

1_非常にあてはま
る

2_ややあてはまる
3_あまりあてはま

らない

4_全くあてはまら
ない

合計

01_理学部第一

部

02_理学部第二

部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学

部

06_先進工学部

07_経営学部

合計

学部＞学科

  フィルタ 年度:  2025 

［CTLT-TL］学部新入生 学習実態調査　ー2019～2025ー / 7-1_設問7_友人関係の不安
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設問7-1　友人ができるか不安である_学科別 2,837

63 56 19 15 153

38 40 15 18 111

41 54 10 5 110

40 43 11 3 97

44 42 15 4 105

35 24 18 5 82

16 31 18 6 71

32 32 16 9 89

21 38 10 4 73

18 23 15 2 58

20 32 10 5 67

20 21 16 6 63

21 33 8 4 66

19 37 27 14 97

19 29 11 3 62

25 24 8 4 61

25 20 13 4 62

42 27 14 7 90

29 44 10 4 87

24 31 14 5 74

43 46 20 11 120

32 45 17 4 98

25 29 12 5 71

44 48 13 3 108

31 42 13 4 90

21 30 11 3 65

21 30 14 2 67

21 32 10 4 67

24 35 16 12 87

31 30 8 - 69

32 46 20 14 112

39 50 15 8 112

21 39 21 12 93

977 1,183 468 209

設問7-1　友人ができるか不安である_学科別 2,837

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

41.2%

34.2%

37.3%

41.2%

41.9%

42.7%

22.5%

36.0%

28.8%

31.0%

29.9%

31.7%

31.8%

19.6%

30.6%

41.0%

40.3%

46.7%

33.3%

32.4%

35.8%

32.7%

35.2%

40.7%

34.4%

32.3%

31.3%

31.3%

27.6%

44.9%

28.6%

34.8%

22.6%

36.6%

36.0%

49.1%

44.3%

40.0%

29.3%

43.7%

36.0%

52.1%

39.7%

47.8%

33.3%

50.0%

38.1%

46.8%

39.3%

32.3%

30.0%

50.6%

41.9%

38.3%

45.9%

40.8%

44.4%

46.7%

46.2%

44.8%

47.8%

40.2%

43.5%

41.1%

44.6%

41.9%

12.4%

13.5%

9.1%

11.3%

14.3%

22.0%

25.4%

18.0%

13.7%

25.9%

14.9%

25.4%

12.1%

27.8%

17.7%

13.1%

21.0%

15.6%

11.5%

18.9%

16.7%

17.3%

16.9%

12.0%

14.4%

16.9%

20.9%

14.9%

18.4%

11.6%

17.9%

13.4%

22.6%

9.8%

16.2%

8.5%

10.1%

9.5%

14.4%

7.8%

9.2%

13.8%

12.5%

12.9%

1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない

4_全くあてはまらない

1_非常にあてはま
る

2_ややあてはまる
3_あまりあてはま

らない

4_全くあてはまら
ない

合計

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学

科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学

科

64_生命生物科学

科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報

工学科

74_経営システム

工学科

75_機械航空宇宙

工学科

76_社会基盤工学

科

81_電子システム

工学科

82_マテリアル創

成工学科

83_生命システム

工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン

工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコ

ノミクス学科

89_国際デザイン

経営学科

合計

Q0-1_2 - 学科
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設問7-2　授業についていけるか不安である_学部別 2,837

260 208 80 28 576

104 106 25 7 242

85 39 6 1 131

153 156 39 7 355

442 332 70 17 861

189 121 40 5 355

153 124 32 8 317

1,386 1,086 292 73

設問7 次の項目について、あなたの今の気持ちに最もあてはまる選択肢を、項目ごとに1つずつ選択してください。

（02）授業についていけるか不安である

※※2019年度以降、共通の設問

設問7-2　授業についていけるか不安である 2,837

48.9% (1,386)

38.3% (1,086)

10.3% (292)
2.6% (73)

1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない

4_全くあてはまらない

設問7-2　授業についていけるか不安である_年度別 20,146

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

41.5%

59.7%

49.9%

45.6%

41.2%

45.9%

48.9%

40.3%

38.3%

38.7%

40.9%

43.3%

39.4%

38.3%

12.6%

9.6%

10.9%

12.8%

11.9%

10.3%

5.6%

1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない 4_全くあてはまらない

設問7-2　授業についていけるか不安である_学部別 2,837

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

45.1%

43.0%

64.9%

43.1%

51.3%

53.2%

48.3%

36.1%

43.8%

29.8%

43.9%

38.6%

34.1%

39.1%

13.9%

10.3%

11.0%

8.1%

11.3%

10.1%

1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない

4_全くあてはまらない

1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる
3_あまりあてはま

らない

4_全くあては
まらない

合計

01_理学部第一

部

02_理学部第二

部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学

部

06_先進工学部

07_経営学部

合計

学部＞学科
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設問7-2　授業についていけるか不安である_学科別 2,837

58 55 30 10 153

47 40 18 6 111

57 37 10 6 110

43 41 8 5 97

55 35 14 1 105

32 39 8 3 82

28 34 9 - 71

44 33 8 4 89

48 23 1 1 73

37 16 5 - 58

30 29 7 1 67

34 24 3 2 63

30 32 3 1 66

33 44 17 3 97

26 27 9 - 62

32 15 9 5 61

27 22 11 2 62

49 32 7 2 90

44 37 6 - 87

39 27 6 2 74

62 49 7 2 120

49 41 7 1 98

36 29 5 1 71

62 38 8 - 108

42 42 4 2 90

26 29 7 3 65

33 18 15 1 67

32 27 8 - 67

53 28 6 - 87

45 19 4 1 69

59 43 8 2 112

53 43 14 2 112

41 38 10 4 93

1,386 1,086 292 73

1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる
3_あまりあては

まらない

4_全くあては
まらない

合計

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科

学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学

科

64_生命生物科学

科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報

工学科

74_経営システム

工学科

75_機械航空宇宙

工学科

76_社会基盤工学

科

81_電子システム

工学科

82_マテリアル創

成工学科

83_生命システム

工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン

工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコ

ノミクス学科

89_国際デザイン

経営学科

合計

Q0-1_2 - 学科

設問7-2　授業についていけるか不安である_学科別 2,837

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

37.9%

42.3%

51.8%

44.3%

52.4%

39.0%

39.4%

49.4%

65.8%

63.8%

44.8%

54.0%

45.5%

34.0%

41.9%

52.5%

43.5%

54.4%

50.6%

52.7%

51.7%

50.0%

50.7%

57.4%

46.7%

40.0%

49.3%

47.8%

60.9%

65.2%

52.7%

47.3%

44.1%

35.9%

36.0%

33.6%

42.3%

33.3%

47.6%

47.9%

37.1%

31.5%

27.6%

43.3%

38.1%

48.5%

45.4%

43.5%

24.6%

35.5%

35.6%

42.5%

36.5%

40.8%

41.8%

40.8%

35.2%

46.7%

44.6%

26.9%

40.3%

32.2%

27.5%

38.4%

38.4%

40.9%

19.6%

16.2%

9.1%

8.2%

13.3%

9.8%

12.7%

9.0%

8.6%

10.4%

17.5%

14.5%

14.8%

17.7%

7.8%

8.1%

10.8%

22.4%

11.9%

12.5%

10.8%

8.2%

1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない

4_全くあてはまらない
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設問7-3　経済的な不安がある_学部別 2,837

76 144 243 113 576

31 76 91 44 242

18 47 53 13 131

33 121 149 52 355

124 280 339 118 861

57 110 148 40 355

29 75 135 78 317

368 853 1,158 458

設問7 次の項目について、あなたの今の気持ちに最もあてはまる選択肢を、項目ごとに1つずつ選択してください。

（03）経済的な不安がある

※※2019年度以降、共通の設問

設問7-3　経済的な不安がある 2,837

13.0% (368)

30.1% (853)

40.8% (1,158)

16.1% (458)

1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない

4_全くあてはまらない

設問7-3　経済的な不安がある_年度別 20,145

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

11.8%

14.1%

12.2%

12.9%

11.3%

12.9%

13.0%

31.0%

31.9%

33.3%

29.9%

29.1%

30.1%

30.1%

35.7%

39.0%

39.7%

39.0%

42.3%

37.3%

40.8%

21.6%

15.1%

14.7%

18.1%

17.3%

19.7%

16.1%

1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない 4_全くあてはまらない

設問7-3　経済的な不安がある_学部別 2,837

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

13.2%

12.8%

13.7%

9.3%

14.4%

16.1%

9.1%

25.0%

31.4%

35.9%

34.1%

32.5%

31.0%

23.7%

42.2%

37.6%

40.5%

42.0%

39.4%

41.7%

42.6%

19.6%

18.2%

9.9%

14.6%

13.7%

11.3%

24.6%

1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない

4_全くあてはまらない

1_非常にあてはま
る

2_ややあてはまる
3_あまりあてはまらな

い

4_全くあてはまら
ない

合計

01_理学部第一

部

02_理学部第二

部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学

部

06_先進工学部

07_経営学部

合計

学部＞学科
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設問7-3　経済的な不安がある_学科別 2,837

29 41 61 22 153

15 29 44 23 111

12 29 50 19 110

10 23 43 21 97

10 22 45 28 105

7 34 29 12 82

14 22 24 11 71

10 20 38 21 89

14 27 25 7 73

4 20 28 6 58

6 22 29 10 67

5 21 31 6 63

7 22 30 7 66

6 36 35 20 97

9 20 24 9 62

11 22 22 6 61

13 26 16 7 62

9 26 44 11 90

10 29 38 10 87

13 26 28 7 74

19 37 42 22 120

17 27 40 14 98

7 20 29 15 71

16 40 43 9 108

9 27 37 17 90

9 21 26 9 65

8 15 37 7 67

11 18 31 7 67

18 30 30 9 87

11 26 24 8 69

15 28 48 21 112

9 20 50 33 112

5 27 37 24 93

368 853 1,158 458

設問7-3　経済的な不安がある_学科別 2,837

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

19.0%

13.5%

10.9%

10.3%

9.5%

8.5%

19.7%

11.2%

19.2%

9.0%

7.9%

10.6%

14.5%

18.0%

21.0%

10.0%

11.5%

17.6%

15.8%

17.3%

9.9%

14.8%

10.0%

13.8%

11.9%

16.4%

20.7%

15.9%

13.4%

8.0%

26.8%

26.1%

26.4%

23.7%

21.0%

41.5%

31.0%

22.5%

37.0%

34.5%

32.8%

33.3%

33.3%

37.1%

32.3%

36.1%

41.9%

28.9%

33.3%

35.1%

30.8%

27.6%

28.2%

37.0%

30.0%

32.3%

22.4%

26.9%

34.5%

37.7%

25.0%

17.9%

29.0%

39.9%

39.6%

45.5%

44.3%

42.9%

35.4%

33.8%

42.7%

34.2%

48.3%

43.3%

49.2%

45.5%

36.1%

38.7%

36.1%

25.8%

48.9%

43.7%

37.8%

35.0%

40.8%

40.8%

39.8%

41.1%

40.0%

55.2%

46.3%

34.5%

34.8%

42.9%

44.6%

39.8%

14.4%

20.7%

17.3%

21.6%

26.7%

14.6%

15.5%

23.6%

9.6%

10.3%

14.9%

9.5%

10.6%

20.6%

14.5%

9.8%

11.3%

12.2%

11.5%

9.5%

18.3%

14.3%

21.1%

8.3%

18.9%

13.8%

10.4%

10.4%

10.3%

11.6%

18.8%

29.5%

25.8%

1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない

4_全くあてはまらない

1_非常にあてはま
る

2_ややあてはまる
3_あまりあてはまらな

い

4_全くあてはまら
ない

合計

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学

科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学

科

64_生命生物科学

科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報

工学科

74_経営システム

工学科

75_機械航空宇宙

工学科

76_社会基盤工学

科

81_電子システム

工学科

82_マテリアル創

成工学科

83_生命システム

工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン

工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコ

ノミクス学科

89_国際デザイン

経営学科

合計

Q0-1_2 - 学科
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設問7-4　他の学部・学科に編入したい_学部別 2,837

6 34 121 415 576

44 60 73 65 242

- 6 17 108 131

5 10 79 261 355

14 78 246 523 861

4 17 101 233 355

4 18 71 224 317

77 223 708 1,829

1_非常にあては
まる

2_ややあてはまる
3_あまりあてはま

らない
4_全くあてはまらない 合計

01_理学部第一

部

02_理学部第二

部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学

部

06_先進工学部

07_経営学部

合計

学部＞学科

設問7 次の項目について、あなたの今の気持ちに最もあてはまる選択肢を、項目ごとに1つずつ選択してください。

（04）他の学部・学科に編入したい

※※2019年度以降、共通の設問

設問7-4　他の学部・学科に編入したい 2,837

2.7% (77)
7.9% (223)

25.0% (708)

64.5% (1,829)

1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない

4_全くあてはまらない

設問7-4　他の学部・学科に編入したい_年度別 20,144

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

4.1%

4.3%

9.9%

9.9%

9.2%

8.3%

7.1%

8.3%

7.9%

20.7%

28.8%

30.4%

25.0%

25.3%

22.5%

25.0%

65.3%

57.0%

57.5%

63.3%

64.6%

66.5%

64.5%

1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない 4_全くあてはまらない

設問7-4　他の学部・学科に編入したい_学部別 2,837

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

18.2% 24.8%

9.1%

21.0%

30.2%

13.0%

22.3%

28.6%

28.5%

22.4%

72.0%

26.9%

82.4%

73.5%

60.7%

65.6%

70.7%

1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない

4_全くあてはまらない
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設問7-4　他の学部・学科に編入したい_学科別 2,837

4 6 19 124 153

- - 20 91 111

- 13 32 65 110

2 8 28 59 97

- 7 22 76 105

10 18 32 22 82

11 20 20 20 71

23 22 21 23 89

- 4 8 61 73

- 2 9 47 58

- 1 6 60 67

3 2 15 43 63

1 2 28 35 66

1 3 23 70 97

- 2 7 53 62

2 10 18 31 61

1 11 19 31 62

- 6 27 57 90

1 7 26 53 87

- 4 12 58 74

2 12 44 62 120

3 12 36 47 98

1 6 18 46 71

2 5 20 81 108

2 5 26 57 90

2 5 19 39 65

1 2 21 43 67

- 2 11 54 67

1 6 28 52 87

- 2 22 45 69

2 6 21 83 112

- 7 33 72 112

2 5 17 69 93

77 223 708 1,829

設問7-4　他の学部・学科に編入したい_学科別 2,837

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

12.2%

15.5%

25.8%

11.8%

8.2%

22.0%

28.2%

24.7%

16.4%

17.7%

8.0%

10.0%

12.2%

8.5%

7.7%

12.4%

18.0%

29.1%

28.9%

21.0%

39.0%

28.2%

23.6%

11.0%

15.5%

9.0%

23.8%

42.4%

23.7%

11.3%

29.5%

30.6%

30.0%

29.9%

16.2%

36.7%

36.7%

25.4%

18.5%

28.9%

29.2%

31.3%

16.4%

32.2%

31.9%

18.8%

29.5%

18.3%

81.0%

82.0%

59.1%

60.8%

72.4%

26.8%

28.2%

25.8%

83.6%

81.0%

89.6%

68.3%

53.0%

72.2%

85.5%

50.8%

50.0%

63.3%

60.9%

78.4%

51.7%

48.0%

64.8%

75.0%

63.3%

60.0%

64.2%

80.6%

59.8%

65.2%

74.1%

64.3%

74.2%

1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない

4_全くあてはまらない

1_非常にあて
はまる

2_ややあてはまる
3_あまりあてはま

らない
4_全くあてはまらない 合計

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学

科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学

科

64_生命生物科学

科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報

工学科

74_経営システム

工学科

75_機械航空宇宙

工学科

76_社会基盤工学

科

81_電子システム

工学科

82_マテリアル創

成工学科

83_生命システム

工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン

工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコ

ノミクス学科

89_国際デザイン

経営学科

合計

Q0-1_2 - 学科

30 / 35 （資料集）59



設問7-5　他大学の再受験や、進学を検討している_学部別 2,837

10 23 101 442 576

9 19 53 161 242

1 3 16 111 131

6 15 63 271 355

8 35 156 662 861

4 15 67 269 355

1 8 49 259 317

39 118 505 2,175

設問7 次の項目について、あなたの今の気持ちに最もあてはまる選択肢を、項目ごとに1つずつ選択してください。

（05）他大学の再受験や、退学を検討している

※※2019年度以降、共通の設問

設問7-5　他大学の再受験や、進学を検討している 2,837

1.4% (39)
4.2% (118)

17.8% (505)

76.7% (2,175)

1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない

4_全くあてはまらない

設問7-5　他大学の再受験や、進学を検討している_年度別 20,146

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

6.4%

7.5%

4.0%

5.8%

4.3%

4.3%

4.2%

15.3%

22.7%

18.4%

17.8%

17.4%

16.7%

17.8%

75.6%

67.0%

76.2%

75.0%

76.7%

77.7%

76.7%

1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない 4_全くあてはまらない

設問7-5　他大学の再受験や、進学を検討している_学部別 2,837

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

7.9%

17.5%

21.9%

12.2%

17.7%

18.1%

18.9%

15.5%

76.7%

66.5%

84.7%

76.3%

76.9%

75.8%

81.7%

1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない

4_全くあてはまらない

1_非常にあては
まる

2_ややあてはまる
3_あまりあてはま

らない
4_全くあてはまらない 合計

01_理学部第一

部

02_理学部第二

部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学

部

06_先進工学部

07_経営学部

合計

学部＞学科
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設問7-5　他大学の再受験や、進学を検討している_学科別 2,837

5 10 29 109 153

- 3 20 88 111

3 6 23 78 110

2 2 13 80 97

- 2 16 87 105

1 1 17 63 82

2 7 22 40 71

6 11 14 58 89

1 2 8 62 73

- 1 8 49 58

1 2 15 49 67

2 2 4 55 63

1 3 12 50 66

2 3 22 70 97

- 5 10 47 62

- 2 13 46 61

- 3 15 44 62

1 1 14 74 90

1 6 18 62 87

- 5 10 59 74

3 2 29 86 120

1 8 17 72 98

- 2 13 56 71

1 4 14 89 108

1 2 13 74 90

- 2 11 52 65

1 3 14 49 67

1 2 11 53 67

2 4 16 65 87

- 4 15 50 69

1 4 20 87 112

- 3 19 90 112

- 1 10 82 93

39 118 505 2,175

1_非常にあては
まる

2_ややあてはまる
3_あまりあてはま

らない
4_全くあてはまらない 合計

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学

科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学

科

64_生命生物科学

科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報

工学科

74_経営システム

工学科

75_機械航空宇宙

工学科

76_社会基盤工学

科

81_電子システム

工学科

82_マテリアル創

成工学科

83_生命システム

工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン

工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコ

ノミクス学科

89_国際デザイン

経営学科

合計

Q0-1_2 - 学科

設問7-5　他大学の再受験や、進学を検討している_学科別 2,837

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

9.9%

12.4%

8.1%

8.2%

19.0%

18.0%

20.9%

13.4%

15.2%

20.7%

31.0%

15.7%

11.0%

13.8%

22.4%

18.2%

22.7%

16.1%

21.3%

24.2%

15.6%

20.7%

13.5%

24.2%

17.3%

18.3%

13.0%

14.4%

16.9%

20.9%

16.4%

18.4%

21.7%

17.9%

17.0%

10.8%

71.2%

79.3%

70.9%

82.5%

82.9%

76.8%

56.3%

65.2%

84.9%

84.5%

73.1%

87.3%

75.8%

72.2%

75.8%

75.4%

71.0%

82.2%

71.3%

79.7%

71.7%

73.5%

78.9%

82.4%

82.2%

80.0%

73.1%

79.1%

74.7%

72.5%

77.7%

80.4%

88.2%

1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない

4_全くあてはまらない
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設問8　2024年11月に、学校・塾・予備校の授業以外で、1日あたり平均で何時間くらい自主学習をしていましたか。平日・休日ごとにあてはまるものを1つ選択してください。（平日・休日別に平

均時間を答えてください）　※2023年度から「平日」と「休日」とを分けて調査

8-1_平日の自主学習時間　※2023年度～

設問8-1　平日の自主学習時間 8,063

（01）0分以上、1時間 ...（02）1時間以上、2時 ...（03）2時間以上、3時 ...（04）3時間以上、4時 ...（05）4時間以上、5時 ...（06）5時間以上、6時 ...（07）6時間以上、7時 ...（08）7時間以上、8時 ...（09）8時間以上、9時 ...（10）9時間以上、10時 ...（11）10時間以上

130

249

352

454
428

366

203

111
72

47

122
155

276

348

455 471

366

202

109 88
50

177

355

538 527
477

343

257

104
63 53 35

80
200

400

600

2023 2024 2025

8-2_休日の自主学習時間　※2023年度～

設問8-1　休日の自主学習時間 8,063

（01）0分以上、1時間 ...（02）1時間以上、2時 ...（03）2時間以上、3時 ...（04）3時間以上、4時 ...（05）4時間以上、5時 ...（06）5時間以上、6時 ...（07）6時間以上、7時 ...（08）7時間以上、8時 ...（09）8時間以上、9時 ...（10）9時間以上、10時 ...（11）10時間以上

119 138 156 178 181 197
231 256

296
248

534

133 145 174 170 188 198 223 253 242 259

712

264 257
303 284

243 271
232

196 191 203

388

200

400

600

800

2023 2024 2025

8_平日・休日の自主学習時間_学部、学科別　※2023年度～

8-1_平日_学部別 2,832

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14%

13%

8%

10%

11%

13%

15%

17%

15%

23%

19%

21%

19%

20%

18%

18%

24%

19%

17%

19%

21%

17%

12%

17%

15%

18%

17%

18%

13%

11%

13%

14%

11%

15%

9%

10%

10%

9%

10%

10%

6%

7%

6%

5%

4%

4%

5%

3%

5%

（01）0分以上、1時間未満 （02）1時間以上、2時間未満 （03）2時間以上、3時間未満

（04）3時間以上、4時間未満 （05）4時間以上、5時間未満 （06）5時間以上、6時間未満

（07）6時間以上、7時間未満 （08）7時間以上、8時間未満 （09）8時間以上、9時間未満

（10）9時間以上、10時間未満 （11）10時間以上

8-2_休日_学部別 2,832

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11%

11%

8%

9%

8%

9%

12%

9%

9%

5%

9%

9%

11%

10%

10%

6%

11%

9%

13%

10%

14%

10%

9%

15%

10%

9%

12%

11%

9%

12%

15%

8%

7%

9%

8%

8%

13%

6%

8%

11%

8%

11%

9%

10%

9%

8%

8%

8%

6%

5%

5%

6%

8%

8%

7%

6%

7%

5%

9%

9%

7%

6%

5%

8%

5%

5%

9%

7%

8%

4%

16%

15%

11%

13%

13%

12%

13%

（01）0分以上、1時間未満 （02）1時間以上、2時間未満 （03）2時間以上、3時間未満

（04）3時間以上、4時間未満 （05）4時間以上、5時間未満 （06）5時間以上、6時間未満

（07）6時間以上、7時間未満 （08）7時間以上、8時間未満 （09）8時間以上、9時間未満

（10）9時間以上、10時間未満 （11）10時間以上
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8-1_平日_学科別_理一、理二、薬、工 1,302

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

16%

14%

10%

20%

11%

21%

6%

13%

8%

9%

10%

10%

12%

11%

8%

13%

12%

20%

21%

23%

24%

7%

13%

22%

24%

19%

22%

18%

14%

23%

18%

17%

19%

12%

21%

16%

24%

16%

21%

28%

13%

21%

18%

24%

16%

20%

18%

14%

13%

19%

9%

18%

11%

15%

19%

7%

19%

14%

15%

19%

12%

13%

15%

15%

9%

9%

10%

14%

16%

9%

19%

11%

12%

16%

10%

10%

11%

10%

8%

9%

7%

7%

14%

12%

5%

16%

8%

11%

4%

15%

4%

5%

4%

5%

8%

5%

6%

7%

10%

5%

4%

4%

5%

4%

5%

5%

4%

4%

4%

6%

7%

4%

6%

（01）0分以上、1時間未満 （02）1時間以上、2時間未満 （03）2時間以上、3時間未満

（04）3時間以上、4時間未満 （05）4時間以上、5時間未満 （06）5時間以上、6時間未満

（07）6時間以上、7時間未満 （08）7時間以上、8時間未満 （09）8時間以上、9時間未満

（10）9時間以上、10時間未満 （11）10時間以上

8-2_休日_学科別_理一、理二、薬、工 1,302

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

41_建築学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

11%

11%

9%

18%

6%

17%

6%

9%

8%

9%

6%

6%

14%

9%

10%

9%

7%

6%

12%

9%

15%

8%

5%

5%

12%

11%

5%

7%

11%

8%

11%

8%

8%

12%

7%

6%

5%

10%

12%

10%

10%

9%

9%

8%

8%

6%

9%

9%

15%

11%

10%

7%

16%

12%

4%

14%

9%

10%

10%

8%

7%

12%

6%

9%

7%

15%

14%

8%

22%

4%

5%

12%

10%

6%

8%

9%

9%

6%

8%

10%

11%

17%

7%

5%

6%

5%

6%

10%

11%

10%

7%

8%

9%

10%

7%

15%

8%

5%

14%

6%

11%

11%

8%

6%

5%

10%

4%

10%

3%

8%

3%

13%

5%

11%

6%

6%

9%

7%

7%

6%

4%

5%

4%

6%

11%

7%

10%

11%

5%

10%

6%

5%

13%

6%

6%

10%

6%

7%

5%

3%

7%

14%

8%

7%

10%

16%

19%

22%

13%

9%

11%

18%

17%

15%

7%

19%

8%

18%

8%

13%

（01）0分以上、1時間未満 （02）1時間以上、2時間未満 （03）2時間以上、3時間未満

（04）3時間以上、4時間未満 （05）4時間以上、5時間未満 （06）5時間以上、6時間未満

（07）6時間以上、7時間未満 （08）7時間以上、8時間未満 （09）8時間以上、9時間未満

（10）9時間以上、10時間未満 （11）10時間以上

8-1_平日_学科別_創域、先進工、経営 1,530

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科
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（01）0分以上、1時間未満 （02）1時間以上、2時間未満 （03）2時間以上、3時間未満

（04）3時間以上、4時間未満 （05）4時間以上、5時間未満 （06）5時間以上、6時間未満

（07）6時間以上、7時間未満 （08）7時間以上、8時間未満 （09）8時間以上、9時間未満

（10）9時間以上、10時間未満 （11）10時間以上

8-2_休日_学科別_創域、先進工、経営 1,530

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

84_物理工学科

85_機能デザイン工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科
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（01）0分以上、1時間未満 （02）1時間以上、2時間未満 （03）2時間以上、3時間未満

（04）3時間以上、4時間未満 （05）4時間以上、5時間未満 （06）5時間以上、6時間未満

（07）6時間以上、7時間未満 （08）7時間以上、8時間未満 （09）8時間以上、9時間未満

（10）9時間以上、10時間未満 （11）10時間以上
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（旧設問）8_自主学習時間　※2020,2021,2022年度

設問8《2020,2021,2022年度》　高校時代（高校3年生11月頃）、週当たり平均でどの程度自習していましたか（塾や予備校の授業時間を除く） 8,699

（01）0分以上、1時間 ...（02）1時間以上、2時 ...（03）2時間以上、3時 ...（04）3時間以上、4時 ...（05）4時間以上、5時 ...（06）5時間以上、6時 ...（07）6時間以上、7時 ...（08）7時間以上、8時 ...（09）8時間以上、9時 ...（10）9時間以上、10時 ...（11）10時間以上

500

1,000

1,500

2020 2021 2022

（旧設問）8_自主学習時間　※2019年度

設問8《2019年度》　高校時代を平均すると、あなたは週あたりどのくらい自習をしていましたか（塾や予備校の時間を除く） 3,295

（00）自習はしていない （01）0分以上、1時間未満 （02）1時間以上、2時間未 （03）2時間以上、3時間未 （04）3時間以上、4時間未 （05）4時間以上、5時間未（06-2）5時間以上、7時間未 ...（08-2）7時間以上、10時間 ... （11）10時間以上

119 148
221

286
329 327

426
470

969

200

400

600

800

1,000

2019
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5 
 

 

授業改善のためのアンケート 共通設問 

 

1.この授業は、シラバスに記載された目的に沿って行われていましたか。（一つ選択） 

 

2.この授業の板書、配付資料（パワーポイントや動画等）はわかりやすかったですか。（一つ選択） 

 

3．教員の講義はわかりやすかったですか。（一つ選択） 

 

4.この授業における教員のフィードバック（質問への対応、テストや課題へのコメント等）は適切

だと思いますか。（一つ選択） 

 

5.あなたはこの授業のシラバスに記載された到達目標に到達できたと思いますか。（一つ選択） 

 

6.あなたはこの授業に積極的に取り組むことができましたか。（一つ選択） 

 

7.あなたはこの授業を受けたことで、自分の成長を実感できましたか。（一つ選択） 

 

8.あなたはこの授業に満足しましたか。（一つ選択） 

 

9．あなたはこの授業 1コマ（90分）につき、予習・復習（レポート・発表資料作成、図書館やイン

ターネットでの情報収集、ノートや配付資料の復習等を含む）を平均でどの程度行いましたか。

（一つ選択） 

 7：4時間以上 

 6：3時間以上 4時間未満 

  5：2時間以上 3時間未満 

 4：1時間 30分以上 2時間未満 

 3：1時間以上 1時間 30分未満 

 2：30分以上 1時間未満 

 1：30分未満 

  

 

 

 

 

別紙１ 
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6 
 

10.あなたにとってこの授業の難易度はどのように感じましたか。（一つ選択） 

4：難しかった 

3：やや難しかった 

2：やや易しかった 

1：易しかった 

 

11.あなたはこの授業における不明点や疑問点をどのように解決しましたか。（複数回答可） 

 5：友人と相談した 

 4：教員へ質問した 

 3：自分で調べて解決した 

 2：不明点や疑問点があったが、なにもしなかった 

 1：不明点や疑問点はなかった 

 

12.この授業の良かった点があれば、記入してください。（400字以内） 

 

13．この授業の改善してほしい点があれば、記入してください。（400字以内） 

 

選択肢（共通設問 9,10,11,12,13を除く） 

 ４：大いにそう思う 

 ３：そう思う 

 ２：そう思わない 

 １：全くそう思わない 
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１．各学部・研究科における実施科目（Web方式）

・・・ 各学部・研究科においてあらかじめ決定したアンケート実施予定科目に対する実施の割合

（注）

　＊　履修者数は、2025年8月1日現在。

　＊　科目数には、後期開講科目及び履修者ゼロの科目は含まない。

　＊　本集計結果には、前期中間時期の集計分も含む。

【参考】

アンケート回答期間

コメント入力期間

 結果公開期間

（１） 全体

実施予定科目数
実施予定科目に

おける実施科目数
実施予定科目に

おける実施率
実施予定科目に

おける総履修者数
回答者数 回答率

（a） （b） （b/a） （c） （d） （d/c）

合計 2,793 2,678 95.88% 166,770 45,460 27.26%

（２） 学部別

実施予定科目数
実施予定科目に

おける実施科目数
実施予定科目に

おける実施率
実施予定科目に

おける総履修者数
回答者数 回答率

（a） （b） （b/a） （c） （d） （d/c）

理一 470 465 98.94% 26,965 8,465 31.39%

理二 287 277 96.52% 14,718 4,062 27.60%

薬 87 87 100.00% 7,669 3,511 45.78%

工 415 391 94.22% 27,596 5,947 21.55%

創域理工 687 667 97.09% 46,951 12,489 26.60%

先進工 254 251 98.82% 18,337 5,925 32.31%

経営 256 246 96.09% 15,762 3,226 20.47%

合計 2,456 2,384 97.07% 157,998 43,625 27.61%

2025年度前期　授業改善のためのアンケート　集計結果

学部

 2025年7月3日～2025年8月6日

 2025年8月7日～2025年9月7日

 2025年9月8日～2027年3月31日
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2025年度前期　授業改善のためのアンケート　集計結果

（３） 学部学科別

実施予定科目数
実施予定科目に

おける実施科目数
実施予定科目に

おける実施率
実施予定科目に

おける総履修者数
回答者数 回答率

（a） （b） （b/a） （c） （d） （d/c）

理一 教養 255 251 98.43% 12,387 4,111 33.19%

理一 数学 43 42 97.67% 2,698 878 32.54%

理一 物理 40 40 100.00% 3,091 910 29.44%

理一 化学 38 38 100.00% 2,781 871 31.32%

理一 応数 41 41 100.00% 2,502 646 25.82%

理一 応物 11 11 100.00% 141 29 20.57%

理一 応化 42 42 100.00% 3,365 1,020 30.31%

理二 教養 139 132 94.96% 4,043 1,273 31.49%

理二 数学 65 62 95.38% 3,655 766 20.96%

理二 物理 46 46 100.00% 3,790 1,031 27.20%

理二 化学 37 37 100.00% 3,230 992 30.71%

薬 38 38 100.00% 4,928 2,320 47.08%

薬 教養 28 28 100.00% 786 338 43.00%

薬 薬 14 14 100.00% 1,329 603 45.37%

薬 創薬 7 7 100.00% 626 250 39.94%

工 教養 149 142 95.30% 9,484 2,675 28.21%

工 建築 73 65 89.04% 3,720 1,077 28.95%

工 工化 48 48 100.00% 3,994 601 15.05%

工 電工 49 44 89.80% 3,330 515 15.47%

工 情工 45 43 95.56% 3,168 672 21.21%

工 機工 51 49 96.08% 3,900 407 10.44%

創域理工 教養 330 329 99.70% 14,119 4,557 32.28%

創域理工 数学 31 28 90.32% 1,888 459 24.31%

創域理工 物理 35 35 100.00% 3,008 731 24.30%

創域理工 情報 30 30 100.00% 2,915 571 19.59%

創域理工 生物 31 30 96.77% 2,951 551 18.67%

創域理工 建築 35 33 94.29% 3,282 712 21.69%

創域理工 先化 28 28 100.00% 3,126 1,179 37.72%

創域理工 電電 50 47 94.00% 4,908 844 17.20%

創域理工 経営 37 31 83.78% 2,908 481 16.54%

創域理工 機械 41 37 90.24% 3,984 1,042 26.15%

創域理工 社基 39 39 100.00% 3,862 1,362 35.27%

先進工 教養 53 52 98.11% 1,665 466 27.99%

先進工 電シ工 37 36 97.30% 3,331 877 26.33%

先進工 マテ工 35 35 100.00% 3,145 842 26.77%

先進工 生シ工 38 38 100.00% 3,550 921 25.94%

先進工 物理工 54 54 100.00% 3,555 1,478 41.58%

先進工 機デ工 37 36 97.30% 3,091 1,341 43.38%

経営 教養 100 97 97.00% 3,063 950 31.02%

経営 経営 55 55 100.00% 4,838 938 19.39%

経営 ビジ 50 45 90.00% 4,806 732 15.23%

経営 国デ 51 49 96.08% 3,055 606 19.84%

合計 2,456 2,384 97.07% 157,998 43,625 27.61%

（４） 学部開講科目・授業形態別

実施予定科目数
実施予定科目に

おける実施科目数
実施予定科目に

おける実施率
実施予定科目に

おける総履修者数
回答者数 回答率

（a） （b） （b/a） （c） （d） （d/c）

講義 2,191 2,126 97.03% 139,398 38,972 27.96%

演習 126 124 98.41% 8,626 2,681 31.08%

実験 105 103 98.10% 7,534 1,474 19.56%

実習 30 27 90.00% 2,354 472 20.05%

実技 4 4 100.00% 86 26 30.23%

卒研 0 0 - 0 0 -

合計 2,456 2,384 97.07% 157,998 43,625 27.61%

学部学科

授業形態
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2025年度前期　授業改善のためのアンケート　集計結果

（５） 研究科別

実施予定科目数
実施予定科目に

おける実施科目数
実施予定科目に

おける実施率
実施予定科目に

おける総履修者数
回答者数 回答率

（a） （b） （b/a） （c） （d） （d/c）

理研 41 38 92.68% 1,598 273 17.08%

薬研 2 2 100.00% 188 68 36.17%

工研 61 49 80.33% 1,635 206 12.60%

創域理工研 102 88 86.27% 3,641 410 11.26%

先進工研 28 22 78.57% 683 129 18.89%

経営研 100 92 92.00% 991 726 73.26%

生命研 3 3 100.00% 36 23 63.89%

合計 337 294 87.24% 8,772 1,835 20.92%

（６） 研究科専攻別

実施予定科目数
実施予定科目に

おける実施科目数
実施予定科目に

おける実施率
実施予定科目に

おける総履修者数
回答者数 回答率

（a） （b） （b/a） （c） （d） （d/c）

理研 教養 0 0 - 0 0 -

理研 数学 8 8 100.00% 186 36 19.35%

理研 物理 5 5 100.00% 424 51 12.03%

理研 化学 14 13 92.86% 695 125 17.99%

理研 応数 6 6 100.00% 164 38 23.17%

理研 科教 8 6 75.00% 129 23 17.83%

薬研 教養 1 1 100.00% 136 61 44.85%

薬研 薬 0 0 - 0 0 -

薬研 薬科 1 1 100.00% 52 7 13.46%

工研 教養 21 14 66.67% 339 36 10.62%

工研 建築 9 9 100.00% 271 54 19.93%

工研 工化 4 4 100.00% 231 24 10.39%

工研 電工 10 10 100.00% 382 53 13.87%

工研 経工 0 0 - 0 0 -

工研 情工 10 8 80.00% 236 28 11.86%

工研 機工 7 4 57.14% 176 11 6.25%

創域理工研 教養 16 16 100.00% 902 127 14.08%

創域理工研 数学 5 5 100.00% 131 5 3.82%

創域理工研 物理 8 8 100.00% 190 32 16.84%

創域理工研 情報 6 6 100.00% 264 33 12.50%

創域理工研 生物 1 1 100.00% 23 3 13.04%

創域理工研 建築 14 6 42.86% 234 8 3.42%

創域理工研 先化 8 8 100.00% 254 53 20.87%

創域理工研 電電 10 10 100.00% 556 59 10.61%

創域理工研 経営 10 5 50.00% 275 12 4.36%

創域理工研 機械 10 9 90.00% 483 29 6.00%

創域理工研 社基 12 12 100.00% 293 33 11.26%

創域理工研 火災 2 2 100.00% 36 16 44.44%

先進工研 教養 6 6 100.00% 224 52 23.21%

先進工研 電シ工 7 7 100.00% 176 22 12.50%

先進工研 マテ工 4 4 100.00% 71 16 22.54%

先進工研 生シ工 0 0 - 0 0 -

先進工研 物理工 5 5 100.00% 176 39 22.16%

先進工研 機デ工 6 0 0.00% 36 0 0.00%

経営研 教養 0 0 - 0 0 -

経営研 経営 12 11 91.67% 190 32 16.84%

経営研 技経 88 81 92.05% 801 694 86.64%

生命研 教養 0 0 - 0 0 -

生命研 生命 3 3 100.00% 36 23 63.89%

合計 337 294 87.24% 8,772 1,835 20.92%

研究科専攻

研究科
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2025年度前期　授業改善のためのアンケート　集計結果

（７） 研究科開講科目・授業形態別

実施予定科目数
実施予定科目に

おける実施科目数
実施予定科目に

おける実施率
実施予定科目に

おける総履修者数
回答者数 回答率

（a） （b） （b/a） （c） （d） （d/c）

講義 282 250 88.65% 8,262 1,668 20.19%

演習 55 44 80.00% 510 167 32.75%

実験 0 0 - 0 0 -

実習 0 0 - 0 0 -

実技 0 0 - 0 0 -

卒研 0 0 - 0 0 -

合計 337 294 87.24% 8,772 1,835 20.92%

授業形態
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2025年度前期　授業改善のためのアンケート　集計結果

２．全授業科目における実施科目（Web方式）

　　　　・・・ 全授業科目に対する実施の割合

（注）

　＊　履修者数は、2025年8月1日現在。

　＊　科目数には、後期開講科目及び履修者ゼロの科目は含まない。

　＊　本集計結果には、前期中間時期の集計分も含む。

【参考】

 アンケート回答期間

 コメント入力期間

 結果公開期間

（１） 全体

全授業科目数
全授業科目に

おける実施科目数
全授業科目に
おける実施率

（A） （B） （B/A）

合計 5,219 2,678 51.31%

（２） 学部別

全授業科目数
全授業科目に

おける実施科目数
全授業科目に
おける実施率

（A） （B） （B/A）

理一 665 465 69.92%

理二 376 277 73.67%

薬 250 87 34.80%

工 474 391 82.49%

創域理工 944 667 70.66%

先進工 345 251 72.75%

経営 339 246 72.57%

合計 3,393 2,384 70.26%

学部

 2025年7月3日～2025年8月6日

 2025年8月7日～2025年9月7日

 2025年9月8日～2027年3月31日
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2025年度前期　授業改善のためのアンケート　集計結果

（３） 学部学科別

全授業科目数
全授業科目に

おける実施科目数
全授業科目に
おける実施率

（A） （B） （B/A）

理一 教養 315 251 79.68%

理一 数学 62 42 67.74%

理一 物理 61 40 65.57%

理一 化学 60 38 63.33%

理一 応数 59 41 69.49%

理一 応物 42 11 26.19%

理一 応化 66 42 63.64%

理二 教養 163 132 80.98%

理二 数学 75 62 82.67%

理二 物理 65 46 70.77%

理二 化学 73 37 50.68%

薬 48 38 79.17%

薬 教養 28 28 100.00%

薬 薬 129 14 10.85%

薬 創薬 45 7 15.56%

工 教養 187 142 75.94%

工 建築 80 65 81.25%

工 工化 51 48 94.12%

工 電工 53 44 83.02%

工 情工 50 43 86.00%

工 機工 53 49 92.45%

創域理工 教養 412 329 79.85%

創域理工 数学 55 28 50.91%

創域理工 物理 49 35 71.43%

創域理工 情報 44 30 68.18%

創域理工 生物 47 30 63.83%

創域理工 建築 52 33 63.46%

創域理工 先化 46 28 60.87%

創域理工 電電 67 47 70.15%

創域理工 経営 60 31 51.67%

創域理工 機械 58 37 63.79%

創域理工 社基 54 39 72.22%

先進工 教養 53 52 98.11%

先進工 電シ工 66 36 54.55%

先進工 マテ工 70 35 50.00%

先進工 生シ工 64 38 59.38%

先進工 物理工 54 54 100.00%

先進工 機デ工 38 36 94.74%

経営 教養 100 97 97.00%

経営 経営 89 55 61.80%

経営 ビジ 74 45 60.81%

経営 国デ 76 49 64.47%

合計 3,393 2,384 70.26%

（４） 学部開講科目・授業形態別

全授業科目数
全授業科目に

おける実施科目数
全授業科目に
おける実施率

（A） （B） （B/A）

講義 2,361 2,126 90.05%

演習 223 124 55.61%

実験 133 103 77.44%

実習 50 27 54.00%

実技 86 4 4.65%

卒研 540 0 0.00%

合計 3,393 2,384 70.26%

学部学科

授業形態
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2025年度前期　授業改善のためのアンケート　集計結果

（５） 研究科別

全授業科目数
全授業科目に

おける実施科目数
全授業科目に
おける実施率

（A） （B） （B/A）

理研 440 38 8.64%

薬研 213 2 0.94%

工研 98 49 50.00%

創域理工研 545 88 16.15%

先進工研 342 22 6.43%

経営研 149 92 61.74%

生命研 39 3 7.69%

合計 1,826 294 16.10%

（６） 研究科専攻別

全授業科目数
全授業科目に

おける実施科目数
全授業科目に
おける実施率

（A） （B） （B/A）

理研 教養 2 0 0.00%

理研 数学 75 8 10.67%

理研 物理 87 5 5.75%

理研 化学 141 13 9.22%

理研 応数 73 6 8.22%

理研 科教 62 6 9.68%

薬研 教養 2 1 50.00%

薬研 薬 34 0 0.00%

薬研 薬科 177 1 0.56%

工研 教養 21 14 66.67%

工研 建築 18 9 50.00%

工研 工化 8 4 50.00%

工研 電工 14 10 71.43%

工研 経工 0 0 -

工研 情工 22 8 36.36%

工研 機工 15 4 26.67%

創域理工研 教養 52 16 30.77%

創域理工研 数学 48 5 10.42%

創域理工研 物理 37 8 21.62%

創域理工研 情報 31 6 19.35%

創域理工研 生物 61 1 1.64%

創域理工研 建築 65 6 9.23%

創域理工研 先化 34 8 23.53%

創域理工研 電電 84 10 11.90%

創域理工研 経営 33 5 15.15%

創域理工研 機械 40 9 22.50%

創域理工研 社基 45 12 26.67%

創域理工研 火災 15 2 13.33%

先進工研 教養 6 6 100.00%

先進工研 電シ工 95 7 7.37%

先進工研 マテ工 69 4 5.80%

先進工研 生シ工 89 0 0.00%

先進工研 物理工 56 5 8.93%

先進工研 機デ工 27 0 0.00%

経営研 教養 0 0 -

経営研 経営 61 11 18.03%

経営研 技経 88 81 92.05%

生命研 教養 0 0 -

生命研 生命 39 3 7.69%

合計 1,826 294 16.10%

研究科

研究科専攻
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2025年度前期　授業改善のためのアンケート　集計結果

（７） 研究科開講科目・授業形態別

全授業科目数
全授業科目に

おける実施科目数
全授業科目に
おける実施率

（A） （B） （B/A）

講義 641 250 39.00%

演習 162 44 27.16%

実験 1 0 0.00%

実習 6 0 0.00%

実技 3 0 0.00%

卒研 1,013 0 0.00%

合計 1,826 294 16.10%

授業形態
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4 3 2 1

大いに
そう思う

そう思う
そう

思わない
全くそう

思わない

25,877 18,263 871 449

56.9 40.2 1.9 1.0

22,694 18,432 3,187 1,147

49.9 40.5 7.0 2.5

22,043 18,875 3,374 1,168

48.5 41.5 7.4 2.6

21,602 20,327 2,562 969

47.5 44.7 5.6 2.1

17,756 23,459 3,405 840

39.1 51.6 7.5 1.8

21,173 20,880 2,756 651

46.6 45.9 6.1 1.4

19,752 21,641 3,163 904

43.4 47.6 7.0 2.0

20,802 20,422 3,006 1,230

45.8 44.9 6.6 2.7

7 6 5 4

1,314 556 1,716 3,065

2.9 1.2 3.8 6.7

3 2 1

8,083 15,773 14,953

17.8 34.7 32.9

11,808 24,068 8,086 1,498

26.0 52.9 17.8 3.3

5 4 3 2

27,805 5,410 27,433 928

61.2 11.9 60.3 2.0

1

2,407

5.3

東京理科大学2025年度前期　授業改善のためのアンケート　集計結果（全体【学部・研究科】）

45,460

■　共通設問

Q
有効
回答

無効
回答

全体
平均点

設問文

この授業の板書、配付資料（パワーポイントや動画等）はわかりやすかったですか。2

履修者数

回答者数

166,770

45,460

上段：回答者数／下段：回答割合（％）

45,460

3.530

0

0 3.36

5 3.28

1 この授業は、シラバスに記載された目的に沿って行われていましたか。

4
この授業における教員のフィードバック（質問への対応、テストや課題への
コメント等）は適切だと思いますか。

あなたはこの授業のシラバスに記載された到達目標に到達できたと思いますか。

3 教員の講義はわかりやすかったですか。 45,460

45,460

3.380

45,460

3.380

3.38045,460あなたはこの授業に積極的に取り組むことができましたか。6

7 あなたはこの授業を受けたことで、自分の成長を実感できましたか。 45,460 0 3.33

8 あなたはこの授業に満足しましたか。 45,460 0 3.34

-

あなたはこの授業 1 コマ（90 分）につき、予習・復習（レポート・発表資料作成、
図書館やインターネットでの情報収集、ノートや配付資料の復習等を含む）を
平均でどの程度行いましたか。

7：4 時間以上　/　6：3 時間以上 4 時間未満　/　5：2 時間以上 3 時間未満　/
4：1 時間 30 分以上 2 時間未満　/　3：1 時間以上 1 時間 30 分未満　/
2：30 分以上 1 時間未満　/　1：30 分未満

11

あなたはこの授業における不明点や疑問点をどのように解決しましたか。
（複数回答可）

5：友人と相談した　/　4：教員へ質問した　/　3：自分で調べて解決した　/
2：不明点や疑問点があったが、なにもしなかった　/　1：不明点や疑問点はなかった

45,460 0

10
あなたにとってこの授業の難易度はどのように感じましたか。
4：難しかった　/　3：やや難しかった　/　2：やや易しかった　/　1：易しかった

45,460 0 -

9 45,460 0 -

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8

全体平均点
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4 3 2 1

大いに
そう思う

そう思う
そう

思わない
全くそう

思わない

24,734 17,611 843 437

56.7 40.4 1.9 1.0

21,655 17,742 3,101 1,127

49.6 40.7 7.1 2.6

21,002 18,178 3,294 1,151

48.1 41.7 7.6 2.6

20,623 19,589 2,476 937

47.3 44.9 5.7 2.1

17,000 22,528 3,282 815

39.0 51.6 7.5 1.9

20,198 20,115 2,679 633

46.3 46.1 6.1 1.5

18,833 20,820 3,086 886

43.2 47.7 7.1 2.0

19,786 19,711 2,929 1,199

45.4 45.2 6.7 2.7

7 6 5 4

1,204 483 1,546 2,832

2.8 1.1 3.5 6.5

3 2 1

7,669 15,271 14,620

17.6 35.0 33.5

11,358 22,982 7,811 1,474

26.0 52.7 17.9 3.4

5 4 3 2

26,923 4,991 26,160 888

61.7 11.4 60.0 2.0

1

2,353

5.4

東京理科大学2025年度前期　授業改善のためのアンケート　集計結果（全体【学部】）

43,625

■　共通設問

Q
有効
回答

無効
回答

全体
平均点

設問文

この授業の板書、配付資料（パワーポイントや動画等）はわかりやすかったですか。2

履修者数

回答者数

157,998

43,625

上段：回答者数／下段：回答割合（％）

43,625

3.530

0

0 3.35

5 3.28

1 この授業は、シラバスに記載された目的に沿って行われていましたか。

4
この授業における教員のフィードバック（質問への対応、テストや課題への
コメント等）は適切だと思いますか。

あなたはこの授業のシラバスに記載された到達目標に到達できたと思いますか。

3 教員の講義はわかりやすかったですか。 43,625

43,625

3.370

43,625

3.370

3.37043,625あなたはこの授業に積極的に取り組むことができましたか。6

7 あなたはこの授業を受けたことで、自分の成長を実感できましたか。 43,625 0 3.32

8 あなたはこの授業に満足しましたか。 43,625 0 3.33

-

あなたはこの授業 1 コマ（90 分）につき、予習・復習（レポート・発表資料作成、
図書館やインターネットでの情報収集、ノートや配付資料の復習等を含む）を
平均でどの程度行いましたか。

7：4 時間以上　/　6：3 時間以上 4 時間未満　/　5：2 時間以上 3 時間未満　/
4：1 時間 30 分以上 2 時間未満　/　3：1 時間以上 1 時間 30 分未満　/
2：30 分以上 1 時間未満　/　1：30 分未満

11

あなたはこの授業における不明点や疑問点をどのように解決しましたか。
（複数回答可）

5：友人と相談した　/　4：教員へ質問した　/　3：自分で調べて解決した　/
2：不明点や疑問点があったが、なにもしなかった　/　1：不明点や疑問点はなかった

43,625 0

10
あなたにとってこの授業の難易度はどのように感じましたか。
4：難しかった　/　3：やや難しかった　/　2：やや易しかった　/　1：易しかった

43,625 0 -

9 43,625 0 -

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8

全体平均点
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4 3 2 1

大いに
そう思う

そう思う
そう

思わない
全くそう

思わない

1,143 652 28 12

62.3 35.5 1.5 0.7

1,039 690 86 20

56.6 37.6 4.7 1.1

1,041 697 80 17

56.7 38.0 4.4 0.9

979 738 86 32

53.4 40.2 4.7 1.7

756 931 123 25

41.2 50.7 6.7 1.4

975 765 77 18

53.1 41.7 4.2 1.0

919 821 77 18

50.1 44.7 4.2 1.0

1,016 711 77 31

55.4 38.7 4.2 1.7

7 6 5 4

110 73 170 233

6.0 4.0 9.3 12.7

3 2 1

414 502 333

22.6 27.4 18.1

450 1,086 275 24

24.5 59.2 15.0 1.3

5 4 3 2

882 419 1,273 40

48.1 22.8 69.4 2.2

1

54

2.9

東京理科大学2025年度前期　授業改善のためのアンケート　集計結果（全体【研究科】）

1,835

■　共通設問

Q
有効
回答

無効
回答

全体
平均点

設問文

この授業の板書、配付資料（パワーポイントや動画等）はわかりやすかったですか。2

履修者数

回答者数

8,772

1,835

上段：回答者数／下段：回答割合（％）

1,835

3.590

0

0 3.51

5 3.32

1 この授業は、シラバスに記載された目的に沿って行われていましたか。

4
この授業における教員のフィードバック（質問への対応、テストや課題への
コメント等）は適切だと思いますか。

あなたはこの授業のシラバスに記載された到達目標に到達できたと思いますか。

3 教員の講義はわかりやすかったですか。 1,835

1,835

3.500

1,835

3.450

3.4701,835あなたはこの授業に積極的に取り組むことができましたか。6

7 あなたはこの授業を受けたことで、自分の成長を実感できましたか。 1,835 0 3.44

8 あなたはこの授業に満足しましたか。 1,835 0 3.48

-

あなたはこの授業 1 コマ（90 分）につき、予習・復習（レポート・発表資料作成、
図書館やインターネットでの情報収集、ノートや配付資料の復習等を含む）を
平均でどの程度行いましたか。

7：4 時間以上　/　6：3 時間以上 4 時間未満　/　5：2 時間以上 3 時間未満　/
4：1 時間 30 分以上 2 時間未満　/　3：1 時間以上 1 時間 30 分未満　/
2：30 分以上 1 時間未満　/　1：30 分未満

11

あなたはこの授業における不明点や疑問点をどのように解決しましたか。
（複数回答可）

5：友人と相談した　/　4：教員へ質問した　/　3：自分で調べて解決した　/
2：不明点や疑問点があったが、なにもしなかった　/　1：不明点や疑問点はなかった

1,835 0

10
あなたにとってこの授業の難易度はどのように感じましたか。
4：難しかった　/　3：やや難しかった　/　2：やや易しかった　/　1：易しかった

1,835 0 -

9 1,835 0 -

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8

全体平均点

（資料集）77



１．各学部・研究科における実施科目（Web方式）

　　　　・・・ 各学部・研究科においてあらかじめ決定したアンケート実施予定科目に対する実施の割合

（注）

　＊　履修者数は、2026年1月23日現在。

　＊　科目数には、前期開講科目及び履修者ゼロの科目は含まない。

　＊　本集計結果には、後期中間時期の集計分も含む。

【参考】

 アンケート回答期間

 コメント入力期間

 結果公開期間

（１） 全体

実施予定科目数
実施予定科目に

おける実施科目数
実施予定科目に

おける実施率
実施予定科目に

おける総履修者数
回答者数 回答率

（a） （b） （b/a） （c） （d） （d/c）

合計 2,624 2,488 94.82% 146,047 27,104 18.56%

（２） 学部別

実施予定科目数
実施予定科目に

おける実施科目数
実施予定科目に

おける実施率
実施予定科目に

おける総履修者数
回答者数 回答率

（a） （b） （b/a） （c） （d） （d/c）

理一 425 416 97.88% 23,556 4,844 20.56%

理二 281 268 95.37% 13,172 2,503 19.00%

薬 77 77 100.00% 6,382 1,997 31.29%

工 401 374 93.27% 24,325 3,253 13.37%

創域理工 655 632 96.49% 42,151 8,091 19.20%

先進工 258 249 96.51% 17,114 3,190 18.64%

経営 248 226 91.13% 13,701 2,008 14.66%

合計 2,345 2,242 95.61% 140,401 25,886 18.44%

2025年度後期　授業改善のためのアンケート　集計結果

学部

 2025年12月8日（月）～2026年1月25日（日）

 2026年1月26日（月）～2026年2月26日（木）

 2026年2月27日（金）～2027年3月31日（水）
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2025年度後期　授業改善のためのアンケート　集計結果

（３） 学部学科別

実施予定科目数
実施予定科目に

おける実施科目数
実施予定科目に

おける実施率
実施予定科目に

おける総履修者数
回答者数 回答率

（a） （b） （b/a） （c） （d） （d/c）

理一 教養 235 228 97.02% 11,128 2,425 21.79%

理一 数学 42 42 100.00% 2,252 565 25.09%

理一 物理 32 32 100.00% 2,564 551 21.49%

理一 化学 35 34 97.14% 2,778 462 16.63%

理一 応数 40 39 97.50% 2,042 390 19.10%

理一 応物 7 7 100.00% 75 19 25.33%

理一 応化 34 34 100.00% 2,717 432 15.90%

理二 教養 134 127 94.78% 3,713 805 21.68%

理二 数学 66 60 90.91% 3,349 468 13.97%

理二 物理 44 44 100.00% 3,221 688 21.36%

理二 化学 37 37 100.00% 2,889 542 18.76%

薬 30 30 100.00% 3,686 1,056 28.65%

薬 教養 28 28 100.00% 783 293 37.42%

薬 薬 12 12 100.00% 1,189 344 28.93%

薬 創薬 7 7 100.00% 724 304 41.99%

工 教養 126 121 96.03% 7,204 1,208 16.77%

工 建築 71 65 91.55% 3,155 604 19.14%

工 工化 51 51 100.00% 4,045 383 9.47%

工 電工 55 53 96.36% 3,702 519 14.02%

工 情工 43 35 81.40% 2,530 312 12.33%

工 機工 55 49 89.09% 3,689 227 6.15%

創域理工 教養 308 297 96.43% 12,184 2,991 24.55%

創域理工 数学 31 29 93.55% 1,632 199 12.19%

創域理工 物理 36 36 100.00% 2,883 540 18.73%

創域理工 情報 33 33 100.00% 2,684 341 12.70%

創域理工 生物 33 31 93.94% 2,852 235 8.24%

創域理工 建築 31 31 100.00% 2,455 412 16.78%

創域理工 先化 29 29 100.00% 3,223 905 28.08%

創域理工 電電 48 44 91.67% 4,751 644 13.56%

創域理工 経営 34 32 94.12% 2,504 290 11.58%

創域理工 機械 38 36 94.74% 4,137 660 15.95%

創域理工 社基 34 34 100.00% 2,846 874 30.71%

先進工 教養 58 54 93.10% 1,682 332 19.74%

先進工 電シ工 33 33 100.00% 3,501 609 17.40%

先進工 マテ工 38 36 94.74% 2,959 285 9.63%

先進工 生シ工 40 37 92.50% 2,929 478 16.32%

先進工 物理工 52 52 100.00% 3,261 777 23.83%

先進工 機デ工 37 37 100.00% 2,782 709 25.49%

経営 教養 102 94 92.16% 2,860 662 23.15%

経営 経営 42 39 92.86% 3,410 438 12.84%

経営 ビジ 47 44 93.62% 4,557 629 13.80%

経営 国デ 57 49 85.96% 2,874 279 9.71%

合計 2,345 2,242 95.61% 140,401 25,886 18.44%

（４） 学部開講科目・授業形態別

実施予定科目数
実施予定科目に

おける実施科目数
実施予定科目に

おける実施率
実施予定科目に

おける総履修者数
回答者数 回答率

（a） （b） （b/a） （c） （d） （d/c）

講義 2,098 2,006 95.61% 123,111 23,147 18.80%

演習 129 122 94.57% 8,070 1,380 17.10%

実験 91 89 97.80% 6,938 943 13.59%

実習 24 23 95.83% 2,190 411 18.77%

実技 3 2 66.67% 92 5 5.43%

卒研 0 0 - 0 0 -

合計 2,345 2,242 95.61% 140,401 25,886 18.44%

学部学科

授業形態
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（５） 研究科別

実施予定科目数
実施予定科目に

おける実施科目数
実施予定科目に

おける実施率
実施予定科目に

おける総履修者数
回答者数 回答率

（a） （b） （b/a） （c） （d） （d/c）

理研 46 43 93.48% 1,902 253 13.30%

薬研 3 3 100.00% 106 21 19.81%

工研 46 31 67.39% 920 80 8.70%

創域理工研 55 48 87.27% 1,366 129 9.44%

先進工研 25 19 76.00% 499 85 17.03%

経営研 102 100 98.04% 829 635 76.60%

生命研 2 2 100.00% 24 15 62.50%

合計 279 246 88.17% 5,646 1,218 21.57%

（６） 研究科専攻別

実施予定科目数
実施予定科目に

おける実施科目数
実施予定科目に

おける実施率
実施予定科目に

おける総履修者数
回答者数 回答率

（a） （b） （b/a） （c） （d） （d/c）

理研 教養 4 4 100.00% 577 87 15.08%

理研 数学 8 8 100.00% 147 24 16.33%

理研 物理 17 16 94.12% 606 57 9.41%

理研 化学 8 8 100.00% 428 63 14.72%

理研 応数 5 5 100.00% 100 16 16.00%

理研 科教 4 2 50.00% 44 6 13.64%

薬研 教養 0 0 - 0 0 -

薬研 薬 0 0 - 0 0 -

薬研 薬科 3 3 100.00% 106 21 19.81%

工研 教養 15 9 60.00% 129 18 13.95%

工研 建築 7 7 100.00% 122 14 11.48%

工研 工化 4 4 100.00% 204 17 8.33%

工研 電工 4 3 75.00% 103 10 9.71%

工研 経工 0 0 - 0 0 -

工研 情工 5 1 20.00% 59 5 8.47%

工研 機工 11 7 63.64% 303 16 5.28%

創域理工研 教養 4 3 75.00% 107 13 12.15%

創域理工研 数学 5 4 80.00% 142 7 4.93%

創域理工研 物理 7 6 85.71% 165 13 7.88%

創域理工研 情報 6 5 83.33% 184 28 15.22%

創域理工研 生物 0 0 - 0 0 -

創域理工研 建築 9 7 77.78% 126 11 8.73%

創域理工研 先化 5 5 100.00% 156 9 5.77%

創域理工研 電電 4 4 100.00% 157 19 12.10%

創域理工研 経営 3 3 100.00% 44 6 13.64%

創域理工研 機械 7 6 85.71% 194 15 7.73%

創域理工研 社基 4 4 100.00% 78 4 5.13%

創域理工研 火災 1 1 100.00% 13 4 30.77%

先進工研 教養 7 6 85.71% 175 30 17.14%

先進工研 電シ工 3 2 66.67% 26 6 23.08%

先進工研 マテ工 7 5 71.43% 150 21 14.00%

先進工研 生シ工 0 0 - 0 0 -

先進工研 物理工 3 3 100.00% 102 22 21.57%

先進工研 機デ工 5 3 60.00% 46 6 13.04%

経営研 教養 0 0 - 0 0 -

経営研 経営 5 5 100.00% 71 16 22.54%

経営研 技経 97 95 97.94% 758 619 81.66%

生命研 教養 0 0 - 0 0 -

生命研 生命 2 2 100.00% 24 15 62.50%

合計 279 246 88.17% 5,646 1,218 21.57%

研究科専攻

研究科
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（７） 研究科開講科目・授業形態別

実施予定科目数
実施予定科目に

おける実施科目数
実施予定科目に

おける実施率
実施予定科目に

おける総履修者数
回答者数 回答率

（a） （b） （b/a） （c） （d） （d/c）

講義 228 196 85.96% 5,341 1,027 19.23%

演習 51 50 98.04% 305 191 62.62%

実験 0 0 - 0 0 -

実習 0 0 - 0 0 -

実技 0 0 - 0 0 -

卒研 0 0 - 0 0 -

合計 279 246 88.17% 5,646 1,218 21.57%

授業形態
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２．全授業科目における実施科目（Web方式）

　　　　・・・ 全授業科目に対する実施の割合

（注）

　＊　履修者数は、2026年1月23日現在。

　＊　科目数には、前期開講科目及び履修者ゼロの科目は含まない。

　＊　本集計結果には、後期中間時期の集計分も含む。

【参考】

 アンケート回答期間

 コメント入力期間

 結果公開期間

（１） 全体

全授業科目数
全授業科目に

おける実施科目数
全授業科目に
おける実施率

（A） （B） （B/A）

合計 5,019 2,488 49.57%

（２） 学部別

全授業科目数
全授業科目に

おける実施科目数
全授業科目に
おける実施率

（A） （B） （B/A）

理一 633 416 65.72%

理二 374 268 71.66%

薬 235 77 32.77%

工 466 374 80.26%

創域理工 930 632 67.96%

先進工 314 249 79.30%

経営 337 226 67.06%

合計 3,289 2,242 68.17%

学部

 2025年12月8日（月）～2026年1月25日（日）

 2026年1月26日（月）～2026年2月26日（木）

 2026年2月27日（金）～2027年3月31日（水）

5 / 8 
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（３） 学部学科別

全授業科目数
全授業科目に

おける実施科目数
全授業科目に
おける実施率

（A） （B） （B/A）

理一 教養 294 228 77.55%

理一 数学 61 42 68.85%

理一 物理 59 32 54.24%

理一 化学 58 34 58.62%

理一 応数 57 39 68.42%

理一 応物 43 7 16.28%

理一 応化 61 34 55.74%

理二 教養 159 127 79.87%

理二 数学 79 60 75.95%

理二 物理 63 44 69.84%

理二 化学 73 37 50.68%

薬 40 30 75.00%

薬 教養 28 28 100.00%

薬 薬 122 12 9.84%

薬 創薬 45 7 15.56%

工 教養 172 121 70.35%

工 建築 77 65 84.42%

工 工化 54 51 94.44%

工 電工 58 53 91.38%

工 情工 48 35 72.92%

工 機工 57 49 85.96%

創域理工 教養 405 297 73.33%

創域理工 数学 55 29 52.73%

創域理工 物理 51 36 70.59%

創域理工 情報 48 33 68.75%

創域理工 生物 47 31 65.96%

創域理工 建築 44 31 70.45%

創域理工 先化 47 29 61.70%

創域理工 電電 68 44 64.71%

創域理工 経営 58 32 55.17%

創域理工 機械 56 36 64.29%

創域理工 社基 51 34 66.67%

先進工 教養 59 54 91.53%

先進工 電シ工 47 33 70.21%

先進工 マテ工 55 36 65.45%

先進工 生シ工 64 37 57.81%

先進工 物理工 52 52 100.00%

先進工 機デ工 37 37 100.00%

経営 教養 102 94 92.16%

経営 経営 78 39 50.00%

経営 ビジ 74 44 59.46%

経営 国デ 83 49 59.04%

合計 3,289 2,242 68.17%

（４） 学部開講科目・授業形態別

全授業科目数
全授業科目に

おける実施科目数
全授業科目に
おける実施率

（A） （B） （B/A）

講義 2,303 2,006 87.10%

演習 210 122 58.10%

実験 120 89 74.17%

実習 41 23 56.10%

実技 86 2 2.33%

卒研 529 0 0.00%

合計 3,289 2,242 68.17%

学部学科

授業形態
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（５） 研究科別

全授業科目数
全授業科目に

おける実施科目数
全授業科目に
おける実施率

（A） （B） （B/A）

理研 438 43 9.82%

薬研 223 3 1.35%

工研 78 31 39.74%

創域理工研 482 48 9.96%

先進工研 335 19 5.67%

経営研 145 100 68.97%

生命研 29 2 6.90%

合計 1,730 246 14.22%

（６） 研究科専攻別

全授業科目数
全授業科目に

おける実施科目数
全授業科目に
おける実施率

（A） （B） （B/A）

理研 教養 4 4 100.00%

理研 数学 72 8 11.11%

理研 物理 101 16 15.84%

理研 化学 133 8 6.02%

理研 応数 70 5 7.14%

理研 科教 58 2 3.45%

薬研 教養 1 0 0.00%

薬研 薬 38 0 0.00%

薬研 薬科 184 3 1.63%

工研 教養 15 9 60.00%

工研 建築 13 7 53.85%

工研 工化 8 4 50.00%

工研 電工 8 3 37.50%

工研 経工 0 0 -

工研 情工 16 1 6.25%

工研 機工 18 7 38.89%

創域理工研 教養 19 3 15.79%

創域理工研 数学 50 4 8.00%

創域理工研 物理 37 6 16.22%

創域理工研 情報 32 5 15.63%

創域理工研 生物 59 0 0.00%

創域理工研 建築 51 7 13.73%

創域理工研 先化 31 5 16.13%

創域理工研 電電 79 4 5.06%

創域理工研 経営 31 3 9.68%

創域理工研 機械 40 6 15.00%

創域理工研 社基 37 4 10.81%

創域理工研 火災 16 1 6.25%

先進工研 教養 7 6 85.71%

先進工研 電シ工 92 2 2.17%

先進工研 マテ工 70 5 7.14%

先進工研 生シ工 88 0 0.00%

先進工研 物理工 52 3 5.77%

先進工研 機デ工 26 3 11.54%

経営研 教養 0 0 -

経営研 経営 47 5 10.64%

経営研 技経 98 95 96.94%

生命研 教養 0 0 -

生命研 生命 29 2 6.90%

合計 1,730 246 14.22%

研究科

研究科専攻
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（７） 研究科開講科目・授業形態別

全授業科目数
全授業科目に

おける実施科目数
全授業科目に
おける実施率

（A） （B） （B/A）

講義 444 196 44.14%

演習 263 50 19.01%

実験 0 0 -

実習 5 0 0.00%

実技 2 0 0.00%

卒研 1,016 0 0.00%

合計 1,730 246 14.22%

授業形態
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4 3 2 1
大いに
そう思う

そう思う
そう

思わない
全くそう

思わない

15,112 11,237 477 278

55.8 41.5 1.8 1.0

13,343 11,234 1,879 648

49.2 41.4 6.9 2.4

13,036 11,393 2,031 644

48.1 42.0 7.5 2.4

12,869 12,062 1,555 618

47.5 44.5 5.7 2.3

10,604 13,931 2,092 477

39.1 51.4 7.7 1.8

12,423 12,507 1,771 403

45.8 46.1 6.5 1.5

11,685 13,021 1,847 551

43.1 48.0 6.8 2.0

12,353 12,304 1,726 721

45.6 45.4 6.4 2.7

7 6 5 4

842 449 1,107 1,929

3.1 1.7 4.1 7.1

3 2 1

4,956 9,390 8,431

18.3 34.6 31.1

7,687 14,645 4,082 690

28.4 54.0 15.1 2.5

5 4 3 2

15,329 3,403 17,371 573

56.6 12.6 64.1 2.1

1

1,302

4.8

-

あなたはこの授業 1 コマ（90 分）につき、予習・復習（レポート・発表資料作成、
図書館やインターネットでの情報収集、ノートや配付資料の復習等を含む）を
平均でどの程度行いましたか。

7：4 時間以上　/　6：3 時間以上 4 時間未満　/　5：2 時間以上 3 時間未満　/
4：1 時間 30 分以上 2 時間未満　/　3：1 時間以上 1 時間 30 分未満　/
2：30 分以上 1 時間未満　/　1：30 分未満

11

あなたはこの授業における不明点や疑問点をどのように解決しましたか。
（複数回答可）

5：友人と相談した　/　4：教員へ質問した　/　3：自分で調べて解決した　/
2：不明点や疑問点があったが、なにもしなかった　/　1：不明点や疑問点はなかった

27,104 0

10
あなたにとってこの授業の難易度はどのように感じましたか。
4：難しかった　/　3：やや難しかった　/　2：やや易しかった　/　1：易しかった

27,104 0 -

9 27,104 0 -

8 あなたはこの授業に満足しましたか。 27,104 0 3.34

7 あなたはこの授業を受けたことで、自分の成長を実感できましたか。 27,104 0 3.32

3.36027,104あなたはこの授業に積極的に取り組むことができましたか。6

5 3.28

1 この授業は、シラバスに記載された目的に沿って行われていましたか。

4
この授業における教員のフィードバック（質問への対応、テストや課題への
コメント等）は適切だと思いますか。

あなたはこの授業のシラバスに記載された到達目標に到達できたと思いますか。

3 教員の講義はわかりやすかったですか。 27,104

27,104

3.380

27,104

3.37027,104

3.520

0

0 3.36

東京理科大学2025年度後期　授業改善のためのアンケート　集計結果（全体【学部・研究科】）

27,104

■　共通設問

Q
有効
回答

無効
回答

全体
平均点

設問文

この授業の板書、配付資料（パワーポイントや動画等）はわかりやすかったですか。2

履修者数

回答者数

146,047

27,104

上段：回答者数／下段：回答割合（％）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8

全体平均点
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4 3 2 1
大いに
そう思う

そう思う
そう

思わない
全くそう

思わない

14,326 10,831 459 270

55.3 41.8 1.8 1.0

12,631 10,817 1,810 628

48.8 41.8 7.0 2.4

12,318 10,980 1,963 625

47.6 42.4 7.6 2.4

12,180 11,626 1,489 591

47.1 44.9 5.8 2.3

10,074 13,363 1,987 462

38.9 51.6 7.7 1.8

11,769 12,023 1,710 384

45.5 46.4 6.6 1.5

11,047 12,503 1,800 536

42.7 48.3 7.0 2.1

11,648 11,879 1,661 698

45.0 45.9 6.4 2.7

7 6 5 4

744 357 953 1,726

2.9 1.4 3.7 6.7

3 2 1

4,715 9,112 8,279

18.2 35.2 32.0

7,381 13,877 3,954 674

28.5 53.6 15.3 2.6

5 4 3 2

14,811 3,043 16,447 535

57.2 11.8 63.5 2.1

1

1,273

4.9

-

あなたはこの授業 1 コマ（90 分）につき、予習・復習（レポート・発表資料作成、
図書館やインターネットでの情報収集、ノートや配付資料の復習等を含む）を
平均でどの程度行いましたか。

7：4 時間以上　/　6：3 時間以上 4 時間未満　/　5：2 時間以上 3 時間未満　/
4：1 時間 30 分以上 2 時間未満　/　3：1 時間以上 1 時間 30 分未満　/
2：30 分以上 1 時間未満　/　1：30 分未満

11

あなたはこの授業における不明点や疑問点をどのように解決しましたか。
（複数回答可）

5：友人と相談した　/　4：教員へ質問した　/　3：自分で調べて解決した　/
2：不明点や疑問点があったが、なにもしなかった　/　1：不明点や疑問点はなかった

25,886 0

10
あなたにとってこの授業の難易度はどのように感じましたか。
4：難しかった　/　3：やや難しかった　/　2：やや易しかった　/　1：易しかった

25,886 0 -

9 25,886 0 -

8 あなたはこの授業に満足しましたか。 25,886 0 3.33

7 あなたはこの授業を受けたことで、自分の成長を実感できましたか。 25,886 0 3.32

3.36025,886あなたはこの授業に積極的に取り組むことができましたか。6

5 3.28

1 この授業は、シラバスに記載された目的に沿って行われていましたか。

4
この授業における教員のフィードバック（質問への対応、テストや課題への
コメント等）は適切だと思いますか。

あなたはこの授業のシラバスに記載された到達目標に到達できたと思いますか。

3 教員の講義はわかりやすかったですか。 25,886

25,886

3.370

25,886

3.37025,886

3.510

0

0 3.35

東京理科大学2025年度後期　授業改善のためのアンケート　集計結果（全体【学部】）

25,886

■　共通設問

Q
有効
回答

無効
回答

全体
平均点

設問文

この授業の板書、配付資料（パワーポイントや動画等）はわかりやすかったですか。2

履修者数

回答者数

140,401

25,886

上段：回答者数／下段：回答割合（％）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8

全体平均点
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4 3 2 1
大いに
そう思う

そう思う
そう

思わない
全くそう

思わない

786 406 18 8

64.5 33.3 1.5 0.7

712 417 69 20

58.5 34.2 5.7 1.6

718 413 68 19

58.9 33.9 5.6 1.6

689 436 66 27

56.6 35.8 5.4 2.2

530 568 105 15

43.5 46.6 8.6 1.2

654 484 61 19

53.7 39.7 5.0 1.6

638 518 47 15

52.4 42.5 3.9 1.2

705 425 65 23

57.9 34.9 5.3 1.9

7 6 5 4

98 92 154 203

8.0 7.6 12.6 16.7

3 2 1

241 278 152

19.8 22.8 12.5

306 768 128 16

25.1 63.1 10.5 1.3

5 4 3 2

518 360 924 38

42.5 29.6 75.9 3.1

1

29

2.4

-

あなたはこの授業 1 コマ（90 分）につき、予習・復習（レポート・発表資料作成、
図書館やインターネットでの情報収集、ノートや配付資料の復習等を含む）を
平均でどの程度行いましたか。

7：4 時間以上　/　6：3 時間以上 4 時間未満　/　5：2 時間以上 3 時間未満　/
4：1 時間 30 分以上 2 時間未満　/　3：1 時間以上 1 時間 30 分未満　/
2：30 分以上 1 時間未満　/　1：30 分未満

11

あなたはこの授業における不明点や疑問点をどのように解決しましたか。
（複数回答可）

5：友人と相談した　/　4：教員へ質問した　/　3：自分で調べて解決した　/
2：不明点や疑問点があったが、なにもしなかった　/　1：不明点や疑問点はなかった

1,218 0

10
あなたにとってこの授業の難易度はどのように感じましたか。
4：難しかった　/　3：やや難しかった　/　2：やや易しかった　/　1：易しかった

1,218 0 -

9 1,218 0 -

8 あなたはこの授業に満足しましたか。 1,218 0 3.49

7 あなたはこの授業を受けたことで、自分の成長を実感できましたか。 1,218 0 3.46

3.4601,218あなたはこの授業に積極的に取り組むことができましたか。6

5 3.32

1 この授業は、シラバスに記載された目的に沿って行われていましたか。

4
この授業における教員のフィードバック（質問への対応、テストや課題への
コメント等）は適切だと思いますか。

あなたはこの授業のシラバスに記載された到達目標に到達できたと思いますか。

3 教員の講義はわかりやすかったですか。 1,218

1,218

3.500

1,218

3.4701,218

3.620

0

0 3.50

東京理科大学2025年度後期　授業改善のためのアンケート　集計結果（全体【研究科】）

1,218

■　共通設問

Q
有効
回答

無効
回答

全体
平均点

設問文

この授業の板書、配付資料（パワーポイントや動画等）はわかりやすかったですか。2

履修者数

回答者数

5,646

1,218

上段：回答者数／下段：回答割合（％）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8

全体平均点
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2025 年度 卒業予定者対象アンケート調査＜全学共通版＞ 

 

 

このアンケート調査は、今後の東京理科大学における教育内容のさらなる改善、質的向上・保証に資するこ

とや、各学部・学科の方針（ポリシー）に基づいて編成されたカリキュラムにより必要な知識・能力を身に付

けることができたかなど、学修成果の確認を目的として、卒業を間近に控えた皆さん（今年度 4 年生［薬学部

薬学科は 6 年生］）に対して行うものです。ご協力をお願いいたします。 

 

＜個人情報の取扱いについて＞ 

・回答内容（個人情報）は、本学における学修成果の確認、教育改善のための分析、および広報活動に活用し

ます。 

・本調査の回答はすべて統計的に処理しますので、個人が特定されることや、それによって不利益が生じるこ

とはありません。 

・集計結果は、教育 DX 推進センターHP 等で公開する予定です。 

  ‐過去の実施結果 https://www.tus.ac.jp/fd/publication/ 

 

＜問合せ先＞ 

教育 DX 推進センター事務局（学務部 学務課） 
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回答者基本情報 

・学部  （プルダウンから選択） 

・学科  （プルダウンから選択） 

・学籍番号（手入力） 

 

以下の問１～14 の内容について、当てはまるものを選ぶ、または、自由記述欄に記入してください。 

 

 

１．方針（ポリシー）について 
 
問１ 所属する学部学科の方針（卒業認定・学位授与の方針［ディプロマ・ポリシー］、教育課程編成・実施の方

針［カリキュラム・ポリシー］）を知っていますか？ 
 
 
 
 
問２ 問１で①を選んだ方にお聞きします。 

所属する学部学科では、ポリシーで示されている達成目標に必要な授業や環境が用意されていたと思い

ますか？ 
 
 
 
 
 
 
  

① ポリシーの存在を知っていて、内容も知っている 
② ポリシーの存在は知っているが、内容は知らない 
③ ポリシーの存在を知らない 

① そう思う 
② ややそう思う 
③ あまりそう思わない 
④ そう思わない 
⑤ わからない 

個人情報を取得することで、未回答者への催促、

他のアンケートとのクロス集計等に利用。 
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２．学修時間について 
 
問３ 授業１コマ（90 分）あたり、予習・復習を平均でどの程度行いましたか？ 

自身が最も学修に時間を費やしていたと考える時期の平均学修時間について、以下の※１に記載の年

次・区分ごとに、最も当てはまるものを１つずつ選んでください。 

（5、6 年次は「⑧履修していない、在籍していない」を選択した状態をデフォルトに設定しています。

薬学部薬学科の学生は、最も当てはまるものを改めて選んでください） 

 
 
 
 
 
 
 
 

※１ １～４年次（薬学部薬学科は５、６年次を含む）の各年次における平均学修時間について、以下の［１］

～［５］ごとに、最も当てはまるものを 1 つずつ選んでください。 

［１］一般教養科目（外国語科目を除く） 

［２］英語科目 

［３］英語以外の外国語科目 

［４］専門科目・基礎科目 講義・演習 

［５］専門科目・基礎科目 実験・実習   
※２ 予習・復習には、レポート・発表資料作成、図書館やインターネットでの情報収集、ノートや配付資

料の復習、試験期間前の試験勉強を含みます。 
 
※３ 大学では、期待する水準の資質・能力を学生が身に付けるためには、一定の学修時間が必要と考えて

います。想定に対し、実際に予習・復習に費やした時間や学年ごとの傾向を確認し、今後の教育改善

に役立てるための設問です。 
 

  

① 30 分未満 

② 30 分以上 60 分未満 

③ 60 分以上 90 分未満 

④ 90 分以上 120 分未満 

⑤ 120 分以上 150 分未満 

⑥ 150 分以上 180 分未満 

⑦ 180 分以上 

⑧ 履修していない、在籍していない 
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３．カリキュラムについて 
 
問４ 所属する学部学科の教育内容・カリキュラム（講義、実験・実習、研究室など）に、総合するとどの程

度満足していますか？ 
 
 
 
 
 
問５ 所属する学部学科の教育内容・カリキュラムについて、以下の区分・項目ごとに最も当てはまるものを

１つずつ選んでください。 

 
 

区分 項目 ① ② ③ ④ ⑤ 

１．一般教養科目 

（外国語科目を除く） 

A．興味・関心のある科目が多い か
な
り
当
て
は
ま
る 

や
や
当
て
は
ま
る 

あ
ま
り
当
て
は
ま
ら
な
い 

全
く
当
て
は
ま
ら
な
い 

履
修
し
て
い
な
い 

B．成長を実感できる科目が多い 

C．熱心に取り組んだ 

D．授業内容に満足した科目が多い 

２
．
外
国
語
科
目 

(１) 英語科目 

A．興味・関心のある科目が多い 

B．成長を実感できる科目が多い 

C．熱心に取り組んだ 

D．授業内容に満足した科目が多い 

(２) 英語以外の 

外国語科目 

A．興味・関心のある科目が多い 

B．成長を実感できる科目が多い 

C．熱心に取り組んだ 

D．授業内容に満足した科目が多い 

３
．
専
門
科
目
・
基
礎
科
目 

１
年
次 

(１) 講義・演習 

A．興味・関心のある科目が多い 

B．成長を実感できる科目が多い 

C．熱心に取り組んだ 

D．授業内容に満足した科目が多い 

(２) 実験・実習 

A．興味・関心のある科目が多い 

B．成長を実感できる科目が多い 

C．熱心に取り組んだ 

D．授業内容に満足した科目が多い 

２
年
次 

(１) 講義・演習 

A．興味・関心のある科目が多い 

B．成長を実感できる科目が多い 

C．熱心に取り組んだ 

D．授業内容に満足した科目が多い 

(２) 実験・実習 

A．興味・関心のある科目が多い 

B．成長を実感できる科目が多い 

C．熱心に取り組んだ 

D．授業内容に満足した科目が多い 

① とても満足している 
② 満足している 
③ あまり満足していない 
④ まったく満足していない 
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※1 薬学部薬学科の学生は、「３・４年次」を「３・４・５・６年次」と読み替えてください。 

※2 「⑤履修していない」を選択した状態をデフォルトに設定しています。教職課程を履修した学生は、最も当て

はまるものを改めて選んでください。 
 

問６ 本学での学びや経験で、力を入れたことは何ですか？当てはまるものをすべて選んでください（複数回

答可）。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

区分 項目 ① ② ③ ④ ⑤ 

３
．
専
門
科
目
・
基
礎
科
目 

３
・
４
年
次 

※1
 

(１) 講義・演習 

A．興味・関心のある科目が多い か
な
り
当
て
は
ま
る 

や
や
当
て
は
ま
る 

あ
ま
り
当
て
は
ま
ら
な
い 

全
く
当
て
は
ま
ら
な
い 

履
修
し
て
い
な
い 

B．成長を実感できる科目が多い 

C．熱心に取り組んだ 

D．授業内容に満足した科目が多い 

（２) 実験・実習 

A．興味・関心のある科目が多い 

B．成長を実感できる科目が多い 

C．熱心に取り組んだ 

D．授業内容に満足した科目が多い 

４．卒業研究（ゼミ） 

A．興味・関心が持てる 

B．成長を実感できる 

C．熱心に取り組んでいる 

D．授業内容に満足した科目が多い 

５．教職課程に関する科目 ※2 

A．興味・関心のある科目が多い 

B．成長を実感できる科目が多い 

C．熱心に取り組んだ 

D．授業内容に満足した科目が多い 

① 大学での学び 
② 資格取得のための学び 
③ 留学 
④ クラブ・サークル活動 
⑤ ボランティア活動 
⑥ 友人との関係 
⑦ アルバイト 
⑧ その他（自由記述） 
⑨ 特になし 
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問７ 本学の教育を受けて、卒業認定・学位授与の方針［ディプロマ・ポリシー］に定める学修目標（能力）

はどの程度身に付きましたか？ 
以下の区分ごとに、最も当てはまるものを 1 つずつ選んでください。 
卒業認定・学位授与の方針［ディプロマ・ポリシー］ https://www.tus.ac.jp/about/faculty/policy/ 

 

 

 

 

 

 

【区分】 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 身に付いた 
② やや身に付いた 
③ あまり身に付いていない 
④ まったく身に付いていない 

01 自然・人間・社会に係る幅広い教養を修得し、専門分野の枠を超えて横断的にものごとを俯瞰

できる能力 

02 専門分野に応じた基礎学力と、その上に立つ専門知識 

03 修得した専門知識や教養をもとに、自ら課題を発見し、解決する能力 

04 修得した専門知識や教養をもとに、論理的・批判的に思考し、積極的な姿勢で判断し、行動する

能力 

05 修得した専門知識や教養をもとに、他者とコミュニケーションをとり、国際的な視野を持って

活躍できる能力 

06 修得した専門知識や教養をもとに、専門分野に応じたキャリアを形成し、自己を管理する能力 
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４．東京理科大学への満足度 
 
（１）教員 

問８ 教員に対して、どの程度満足していますか？ 
   以下の区分ごとに最も当てはまるものを１つずつ選んでください。 
 
 
 
 
 

【区分】 
 
 
 
 

 
（２）施設・設備 

問９ 本学が提供する施設・設備（図書館など）に、総合するとどの程度満足していますか？ 
 
 
 
 

 
問 10 本学が提供する施設・設備（図書館など）に、どの程度満足していますか？  
   以下の区分ごとに最も当てはまるものを１つずつ選んでください。 

※「⑤特になし・利用していない」を選択した状態をデフォルトに設定しています。当てはまるもの

を選択してください。 

 
 
 
 
 

【区分】 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

① とても満足している 
② 満足している 
③ あまり満足していない 
④ まったく満足していない 

01 学内のシステム（CLASS や LETUS 等） 

02 図書館 

03 生協 

04 学生食堂 

05 講義室 

06 研究室 

07 体育館・トレーニングルーム 

08 IT 環境（学内無線 LAN 等） 

① とても満足している 
② 満足している 
③ あまり満足していない 
④ まったく満足していない 

01 教員とのかかわり 

02 教員の熱意 

03 教員の就職・進学支援 

04 教員の学修支援 

① とても満足している 
② 満足している 
③ あまり満足していない 
④ まったく満足していない 
⑤ 特になし・利用していない 
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（３）学生生活への支援・制度 
問 11 学生生活への支援・制度（履修、課外活動支援、キャリアセンターなど）に、総合するとどの程度満

足していますか？  
 

 

 

 

 

問 12 学生生活への支援・制度について、以下の区分ごとに最も当てはまるものを 1 つずつ選んでくださ

い。 

※「⑤特になし・利用していない」を選択した状態をデフォルトに設定しています。当てはまるもの

を選択してください。 

 
 
 
 
 
 

【区分】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

01 教務（履修、成績、試験等） 

02 教務以外（証明書発行、住所変更の届出等） 

03 教職教育センター 

04 国際交流（海外留学等） 

05 課外活動（部活、サークル等）に対する支援 

06 奨学金 

07 体調不良等（保健管理センター） 

08 留学生に対する支援等（留学生支援室） 

09 身体やこころの悩み等（よろず相談室） 

10 進路・就職活動（キャリアセンター） 

11 セミナーハウス、研修センター 

12 学費・実験実習等の支払い、振込用紙再発行 

① とても満足している 
② 満足している 
③ あまり満足していない 
④ まったく満足していない 

① とても満足している 
② 満足している 
③ あまり満足していない 
④ まったく満足していない 
⑤ 特になし・利用していない 
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（４）総合 
問 13 総合すると、本学にどの程度満足していますか？ 

 
 
 
 
 
問 14 本学の教育、施設・設備、支援・制度に関して、印象に残っている良かった点や改善すべき点などを

具体的に、自由記述欄に記入してください。 
 ア）良かった点 

 
 
 
 
  イ）改善すべき点 
 

 
 
 

  ウ）その他 
 
 
 
 
 
全学共通設問は以上で終了です。ご協力ありがとうございました。 

学科独自アンケートを実施している学科の学生は、引き続きアンケートに回答してください。 

① とても満足している 
② 満足している 
③ あまり満足していない 
④ まったく満足していない 

① 教育について 
② 施設・設備について 
③ 支援・制度について 

⑦ 150 周年記念事業のアイデア 

④ ②教育について 
⑤ 施設・設備について 
⑥ 支援・制度について 
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回答者_学部別＞学科別 2,250

328

54

193

307

708

223

437

2,250

2019年度～2025年度

卒業予定者対象アンケー

ト

集計結果

【目次】

0. 【CTLT-TL】（2019年度～）卒業予定者対象アンケート_実施結果概要

1. 方針（ポリシー）について（設問1,2）

2. 学修時間について（設問3）

3-1. カリキュラムについて_総合（設問4）

3-2. カリキュラムについて_科目区分ごと（設問5）

3-3. カリキュラムについて_学びや経験で力を入れたこと（設問6）

3-4. カリキュラムについて_卒業認定・学位授与の方針（設問7）

4-1. 東京理科大学への満足度_教員（設問8）

4-2. 東京理科大学への満足度_施設・設備（設問9,10）

4-3. 東京理科大学への満足度_支援・制度（設問11,12）

11. 東京理科大学への満足度_総合（設問13）

【回答率】

2025年度

（64.7%）
2019年度（85.2%） ／ 2020年度（82.1%） ／

2021年度（86.0％） ／ 2022年度（90.5％）／

2023年度（69.4%）／ 2024年度（78.3％）／

回答者数_推移 19,526

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

540

544

563

569

503

623

328

206

238

200

226

186

172

176

164

196

187

155

159

193

444

491

413

428

360

405

307

1,032

875

1,079

1,044

611

802

708

284

272

258

311

204

220

223

418

340

391

380

199

408

437

01_理学部第一部 02_理学部第二部 03_薬学部 04_工学部 05_創域理工学部 06_先進工学部

07_経営学部

【設問】

2025年度

2019年度 ／ 2020年度 ／ 2021年度 ／ 2022年度 

／2023年度 ／2024年度

回答者_学部別 2,250

01_... 14.6%

02_... 2.4%
03_... 8.6%

04_... 13.6%

05_創... 31.5%

06_... 9.9%

07_... 19.4%

01_理学部第一部 02_理学部第二部

03_薬学部 04_工学部 05_創域理工学部

06_先進工学部 07_経営学部

2025

理学部第一部

理学部第二部

薬学部

工学部

創域理工学部

先進工学部

経営学部

合計

学部＞学科

 フィルタ 実施年度:  2025 

【速報版】2025年度卒業予定者対象アンケート集計結果 / 0_2019-2025 卒業予
定者対象アンケート集計結果
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回答者数_学科別 2,250

54

62

26

37

52

97

31

19

4

88

105

108

65

29

105

34

97

70

90

5

98

145

73

5

91

116

45

62

172

171

2025

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

15_応用物理学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

Q7_2 - 学科

2
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94

2,250

2025

89_国際デザイン経営学科

合計

Q7_2 - 学科

3

（資料集）100



【問1】学部別 2,250

110 163 55

16 26 12

61 95 37

123 155 29

185 401 122

75 116 32

99 242 96

669 1,198 383

１．方針（ポリシー）について

【問１】所属する学部学科の方針（卒業認定・学位授与の方針［ディプロマ・ポリシー］、教育課程編成・実施の方針［カリキュラム・ポリシー］を知っていますか？

【問1】肯定的回答割合

2,250

83.0%
違いなし vs 2023年度（83.0%
）

違いなし vs 2024年度（83.0%
）

【問1】回答割合 2,250

29.7% (669)

53.2% (1,198)

17.0% (383)

01_ポリシーの存在を知っていて、内容も知っている

02_ポリシーの存在は知っているが、内容は知らない

03_ポリシーの存在を知らない

【問1】年度別 13,444

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

19.6%

23.0%

30.3%

30.7%

29.7%

53.4%

56.6%

52.8%

51.8%

53.2%

26.9%

20.4%

17.0%

17.5%

17.0%

01_ポリシーの存在を知っていて、内容も知っている 02_ポリシーの存在は知っているが、内容は知らない

03_ポリシーの存在を知らない

【問1】学部別 2,250

理学部第一部

理学部第二部

薬学部

工学部

創域理工学部

先進工学部

経営学部

0% 20% 40% 60% 80% 100%

34%

30%

32%

40%

26%

34%

23%

50%

48%

49%

50%

57%

52%

55%

17%

22%

19%

9%

17%

14%

22%

01_ポリシーの存在を知っていて、内容も知っている 02_ポリシーの存在は知っているが、内容は知らない

03_ポリシーの存在を知らない

01_ポリシーの存在を知っ
ていて、内容も知っている

02_ポリシーの存在は知っ
ているが、内容は知らない

03_ポリシーの存在を知ら
ない

理学部第一部

理学部第二部

薬学部

工学部

創域理工学部

先進工学部

経営学部

合計

学部＞学科
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【問1】学科別 2,250

17 29 8 54

22 33 7 62

11 12 3 26

12 19 6 37

17 26 9 52

31 44 22 97

9 15 7 31

5 9 5 19

2 2 4

21 45 22 88

40 50 15 105

46 50 12 108

35 27 3 65

11 15 3 29

31 63 11 105

10 16 8 34

18 56 23 97

17 39 14 70

20 55 15 90

1 4 5

24 56 18 98

46 82 17 145

20 36 17 73

1 4 5

28 53 10 91

40 57 19 116

14 25 6 45

21 34 7 62

35 103 34 172

33 94 44 171

31 45 18 94

669 1,198 383

01_ポリシーの存在
を知っていて、内容

も知っている

02_ポリシーの存在
は知っているが、内

容は知らない

03_ポリシーの存在
を知らない

合計

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

15_応用物理学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工

学科

74_経営システム工

学科

75_機械航空宇宙工

学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工

学科

82_マテリアル創成

工学科

83_生命システム工

学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノ

ミクス学科

89_国際デザイン経

営学科

合計

【問1】学科別 2,250

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

15_応用物理学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

31%

35%

42%

32%

33%

32%

29%

26%

50%

24%

38%

43%

54%

38%

30%

29%

19%

24%

22%

20%

24%

32%

27%

20%

31%

34%

31%

34%

20%

19%

33%

54%

53%

46%

51%

50%

45%

48%

47%

50%

51%

48%

46%

42%

52%

60%

47%

58%

56%

61%

80%

57%

57%

49%

80%

58%

49%

56%

55%

60%

55%

48%

15%

11%

12%

16%

17%

23%

23%

26%

25%

14%

11%

5%

10%

10%

24%

24%

20%

17%

18%

12%

23%

11%

16%

13%

11%

20%

26%

19%

01_ポリシーの存在を知っていて、内容も知っている 02_ポリシーの存在は知っているが、内容は知らない

03_ポリシーの存在を知らない

Q7_2 - 学科
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【問2】学部別 669

54 52 2 2

10 6

23 35 2 1

59 57 6 1

78 94 9 4

31 40 1 1 2

41 56 1 1

296 340 21 7 5

01_そう思う
02_ややそう思

う

03_あまりそう
思わない

04_そう思わな
い

05_わからない

理学部第一部

理学部第二部

薬学部

工学部

創域理工学部

先進工学部

経営学部

合計

学部＞学科

１．方針（ポリシー）について

【問２】問１で①を選んだ方にお聞きします。所属する学部学科では、ポリシーに示されている目標達成に必要な授業や環境が用意されていたと思いますか？

【問2】肯定的回答割合

669

95.1%
+0.7% vs 問2_割合2023（
94.3%）

+5.0% vs 問2_割合2024（
90.1%）

【問2】回答割合 669

44.2% (296)

50.8% (340)

3.1% (21)
1.8% (12)

01_そう思う 02_ややそう思う 03_あまりそう思わない

04_そう思わない 05_わからない

【問2】年度別 6,283

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

36.3%

39.1%

37.6%

32.7%

45.2%

43.5%

44.2%

46.1%

48.5%

45.2%

42.8%

49.2%

51.2%

50.8%

12.3%

6.9%

7.7%

6.9%

8.2%

16.2%

01_そう思う 02_ややそう思う 03_あまりそう思わない 04_そう思わない 05_わからない

【問2】学部別 669

理学部第一部

理学部第二部

薬学部

工学部

創域理工学部

先進工学部

経営学部

0% 20% 40% 60% 80% 100%

49%

63%

38%

48%

42%

41%

41%

47%

38%

57%

46%

51%

53%

57%

3%

5%

5%

01_そう思う 02_ややそう思う 03_あまりそう思わない 04_そう思わない 05_わからない

 フィルタ

【速報版】2025年度卒業予定者対象アンケート集計結果 / 1-2. 方針（ポリシー）について（問2）
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【問2】学部別 669

11 6 17

10 12 22

6 5 11

7 4 1 12

9 5 1 2 17

11 20 31

6 3 9

3 2 5

1 1 2

7 13 1 21

16 22 1 1 40

19 25 2 46

19 13 2 1 35

5 4 2 11

16 15 31

6 4 10

9 9 18

4 12 1 17

11 7 2 20

1 1

10 12 2 24

17 27 2 46

5 11 2 2 20

1 1

16 11 1 28

18 18 1 1 2 40

5 9 14

8 13 21

10 25 35

13 18 1 1 33

18 13 31

296 340 21 7 5

01_そう思う
02_ややそう

思う

03_あまりそ
う思わない

04_そう思わ
ない

05_わからな
い

合計

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学

科

15_応用物理

学科

16_応用化学

科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬

科学科

42_工業化学

科

43_電気工学

科

45_機械工学

科

46_情報工学

科

61_数理科学

科

62_先端物理

学科

63_情報計算

科学科

64_生命生物

科学科

71_建築学科

72_先端化学

科

73_電気電子

情報工学科

74_経営シス

テム工学科

75_機械航空

宇宙工学科

76_社会基盤

工学科

81_電子シス

テム工学科

82_マテリア

ル創成工学科

83_生命シス

テム工学科

86_経営学科

87_ビジネス

エコノミクス

学科

89_国際デザ

イン経営学科

合計

問２　学科別 2,250

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

15_応用物理学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

31%

35%

42%

32%

33%

32%

29%

26%

50%

24%

38%

43%

54%

38%

30%

29%

19%

24%

22%

20%

24%

32%

27%

20%

31%

34%

31%

34%

20%

19%

33%

54%

53%

46%

51%

50%

45%

48%

47%

50%

51%

48%

46%

42%

52%

60%

47%

58%

56%

61%

80%

57%

57%

49%

80%

58%

49%

56%

55%

60%

55%

48%

15%

11%

12%

16%

17%

23%

23%

26%

25%

14%

11%

5%

10%

10%

24%

24%

20%

17%

18%

12%

23%

11%

16%

13%

11%

20%

26%

19%

01_ポリシーの存在を知っていて、内容も知っている 02_ポリシーの存在は知っているが、内容は知らない

03_ポリシーの存在を知らない

学科
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２．学修時間について

【問３】

授業1コマ（90分）あたり、予習・復習を平均どの程度行いましたか？

自身が最も学修に時間を費やしたと考える時期の平均学修時間について、以下の※１に記載の年次・区分ごとに、最も当てはまるものを１つずつ選んでください。

※１ １～４年次（薬学部薬学科は５，６年次を含む）の各年次における平均学修時間について、以下の［１］～［５］ごとに、最も当てはまるものを１つずつ選んでください。

［１］一般教養科目（外国語科目を除く）

［２］英語科目

［３］英語以外の外国語科目

［４］専門科目・基礎科目 講義・演習

［５］専門科目・基礎科目 実験・実習

※２ 予習・復習には、レポート・発表資料作成。図書館やインターネットでの情報収集、ノートや配付資料の復習、試験期間前の試験勉強を含みます。

【問３】学修時間（年度別）

【問3】1年次_年度別 19,334

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

35.2%

29.6%

34.7%

32.6%

26.6%

27.5%

30.5%

27.0%

29.6%

30.5%

31.1%

31.9%

32.6%

32.4%

21.6%

24.1%

21.3%

18.5%

21.5%

20.4%

19.9%

4.8%

8.1%

9.6%

9.4%

8.3%

6.3%

6.4%

5.0%

5.4%

5.2%

4.8%

5.4%

4.7%

1_30分未満 2_30分以上60分未満 3_60分以上90分未満 4_90分以上120分未満

5_120分以上150分未満 6_150分以上180分未満 7_180分以上

【問3】1年次_年度別 19,334

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

1_30分未満 2_30分以上60分未満 3_60分以上90分未満 4_90分以上120分未満

5_120分以上150分未満 6_150分以上180分未満 7_180分以上

【問3】2年次_年度別 19,411

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

36.8%

30.5%

35.0%

32.6%

27.1%

27.6%

30.8%

26.1%

28.7%

29.2%

29.4%

30.7%

31.5%

31.2%

20.5%

23.2%

21.0%

18.9%

21.2%

20.3%

19.4%

4.7%

8.2%

9.5%

9.5%

8.5%

6.0%

6.6%

5.2%

4.6%

5.9%

5.9%

5.4%

5.8%

5.0%

5.1%

1_30分未満 2_30分以上60分未満 3_60分以上90分未満 4_90分以上120分未満

5_120分以上150分未満 6_150分以上180分未満 7_180分以上

【問3】2年次_年度別 19,411

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

1_30分未満 2_30分以上60分未満 3_60分以上90分未満 4_90分以上120分未満

5_120分以上150分未満 6_150分以上180分未満 7_180分以上

【問3】3年次_年度別 19,405

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

42.2%

30.3%

33.8%

33.1%

27.3%

28.6%

32.9%

20.6%

24.7%

25.3%

24.2%

27.3%

27.6%

27.7%

18.6%

22.8%

21.1%

19.5%

19.9%

19.4%

18.4%

5.4%

4.9%

9.5%

11.1%

10.6%

9.2%

6.3%

8.4%

6.6%

4.6%

5.4%

5.2%

7.4%

7.9%

7.7%

7.6%

6.7%

6.4%

5.2%

1_30分未満 2_30分以上60分未満 3_60分以上90分未満 4_90分以上120分未満

5_120分以上150分未満 6_150分以上180分未満 7_180分以上

【問3】3年次_年度別 19,405

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

1_30分未満 2_30分以上60分未満 3_60分以上90分未満 4_90分以上120分未満

5_120分以上150分未満 6_150分以上180分未満 7_180分以上
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【問3】4年次_年度別 14,805

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

63.6%

43.6%

47.3%

42.1%

38.4%

38.9%

43.1%

12.9%

19.3%

20.2%

21.2%

25.4%

25.0%

25.7%

12.8%

20.8%

18.7%

15.5%

16.5%

16.3%

14.7%

9.0%

8.3%

9.0%

7.2%

6.2%

5.6%

5.3%

7.1%

5.4%

4.8%

1_30分未満 2_30分以上60分未満 3_60分以上90分未満 4_90分以上120分未満

5_120分以上150分未満 6_150分以上180分未満 7_180分未満

【問3】4年次_年度別 14,805

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

1_30分未満 2_30分以上60分未満 3_60分以上90分未満 4_90分以上120分未満

5_120分以上150分未満 6_150分以上180分未満 7_180分以上

【問3】5年次_年度別 562

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

50.6%

20.8%

32.6%

35.1%

41.0%

39.3%

36.6%

16.0%

23.8%

24.2%

32.0%

29.0%

32.0%

30.9%

19.7%

34.5%

28.9%

14.7%

17.0%

15.6%

16.3%

9.5%

10.8%

8.0%

7.4%

8.9%

6.3%

6.5%

8.9%

5.6%

1_30分未満 2_30分以上60分未満 3_60分以上90分未満 4_90分以上120分未満

5_120分以上150分未満 6_150分以上180分未満 7_180分以上

【問3】5年次_年度別 562

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

10%

20%

30%

40%

50%

60%

1_30分未満 2_30分以上60分未満 3_60分以上90分未満 4_90分以上120分未満

5_120分以上150分未満 6_150分以上180分未満 7_180分以上

【問3】6年次_年度別 547

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

57.1%

24.6%

29.6%

34.6%

42.5%

38.5%

27.4%

4.9%

11.9%

16.0%

30.9%

23.8%

24.0%

20.8%

13.7%

31.3%

28.4%

11.5%

15.5%

12.5%

12.3%

9.0%

8.0%

8.9%

9.4%

10.6%

13.2%

10.6%

12.7%

14.2%

5.8%

6.6%

9.7%

10.4%

9.9%

5.8%

17.9%

1_30分未満 2_30分以上60分未満 3_60分以上90分未満 4_90分以上120分未満

5_120分以上150分未満 6_150分以上180分未満 7_180分以上

【問3】6年次_年度別 547

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

10%

20%

30%

40%

50%

60%

1_30分未満 2_30分以上60分未満 3_60分以上90分未満 4_90分以上120分未満

5_120分以上150分未満 6_150分以上180分未満 7_180分以上
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２．学修時間について

【問３】

授業1コマ（90分）あたり、予習・復習を平均どの程度行いましたか？

自身が最も学修に時間を費やしたと考える時期の平均学修時間について、以下の※１に記載の年次・区分ごとに、最も当てはまるものを１つずつ選んでください。

※１ １～４年次（薬学部薬学科は５，６年次を含む）の各年次における平均学修時間について、以下の［１］～［５］ごとに、最も当てはまるものを１つずつ選んでください。

［１］一般教養科目（外国語科目を除く）

［２］英語科目

［３］英語以外の外国語科目

［４］専門科目・基礎科目 講義・演習

［５］専門科目・基礎科目 実験・実習

※２ 予習・復習には、レポート・発表資料作成。図書館やインターネットでの情報収集、ノートや配付資料の復習、試験期間前の試験勉強を含みます。

【問３】学修時間（年次／授業科目別）

【問3】1年次 19,334

1_一般教養科目

2_英語科目

3_英語以外の外国語科目

4_講義・演習

5_実験・実習

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

45.3%

36.8%

50.9%

15.6%

13.2%

32.7%

38.6%

31.4%

29.7%

18.6%

16.1%

18.4%

12.9%

31.6%

23.1%

11.0%

11.2%

7.6%

11.5% 19.6%

1_30分未満 2_30分以上60分未満 3_60分以上90分未満 4_90分以上120分未満

5_120分以上150分未満 6_150分以上180分未満 7_180分以上

【問3】2年次 19,411

1_一般教養科目

2_英語科目

3_英語以外の外国語科目

4_講義・演習

5_実験・実習

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

47.1%

38.1%

59.5%

15.3%

13.3%

32.5%

38.6%

24.8%

28.7%

17.4%

14.9%

17.6%

10.8%

31.4%

22.5%

11.3%

11.1%

8.1%

11.3% 21.0%

1_30分未満 2_30分以上60分未満 3_60分以上90分未満 4_90分以上120分未満

5_120分以上150分未満 6_150分以上180分未満 7_180分以上

【問3】3年次 19,405

1_一般教養科目

2_英語科目

3_英語以外の外国語科目

4_講義・演習

5_実験・実習

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

50.4%

50.6%

73.6%

15.3%

12.2%

29.7%

31.1%

14.6%

27.8%

16.1%

13.8%

13.4%

7.7%

30.5%

21.8%

12.0%

11.5%

8.4%

12.0% 23.1%

1_30分未満 2_30分以上60分未満 3_60分以上90分未満 4_90分以上120分未満

5_120分以上150分未満 6_150分以上180分未満 7_１80分以上

【問3】4年次 14,805

1_一般教養科目

2_英語科目

3_英語以外の外国語科目

4_講義・演習

5_実験・実習

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

59.4%

66.9%

79.8%

26.8%

29.9%

22.3%

19.6%

11.0%

25.6%

16.9%

11.6%

9.1%

5.7%

24.8%

18.4%

9.6%

9.5%

6.7%

7.7% 15.1%

1_30分未満 2_30分以上60分未満 3_60分以上90分未満 4_90分以上120分未満

5_120分以上150分未満 6_150分以上180分未満 7_180分以上

【問3】5年次 562

1_一般教養科目

2_英語科目

3_英語以外の外国語科目

4_講義・演習

5_実験・実習

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

64.1%

80.2%

90.4%

30.2%

17.5%

20.4%

15.6%

6.0%

32.9%

26.3%

9.6%

21.9%

31.0%

6.3%

11.2% 7.5%

1_30分未満 2_30分以上60分未満 3_60分以上90分未満 4_90分以上120分未満

5_120分以上150分未満 6_150分以上180分未満 7_180分以上

【問3】6年次 547

1_一般教養科目

2_英語科目

3_英語以外の外国語科目

4_講義・演習

5_実験・実習

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

55.7%

84.4%

88.0%

17.4%

35.3%

14.4%

12.5%

7.2%

19.9%

23.7%

13.2%

22.2%

21.6%

7.2%

12.6%

5.8%

13.7%

6.6%

6.6%

13.0%

6.2%

1_30分未満 2_30分以上60分未満 3_60分以上90分未満 4_90分以上120分未満

5_120分以上150分未満 6_150分以上180分未満 7_180分以上
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２．学修時間について

【問３】

授業1コマ（90分）あたり、予習・復習を平均どの程度行いましたか？

自身が最も学修に時間を費やしたと考える時期の平均学修時間について、以下の※１に記載の年次・区分ごとに、最も当てはまるものを１つずつ選んでください。

※１ １～４年次（薬学部薬学科は５，６年次を含む）の各年次における平均学修時間について、以下の［１］～［５］ごとに、最も当てはまるものを１つずつ選んでください。

［１］一般教養科目（外国語科目を除く）

［２］英語科目

［３］英語以外の外国語科目

［４］専門科目・基礎科目 講義・演習

［５］専門科目・基礎科目 実験・実習

※２ 予習・復習には、レポート・発表資料作成。図書館やインターネットでの情報収集、ノートや配付資料の復習、試験期間前の試験勉強を含みます。

【問３】学修時間（一般教養科目／年度別）

【問3】1年次_一般教養科目_年度別 19,229

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

48.5%

44.3%

51.6%

51.1%

38.0%

37.3%

42.9%

30.1%

34.0%

31.9%

29.5%

35.8%

35.5%

33.5%

17.3%

18.4%

14.8%

12.0%

17.4%

16.8%

16.6%

4.5%

5.3%

6.5%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】2年次_一般教養科目_年度別 18,668

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

52.2%

46.5%

54.0%

50.6%

40.7%

38.2%

44.1%

29.6%

34.0%

30.5%

30.2%

35.2%

35.3%

34.2%

15.1%

16.9%

13.8%

12.0%

16.3%

16.6%

14.1%

5.9%

4.6%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】4年次_一般教養科目_年度別 9,634

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

75.7%

59.4%

63.3%

59.1%

52.6%

48.2%

53.8%

14.0%

23.9%

22.7%

22.9%

25.3%

24.4%

26.0%

8.2%

14.3%

12.0%

10.5%

13.1%

14.0%

11.3%

5.0%

6.2%

4.8%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】6年次_一般教養科目_年度別 167

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

93.8%

57.1%

64.3%

56.7%

43.3%

33.3%

34.5%

21.4%

7.1%

10.0%

33.3%

11.1%

13.8%

14.3%

21.4%

20.0%

10.0%

22.2%

10.3%

7.1%

13.3%

16.7%

13.8%

5.6% 11.1%

7.1%

10.0%

24.1%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】3年次_一般教養科目_年度別 15,748

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

59.1%

49.5%

55.2%

54.6%

43.8%

40.8%

46.5%

25.2%

32.0%

29.3%

26.5%

32.7%

32.2%

31.7%

13.0%

15.6%

12.9%

11.9%

14.6%

15.5%

13.5%

5.1%

6.7%

5.2%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】5年次_一般教養科目_年度別 167

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

97.0%

61.5%

78.6%

54.8%

51.6%

44.4%

55.6%

23.1%

7.1%

22.6%

29.0%

33.3%

25.9%

15.4%

14.3%

12.9%

16.1%

5.6%

7.4%

11.1%

7.4%

5.6%

6.5%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上
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【問３】学修時間（英語科目／年度別）

【問3】1年次_英語科目_年度別 19,227

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

35.9%

34.6%

40.3%

38.6%

33.3%

35.7%

38.7%

36.5%

37.8%

37.4%

40.1%

40.6%

38.9%

40.2%

21.0%

21.8%

18.6%

15.5%

18.6%

17.5%

15.0%

4.8%

5.2%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】3年次_英語科目_年度別 11,378

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

57.3%

47.8%

52.2%

51.0%

44.1%

47.0%

50.7%

25.0%

32.3%

30.8%

29.3%

35.6%

34.2%

34.5%

13.4%

15.9%

13.6%

14.5%

13.7%

12.7%

9.8%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】5年次_英語科目_年度別 96

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

90.9%

71.4%

87.5%

76.5%

64.7%

75.0%

83.3%

6.1%

28.6%

12.5%

17.6%

29.4%

12.5%

16.7%

5.9%

12.5%

5.9%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 06_150分以上、180分未満

【問3】2年次_英語科目_年度別 18,976

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

37.1%

36.6%

41.9%

39.2%

34.9%

36.7%

39.2%

36.7%

37.8%

36.6%

39.7%

39.7%

40.0%

40.4%

19.9%

20.3%

17.6%

15.3%

18.8%

16.0%

14.8%

4.7%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】4年次_英語科目_年度別 6,697

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

77.6%

65.7%

69.7%

65.1%

55.9%

60.4%

62.4%

11.9%

19.5%

17.8%

19.2%

27.7%

24.0%

25.6%

7.3%

11.3%

9.8%

11.2%

9.1%

8.9%

7.7%

4.4%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】6年次_英語科目_年度別 96

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

100.0%

71.4%

87.5%

70.6%

76.5%

75.0%

83.3%

14.3%

12.5%

23.5%

17.6%

25.0%

16.7%

14.3%

5.9%

5.9%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 07_180分以上
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【問３】学修時間（英語以外の外国語科目／年度別）

【問3】1年次_英語以外の外国語科目_年度別 10,661

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

64.7%

53.4%

55.5%

50.7%

40.1%

40.9%

42.2%

22.8%

28.8%

30.2%

31.7%

36.2%

37.0%

37.8%

10.0%

14.3%

11.8%

11.7%

16.4%

14.6%

13.8%

4.9%

5.0%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】3年次_英語以外の外国語科目_年度別 5,084

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

85.6%

79.0%

76.9%

69.2%

54.4%

63.0%

61.9%

8.1%

11.6%

12.9%

17.0%

26.4%

18.0%

22.6%

4.9%

7.1%

8.4%

8.7%

11.3%

9.8%

9.0%

5.6%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】5年次_英語以外の外国語科目_年度別 83

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

96.9%

100.0%

100.0%

69.2%

80.0%

100.0%

100.0%

23.1%

6.7% 13.3%

7.7%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

【問3】2年次_英語以外の外国語科目_年度別 7,402

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

72.6%

61.6%

61.1%

58.6%

44.9%

48.9%

50.8%

16.8%

23.4%

24.8%

25.8%

33.9%

30.5%

29.5%

8.2%

11.9%

11.4%

10.0%

13.1%

11.7%

12.9%

6.0%

6.0%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】4年次_英語以外の外国語科目_年度別 4,247

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

92.3%

88.4%

85.4%

74.5%

60.0%

64.6%

65.7%

5.5%

6.3%

14.2%

22.5%

18.4%

20.1%

5.0%

7.0%

6.0%

9.7%

8.5%

9.1%

5.2%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】6年次_英語以外の外国語科目_年度別 83

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

69.2%

66.7%

85.7%

100.0%

30.8%

13.3% 20.0%

14.3%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満
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【問３】学修時間（講義・演習／年度別）

【問3】1年次_講義・演習_年度別 19,178

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

17.0%

13.8%

18.5%

15.3%

13.0%

14.5%

16.5%

27.1%

28.0%

31.8%

30.7%

28.5%

31.0%

30.7%

31.7%

35.1%

32.6%

28.3%

31.9%

30.3%

31.1%

7.2%

8.2%

6.4%

13.2%

16.1%

14.8%

13.0%

11.2%

10.6%

7.9%

5.6%

6.0%

5.3%

5.3%

5.2%

5.5%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】2年次_講義・演習_年度別 19,280

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

16.7%

14.0%

17.8%

14.9%

13.1%

14.0%

15.9%

26.9%

27.0%

31.0%

28.1%

28.2%

30.0%

29.8%

30.9%

35.0%

32.2%

29.5%

31.0%

30.8%

30.3%

7.0%

8.4%

7.0%

13.5%

16.5%

15.3%

13.7%

11.8%

10.3%

8.7%

6.1%

6.7%

5.7%

6.2%

5.8%

4.5%

5.9%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】3年次_講義・演習_年度別 19,164

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

17.3%

13.3%

16.9%

14.7%

13.4%

14.1%

17.1%

25.3%

26.5%

29.4%

26.5%

28.7%

29.6%

29.6%

31.1%

34.5%

31.4%

28.9%

29.1%

29.2%

28.9%

7.8%

9.0%

8.5%

14.7%

16.8%

16.0%

13.4%

11.4%

11.3%

9.3%

6.8%

6.8%

6.2%

6.0%

6.3%

4.7%

6.4%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】4年次_講義・演習_年度別 12,928

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

38.2%

21.4%

25.9%

23.7%

23.7%

23.5%

27.3%

20.1%

23.2%

25.3%

25.1%

28.1%

29.8%

29.9%

24.1%

31.2%

26.6%

22.1%

24.7%

23.4%

22.2%

5.3%

6.8%

6.4%

14.4%

11.7%

12.9%

10.2%

6.9%

9.9%

9.5%

5.3%

5.6%

5.0%

5.1%

5.1%

6.6%

5.7%

7.4%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】6年次_講義・演習_年度別 517

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

13.8%

7.8%

17.0%

21.8%

25.3%

24.0%

13.2%

10.3%

11.7%

17.0%

28.7%

25.3%

30.0%

20.8%

23.0%

35.1%

28.4%

13.8%

21.3%

12.0%

17.0%

8.0%

14.3%

11.4%

12.6%

14.7%

14.0%

15.1%

23.0%

18.2%

20.5%

5.7%

6.7%

6.0%

11.3%

20.7%

13.0%

5.7%

14.9%

5.3%

12.0%

20.8%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】5年次_講義・演習_年度別 493

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

30.0%

14.9%

32.0%

34.9%

32.0%

35.4%

35.4%

26.7%

28.4%

30.7%

41.0%

36.0%

37.5%

31.3%

24.4%

35.1%

21.3%

12.0%

21.3%

18.8%

18.8%

9.5%

5.3%

6.0%

8.0%

8.3%

8.9%

6.8%

9.3%

6.7%

5.4%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上
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【問３】学修時間（実験・実習／年度別）

【問3】2年次_実験・実習_年度別 15,573

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

17.0%

10.8%

13.4%

13.5%

11.9%

12.9%

13.3%

14.6%

15.4%

17.9%

20.2%

16.6%

18.7%

18.5%

23.7%

24.6%

23.9%

22.7%

21.0%

20.0%

21.0%

7.0%

8.4%

6.1%

14.2%

15.0%

13.9%

15.0%

13.5%

17.2%

13.8%

6.6%

9.9%

9.1%

9.0%

5.4%

5.3%

5.6%

22.9%

22.7%

23.9%

19.1%

20.2%

20.1%

17.5%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】1年次_実験・実習_年度別 15,837

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

16.2%

10.2%

13.4%

13.0%

12.5%

13.2%

13.7%

15.0%

16.4%

18.1%

22.6%

18.0%

20.4%

19.7%

24.7%

26.6%

24.7%

22.4%

21.0%

20.0%

21.0%

6.7%

8.5%

6.0%

14.0%

15.8%

14.1%

15.3%

15.1%

16.6%

13.9%

6.4%

9.7%

9.4%

9.2%

4.8%

4.9%

21.2%

20.9%

22.8%

18.2%

18.2%

18.6%

16.3%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】4年次_実験・実習_年度別 8,184

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

48.2%

27.7%

33.7%

21.4%

23.4%

23.9%

24.4%

9.6%

14.3%

16.2%

19.1%

20.3%

21.3%

20.7%

16.1%

24.3%

23.6%

18.4%

15.4%

16.6%

16.6%

4.9%

7.1%

5.7%

13.4%

11.3%

11.5%

12.4%

7.2%

11.8%

10.0%

5.8%

8.7%

6.5%

6.6%

13.5%

14.2%

10.0%

18.5%

17.0%

16.1%

15.2%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】3年次_実験・実習_年度別 15,991

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

14.8%

10.0%

11.8%

11.7%

11.6%

12.0%

13.4%

13.9%

14.1%

16.0%

18.5%

15.4%

17.8%

16.7%

22.4%

23.5%

24.0%

22.2%

19.7%

18.7%

21.0%

7.3%

8.0%

6.6%

15.1%

15.7%

14.4%

15.4%

13.7%

18.4%

13.5%

7.9%

10.1%

10.3%

9.4%

6.1%

5.2%

5.7%

26.4%

24.8%

26.5%

20.9%

21.3%

21.6%

18.4%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】6年次_実験・実習_年度別 241

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

52.4%

26.7%

22.2%

20.5%

50.0%

47.6%

26.7%

10.0%

20.0%

52.3%

20.5%

28.6%

40.0%

23.8%

40.0%

40.0%

9.1%

11.4%

9.5%

6.7%

13.6%

4.5%

4.8%

13.3%

9.5%

10.0%

11.1%

4.5%

9.5%

6.7%

9.5%

10.0%

4.5%

9.1%

6.7%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上

【問3】5年次_実験・実習_年度別 464

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

19.8%

7.4%

14.1%

14.9%

30.6%

26.2%

12.8%

18.5%

20.6%

24.7%

31.0%

25.8%

33.3%

38.5%

37.0%

44.1%

43.5%

23.0%

16.1%

19.0%

23.1%

13.2%

4.7%

21.8%

14.5%

11.9%

12.8%

11.1%

8.8%

11.8%

4.8%

4.8%

5.1%

11.1%

4.6%

6.5%

5.1%

01_30分未満 02_30分以上、60分未満 03_60分以上、90分未満 04_90分以上、120分未満

05_120分以上、150分未満 06_150分以上、180分未満 07_180分以上
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問4　学部別 2,250

104 205 14 5

22 29 2 1

38 131 17 7

83 194 25 5

172 476 54 6

66 147 9 1

126 273 34 4

611 1,455 155 29

３．カリキュラムについて

【問４】所属する学部学科が提供する教育やカリキュラム（講義、実験・実習、研究室など）に、総合するとどの程度満足していますか？

※「履修していない、在籍していない」と回答した学生は母数に含めず算出しています。

※薬学部薬学科の学生は「3,4年次」を「3,4,5,6年次」と読み替えてください。

【問4】肯定的回答割合

2,250

91.8%
+2.0% vs 2023年度（89.9%
）

+1.8% vs 2024年度（90.1%
）

【問4】回答割合 2,250

27.2% (611)

64.7% (1,455)

6.9% (155)
1.3% (29)

01_とても満足している 02_満足している

03_あまり満足していない 04_まったく満足していない

【問4】年度別 19,260

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

22.7%

24.0%

24.6%

27.9%

28.0%

27.2%

27.2%

62.6%

63.9%

63.5%

61.4%

61.9%

62.9%

64.7%

13.1%

10.5%

10.2%

9.4%

9.0%

8.6%

6.9%

01_とても満足している 02_満足している 03_あまり満足していない 04_まったく満足していない

問４　教育カリキュラム満足度（学部別） 2,250

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

31.7%

40.7%

19.7%

27.0%

24.3%

29.6%

28.8%

62.5%

53.7%

67.9%

63.2%

67.2%

65.9%

62.5%

8.8%

8.1%

7.6%

7.8%

01_とても満足している 02_満足している 03_あまり満足していない 04_まったく満足していない

01_とても満足してい
る

02_満足している
03_あまり満足して

いない

04_まったく満足し
ていない

理学部第一部

理学部第二部

薬学部

工学部

創域理工学部

先進工学部

経営学部

合計

学部＞学科
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問4　学科別 2,250

18 35 1 54

17 40 5 62

6 19 1 26

15 21 1 37

16 31 4 1 52

32 59 4 2 97

12 17 1 1 31

8 10 1 19

2 2 4

15 59 10 4 88

23 72 7 3 105

21 74 10 3 108

22 39 2 2 65

7 15 7 29

33 66 6 105

16 18 34

23 70 2 2 97

18 44 8 70

19 66 5 90

1 4 5

20 73 4 1 98

30 97 15 3 145

16 47 10 73

3 2 5

26 55 10 91

39 72 4 1 116

10 33 2 45

17 42 3 62

43 114 13 2 172

54 104 11 2 171

29 55 10 94

611 1,455 155 29

01_とても満足し
ている

02_満足してい
る

03_あまり満足
していない

04_まったく満
足していない

合計

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

15_応用物理学

科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科

学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学

科

63_情報計算科

学科

64_生命生物科

学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情

報工学科

74_経営システ

ム工学科

75_機械航空宇

宙工学科

76_社会基盤工

学科

81_電子システ

ム工学科

82_マテリアル

創成工学科

83_生命システ

ム工学科

86_経営学科

87_ビジネスエ

コノミクス学科

89_国際デザイ

ン経営学科

合計

Q7_2 - 学科

問４　教育カリキュラム満足度（学部別） 2,250

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

15_応用物理学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

33.3%

27.4%

23.1%

40.5%

30.8%

33.0%

38.7%

42.1%

50.0%

17.0%

21.9%

19.4%

33.8%

24.1%

31.4%

47.1%

23.7%

25.7%

21.1%

20.0%

20.4%

20.7%

21.9%

60.0%

28.6%

33.6%

22.2%

27.4%

25.0%

31.6%

30.9%

64.8%

64.5%

73.1%

56.8%

59.6%

60.8%

54.8%

52.6%

50.0%

67.0%

68.6%

68.5%

60.0%

51.7%

62.9%

52.9%

72.2%

62.9%

73.3%

80.0%

74.5%

66.9%

64.4%

40.0%

60.4%

62.1%

73.3%

67.7%

66.3%

60.8%

58.5%

8.1%

7.7%

5.3%

11.4%

6.7%

9.3%

24.1%

5.7%

11.4%

5.6%

10.3%

13.7%

11.0%

7.6%

6.4%

10.6%

01_とても満足している 02_満足している 03_あまり満足していない 04_まったく満足していない
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３．カリキュラムについて

【問５】所属する学部学科の教育内容・カリキュラムについて、最も当てはまるものを１つずつ選んでください。

※「履修していない、在籍していない」と回答した学生は母数に含めず算出しています。

※薬学部薬学科の学生は「3,4年次」を「3,4,5,6年次」と読み替えてください。

【問５】2025年度

【問5】2025年度_一般教養科目 2,250

A．興味・関心のある科目が多い

B．成長を実感できる科目が多い

C．熱心に取り組んだ

D．授業内容に満足した科目が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19%

16%

22%

19%

56%

52%

51%

57%

20%

26%

22%

20%

4%

6%

4%

【問5】2025年度_２．外国語科目（１）英語科目 2,250

A．興味・関心のある科目が多い

B．成長を実感できる科目が多い

C．熱心に取り組んだ

D．授業内容に満足した科目が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11%

13%

18%

12%

40%

41%

48%

46%

36%

32%

25%

31%

12%

13%

8%

10%

【問5】2025年度_２．外国語科目（２）英語以外の外国語科目 2,250

A．興味・関心のある科目が多い

B．成長を実感できる科目が多い

C．熱心に取り組んだ

D．授業内容に満足した科目が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14%

13%

16%

14%

30%

28%

28%

30%

14%

15%

14%

15%

5%

5%

4%

4%

38%

38%

38%

38%

【問5】2025年度_３．専門科目・基礎科目_1年次（１）講義・演習 2,250

A．興味・関心のある科目が多い

B．成長を実感できる科目が多い

C．熱心に取り組んだ

D．授業内容に満足した科目が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

29%

37%

40%

31%

58%

52%

49%

56%

11%

9%

9%

11%

【問5】2025年度_３．専門科目・基礎科目_1年次（２）実験・実習 2,250

A．興味・関心のある科目が多い

B．成長を実感できる科目が多い

C．熱心に取り組んだ

D．授業内容に満足した科目が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

27%

33%

38%

27%

42%

37%

35%

43%

9%

9%

6%

9%

19%

19%

19%

19%

【問5】2025年度_３．専門科目・基礎科目_2年次（１）講義・演習 2,250

A．興味・関心のある科目が多い

B．成長を実感できる科目が多い

C．熱心に取り組んだ

D．授業内容に満足した科目が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

32%

36%

39%

32%

57%

54%

51%

57%

9%

8%

8%

9%

【問５】2024年度

【問5】2024年度_一般教養科目 2,789

【一般教養科目】A．興味・関心のある
科目が多い

【一般教養科目】B．成長を実感できる
科目が多い

【一般教養科目】C．熱心に取り組んだ

【一般教養科目】D．授業内容に満足
した科目が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20%

17%

24%

20%

56%

51%

50%

56%

20%

27%

22%

20%

4%

【問5】2024年度_２．外国語科目（１）英語科目 2,789

【英語科目】A．興味・関心のある科目
が多い

【英語科目】B．成長を実感できる科目
が多い

【英語科目】C．熱心に取り組んだ

【英語科目】D．授業内容に満足した
科目が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12%

13%

18%

13%

40%

40%

47%

43%

36%

33%

26%

33%

11%

13%

7%

9%

【問5】2024年度_２．外国語科目（２）英語以外の外国語科目 2,789

【外国語科目】A．興味・関心のある
科目が多い

【外国語科目】B．成長を実感できる
科目が多い

【外国語科目】C．熱心に取り組んだ

【外国語科目】D．授業内容に満足した
科目が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13%

13%

15%

13%

25%

24%

23%

25%

10%

12%

10%

10%

48%

48%

48%

48%

【問5】2024年度_３．専門科目・基礎科目_1年次（１）講義・演習 2,789

【1年次_講義・演習】A．興味・関心の
ある科目が多いｋ

【1年次_講義・演習】B．成長を実感
できる科目が多いｋ

【1年次_講義・演習】C．熱心に取り組
んだ

【1年次_講義・演習】D．授業内容に
満足した科目が多いｋ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30%

36%

41%

30%

55%

50%

47%

55%

12%

11%

9%

12%

【問5】2024年度_３．専門科目・基礎科目_1年次（２）実験・実習 2,789

【1年次_実験・実習】A．興味・関心の
ある科目が多い

【1年次_実験・実習】B．成長を実感
できる科目が多い

【1年次_実験・実習】C．熱心に取り組
んだ

【1年次_実験・実習】D．授業内容に
満足した科目が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

28%

33%

38%

26%

41%

37%

35%

42%

10%

9%

7%

10%

20%

19%

19%

19%

【問5】2024年度_３．専門科目・基礎科目_2年次（１）講義・演習 2,789

【2年次_講義・演習】A．興味・関心の
ある科目が多いｋ

【2年次_講義・演習】B．成長を実感
できる科目が多い

【2年次_講義・演習】C．熱心に取り組
んだｋ

【2年次_講義・演習】D．授業内容に
満足した科目が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

32%

36%

40%

31%

57%

53%

49%

57%

9%

9%

9%

10%
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【問5】2025年度_３．専門科目・基礎科目_2年次（２）実験・実習 2,250

A．興味・関心のある科目が多い

B．成長を実感できる科目が多い

C．熱心に取り組んだ

D．授業内容に満足した科目が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

29%

33%

36%

28%

42%

39%

37%

43%

7%

6%

6%

8%

20%

20%

20%

20%

【問5】2025年度_３．専門科目・基礎科目_3・4年次（１）講義・演習 2,250

A．興味・関心のある科目が多い

B．成長を実感できる科目が多い

C．熱心に取り組んだ

D．授業内容に満足した科目が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40%

41%

45%

37%

50%

49%

46%

52%

7%

7%

7%

9%

【問5】2025年度_３．専門科目・基礎科目_3・4年次（２）実験・実習 2,250

A．興味・関心のある科目が多い

B．成長を実感できる科目が多い

C．熱心に取り組んだ

D．授業内容に満足した科目が多い

0% 50,000% 100,000% 150,000% 200,000%

74,100%

80,200%

85,500%

67,900%

88,100%

82,100%

79,700%

91,400%

45,200%

44,900%

45,100%

45,100%

【問5】2025年度_４．卒業研究（ゼミ） 2,250

A．興味・関心が持てる

B．成長を実感できる

C．熱心に取り組んでいる

D．内容に満足している

0% 20% 40% 60% 80% 100%

64%

66%

67%

58%

29%

27%

27%

33%

4%

4%

6%

【問5】2025年度_５．教職課程に関する科目 144

A．興味・関心が持てる

B．成長を実感できる

C．熱心に取り組んでいる

D．授業内容に満足した科目が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

42%

59%

49%

39%

44%

28%

37%

43%

10%

7%

8%

10%

5%

6%

6%

8%

【問5】2024年度_３．専門科目・基礎科目_2年次（２）実験・実習 2,789

【2年次_実験・実習】A．興味・関心の
ある科目が多い

【2年次_実験・実習】B．成長を実感
できる科目が多い

【2年次_実験・実習】C．熱心に取り組
んだ

【2年次_実験・実習】D．授業内容に
満足した科目が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30%

33%

37%

28%

42%

39%

36%

43%

7%

7%

7%

8%

20%

20%

20%

20%

【問5】2024年度_３．専門科目・基礎科目_3・4年次（１）講義・演習 2,789

【3・4年次_講義・演習】A．興味・
関心のある科目が多いｎ

【3・4年次_講義・演習】B．成長を
実感できる科目が多い

【3・4年次_講義・演習】C．熱心に
取り組んだ

【3・4年次_講義・演習】D．授業内容
に満足した科目が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

42%

42%

47%

38%

49%

48%

44%

52%

7%

8%

7%

8%

【問5】2024年度_３．専門科目・基礎科目_3・4年次（２）実験・実習 2,789

【3・4年次_実験・実習】A．興味・
関心のある科目が多い

【3・4年次_実験・実習】B．成長を
実感できる科目が多い

【3・4年次_実験・実習】C．熱心に
取り組んだ

【3・4年次_実験・実習】D．授業内容
に満足した科目が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

34%

38%

41%

32%

39%

35%

33%

40%

7%

7%

5%

7%

20%

20%

20%

20%

【問5】2024年度_４．卒業研究（ゼミ） 2,789

【卒業研究（ゼミ）】A．興味・関心が
持てる（

【卒業研究（ゼミ）】B．成長を実感
できる

【卒業研究（ゼミ）】C．熱心に取り組
んでいる（

【卒業研究（ゼミ）】D．内容に満足し
ている

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65%

66%

68%

58%

28%

26%

26%

32%

5%

5%

7%

【問5】2024年度_５．教職課程に関する科目 238

【教職課程科目】A．興味・関心が
持てる

【教職課程科目】B．成長を実感できる

【教職課程科目】C．熱心に取り組んで
いる

【教職課程科目】D．授業内容に満足
した科目が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

43%

52%

49%

37%

40%

34%

34%

44%

12%

9%

11%

14%

5%

4%

6%

6%
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問6　力を入れたこと_学部＞学科 2,250

264 65 9 113 8 134 178 10 15

43 11 10 3 20 31 6 1

150 42 10 84 8 92 116 7 5

242 51 15 117 6 141 177 9 10

558 107 34 298 20 312 391 33 32

180 35 8 78 5 96 129 8 10

276 116 45 168 18 210 246 28 9

1,713 427 121 868 68 1,005 1,268 101 82

01_大
学での

学び

02_資
格取得

のため

の学び

03_留
学

04_ク
ラブ・

サーク

ル活動

05_ボ
ランテ

ィア活

動

06_友
人との

関係

07_ア
ルバイ

ト

08_そ
の他

（自由

記述）

09_特
になし

理学部

第一部

理学部

第二部

薬学部

工学部

創域理

工学部

先進工

学部

経営学

部

合計

学部＞

学科

３．カリキュラムについて

【問６】本学での学びや経験で、力を入れたことは何ですか？当てはまるものをすべて選んでください（複数回答可）。

【問６】力を入れたこと 2,250

30.3% (1,713)

7.6% (427)
2.1% (121)
15.4% (868)

1.2% (68)
17.8% (1,005)

22.4% (1,268)
3.2% (183)

01_大学での学び

02_資格取得のための学び 03_留学

04_クラブ・サークル活動

05_ボランティア活動 06_友人との関係

07_アルバイト 08_その他（自由記述）

09_特になし

【問6】力を入れたこと 2,250

01_大学での学び

07_アルバイト

06_友人との関係

04_クラブ・サークル活動

02_資格取得のための学び

03_留学

08_その他（自由記述）

09_特になし

05_ボランティア活動

0 500 1,000 1,500

1,713

1,268

1,005

868

427

121

101

82

68

【問6】力を入れたこと_年度別 5,039

2024

2025

0% 20% 40% 60% 80% 100%

32%

30%

8%

8%

14%

15%

18%

18%

22%

22%

01_大学での学び 02_資格取得のための学び 03_留学 04_クラブ・サークル活動

05_ボランティア活動 06_友人との関係 07_アルバイト 08_その他（自由記述）

09_特になし

問6　学部＞学科 2,250

理学部第一部

理学部第二部

薬学部

工学部

創域理工学部

先進工学部

経営学部

0% 20% 40% 60% 80% 100%

33%

34%

29%

32%

31%

33%

25%

8%

9%

8%

7%

6%

6%

10% 4%

14%

8%

16%

15%

17%

14%

15%

17%

16%

18%

18%

17%

17%

19%

22%

25%

23%

23%

22%

23%

22%

5%

01_大学での学び 02_資格取得のための学び 03_留学 04_クラブ・サークル活動

05_ボランティア活動 06_友人との関係 07_アルバイト 08_その他（自由記述） 09_特になし

 フィルタ

2025年度卒業予定者対象アンケート集計結果 / 3-3_カリキュラムについて（問6）_力を入れたこと
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問6　力を入れたこと_学科別 2,250

47 12 16 1 22 28 5

51 6 2 25 4 25 31 6

24 9 1 12 1 13 16 3

30 12 3 17 1 15 23 1 2

36 9 2 16 20 25 2

76 17 1 27 1 39 55 6

24 7 5 1 9 18 2

17 2 4 1 10 10 4 1

2 2 1 1 1 3

72 23 2 33 2 40 59 2 3

78 19 8 51 6 52 57 5 2

77 12 7 40 3 52 71 6 6

53 11 3 24 25 33 1

26 1 2 14 15 15 1

86 27 3 39 3 49 58 1 4

27 6 2 14 2 14 24 4

81 9 6 37 45 48 1 3

53 11 1 27 34 31 6 2

75 13 3 50 10 36 47 4 2

4 1 1 2 2 2 1

74 15 5 36 45 56 4 8

114 19 9 52 3 53 77 9 8

58 18 3 34 3 37 47 3 3

4 1 3 3 1 1 1

68 14 4 43 2 43 58 1 4

89 22 3 36 2 43 68 2 6

41 7 19 2 28 27 3 1

50 6 5 23 1 25 34 3 3

01_大
学での

学び

02_資
格取得

のため

の学び

03_留
学

04_ク
ラブ・

サーク

ル活動

05_ボ
ランテ

ィア活

動

06_友
人との

関係

07_ア
ルバイ

ト

08_そ
の他

（自由

記述）

09_特
になし

11_数学

科

12_物理

学科

13_化学

科

14_応用

数学科

15_応用

物理学

科

16_応用

化学科

21_数学

科

22_物理

学科

23_化学

科

3A_薬

学科

3B_生

命創薬

科学科

42_工業

化学科

43_電気

工学科

45_機械

工学科

46_情報

工学科

61_数理

科学科

62_先端

物理学

科

63_情報

計算科

学科

64_生命

生物科

学科

71_建築

学科

72_先端

化学科

73_電気

電子情

報工学

科

74_経営

システ

ム工学

科

75_機械

航空宇

宙工学

科

76_社会

基盤工

学科

81_電子

システ

ム工学

科

82_マテ

リアル

創成工

学科

83_生命

システ

ム工学

科

Q7_2 -
学科

問6　学科別 2,250

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

15_応用物理学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科
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16%
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20%

19%

15%

21%
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25%

27%

20%
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25%
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26%

22%

20%
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21%
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20%

15%
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23%
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4%
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7%

4%

8%
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01_大学での学び 02_資格取得のための学び 03_留学 04_クラブ・サークル活動

05_ボランティア活動 06_友人との関係 07_アルバイト 08_その他（自由記述） 09_特になし21
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108 41 14 65 8 91 106 12 2

104 54 10 65 7 82 89 11 5

64 21 21 38 3 37 51 5 2

1,713 427 121 868 68 1,005 1,268 101 82

01_大
学での

学び

02_資
格取得

のため

の学び

03_留
学
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ラブ・

サーク

ル活動

05_ボ
ランテ

ィア活

動
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人との

関係

07_ア
ルバイ
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08_そ
の他

（自由

記述）

09_特
になし

86_経営

学科

87_ビジ

ネスエ

コノミ

クス学

科

89_国際

デザイ

ン経営

学科

合計

Q7_2 -
学科
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３．カリキュラムについて

【問７】本学で教育を受けて、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に定める学修目標（能力）はどの程度身に付きましたか？

【問7】DP達成度_総合 2,250

①自然・人間・社会に係る幅広い教養を修得し、専門分野の枠を超えて横断的に物事を
俯瞰できる能力

②専門分野に応じた基礎学力と、その上に立つ専門知識

③修得した専門知識や教養をもとに、自ら課題を発見し、解決する能力

④修得した専門知識や教養をもとに、論理的・批判的に思考し、積極的な姿勢で判断し
、行動する能力

⑤修得した専門知識や教養をもとに、他者とコミュニケーションをとり、国際的な視野
を持って活躍できる能力

⑥修得した専門知識や教養をもとに、専門分野に応じたキャリアを形成し、自己を管理
する能力

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35%

41%

40%

41%

30%

33%

54%

52%

50%

50%

47%

53%

10%

6%

9%

7%

19%

12%

4%

2%

1_身に付いた 2_やや身に付いた 3_あまり身に付いていない 4_まったく身に付いていない

【速報版】2025年度卒業予定者対象アンケート集計結果 / 3-4_カリキュラムについて（問7）_DP達成度
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４．東京理科大学への満足度 （１）教員

【問８】教員に対してどの程度満足していますか？

【問８】教員満足度 2,250

01_教員との関わり

02_教員の熱意

03_教員の就職・進学支援

04_教員の学修支援

0% 20% 40% 60% 80% 100%

32%

35%

26%

31%

55%

54%

50%

53%

10%

8%

18%

12%

2%

2%

6%

4%

1_とても満足している 2_満足している 3_あまり満足していない 4_まったく満足していない

【速報版】2025年度卒業予定者対象アンケート集計結果 / 4-1_東京理科大学への満足度（問８）_(1)教員

24
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問9　学部別 2,250

124 158 41 5

24 23 7

72 102 16 3

187 108 11 1

228 386 82 12

128 91 3 1

106 219 89 23

869 1,087 249 45

４．東京理科大学への満足度 （２）施設・設備_総合

【問９】本学が提供する施設・設備（図書館など）に、総合するとどの程度どの程度満足していますか？

問9 肯定的回答割合

2,250

86.9%
+16.3% vs 2023年度（70.6
%）

+17.9% vs 2024年度（69.0
%）

問9 施設・設備_総合満足度 2,250

38.6% (869.0)

48.3% (1,087.0)

11.1% (249.0)
2.0% (45.0)

01_とても満足している 02_満足している

03_あまり満足していない 04_まったく満足していない

問9　年度別 18,521

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

14.0%

14.2%

14.8%

16.3%

14.8%

24.2%

38.6%

53.4%

54.3%

53.1%

52.7%

55.9%

54.2%

48.3%

26.3%

26.7%

25.6%

25.0%

24.2%

17.8%

11.1%

6.3%

4.8%

6.5%

6.0%

5.1%

01_とても満足している 02_満足している 03_あまり満足していない 04_まったく満足していない

問9　施設・設備満足度（学部別） 2,250

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

37.8%

44.4%

37.3%

60.9%

32.2%

57.4%

24.3%

48.2%

42.6%

52.8%

35.2%

54.5%

40.8%

50.1%

12.5%

13.0%

8.3%

11.6%

20.4% 5.3%

01_とても満足している 02_満足している 03_あまり満足していない 04_まったく満足していない

01_とても満足してい
る

02_満足している
03_あまり満足して

いない

04_まったく満足し
ていない

理学部第一部

理学部第二部

薬学部

工学部

創域理工学部

先進工学部

経営学部

合計

学部＞学科

【速報版】2025年度卒業予定者対象アンケート集計結果 / 4-2_東京理科大学への満足度（問9）_施設・設
備_総合
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問9　学科別 2,250

20 27 7 54

19 30 13 62

10 10 6 26

15 18 3 1 37

34 15 2 1 52

26 58 10 3 97

13 14 4 31

9 7 3 19

2 2 4

31 49 7 1 88

41 53 9 2 105

63 41 3 1 108

42 22 1 65

14 10 5 29

68 35 2 105

18 15 1 34

28 54 11 4 97

24 41 5 70

24 49 15 2 90

3 2 5

32 50 14 2 98

49 77 15 4 145

27 39 7 73

1 3 1 5

25 55 11 91

71 44 1 116

24 20 1 45

33 27 2 62

41 87 34 10 172

46 89 28 8 171

19 43 27 5 94

869 1,087 249 45

01_とても満足し
ている

02_満足してい
る

03_あまり満足
していない

04_まったく満
足していない

合計

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

15_応用物理学

科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科

学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学

科

63_情報計算科

学科

64_生命生物科

学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情

報工学科

74_経営システ

ム工学科

75_機械航空宇

宙工学科

76_社会基盤工

学科

81_電子システ

ム工学科

82_マテリアル

創成工学科

83_生命システ

ム工学科

86_経営学科

87_ビジネスエ

コノミクス学科

89_国際デザイ

ン経営学科

合計

Q7_2 - 学科

問9　施設・設備満足度（学部別） 2,250

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

15_応用物理学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

37.0%

30.6%

38.5%

40.5%

65.4%

26.8%

41.9%

47.4%

50.0%

35.2%

39.0%

58.3%

64.6%

48.3%

64.8%

52.9%

28.9%

34.3%

26.7%

32.7%

33.8%

37.0%

20.0%

27.5%

61.2%

53.3%

53.2%

23.8%

26.9%

20.2%

50.0%

48.4%

38.5%

48.6%

28.8%

59.8%

45.2%

36.8%

50.0%

55.7%

50.5%

38.0%

33.8%

34.5%

33.3%

44.1%

55.7%

58.6%

54.4%

60.0%

51.0%

53.1%

53.4%

60.0%

60.4%

37.9%

44.4%

43.5%

50.6%

52.0%

45.7%

13.0%

21.0%

23.1%

8.1%

10.3%

12.9%

15.8%

8.0%

8.6%

17.2%

11.3%

7.1%

16.7%

40.0%

14.3%

10.3%

9.6%

20.0%

12.1%

19.8%

16.4%

28.7%

5.8%

5.3%

01_とても満足している 02_満足している 03_あまり満足していない 04_まったく満足していない
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４．東京理科大学への満足度 （２）施設・設備_区分ごと

【問10】本学が提供する施設・設備（図書館など）にどの程度満足していますか？

以下の区分ごとに最も当てはまるものを１つずつ選んでください。

【区分】①学内のシステム ②図書館 ③生協 ④学生食堂 ⑤講義室 ⑥研究室 ⑦体育館・トレーニングルーム ⑧IT環境（学内無線LAN等）

2025年度

【問10】施設・設備_満足度_「特になし・利用していない」を除く 2,119

01_学内のシステム（CLASSやLETUS等）

02_図書館

03_生協

04_学生食堂

05_講義室

06_研究室

07_体育館・トレーニングルーム

08_IT環境（学内無線LAN等）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

28.1%

43.4%

22.4%

24.4%

29.1%

41.8%

26.5%

26.5%

57.3%

45.8%

52.1%

44.2%

57.3%

46.6%

51.7%

51.0%

13.0%

9.0%

20.2%

24.6%

11.4%

8.9%

15.6%

18.1%

6.8%

6.2%

1_とても満足している 2_満足している 3_あまり満足していない 4_まったく満足していない

【問10】施設・設備_満足度 2,250

01_学内のシステム（CLASSやLETUS等）

02_図書館

03_生協

04_学生食堂

05_講義室

06_研究室

07_体育館・トレーニングルーム

08_IT環境（学内無線LAN等）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

25.5%

36.8%

17.9%

20.8%

24.2%

33.3%

13.6%

20.4%

51.9%

38.9%

41.7%

37.6%

47.7%

37.2%

26.4%

39.3%

11.7%

7.6%

16.2%

20.9%

9.5%

7.1%

8.0%

13.9%

9.4%

15.1%

20.0%

14.8%

16.8%

20.2%

48.8%

22.9%

1_とても満足している 2_満足している 3_あまり満足していない 4_まったく満足していない

5_特になし・利用していない

【速報版】2025年度卒業予定者対象アンケート集計結果 / 4-3_東京理科大学への満足度（問10）_施設・
設備_区分ごと
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問11　学部別 2,250

70 142 37 11 68 328

16 19 7 12 54

34 76 23 9 51 193

59 138 28 8 74 307

138 333 79 19 139 708

59 103 18 3 40 223

85 193 68 12 79 437

461 1,004 260 62 463

４．東京理科大学への満足度 （３）学生生活への支援・制度

【問11】学生生活への支援・制度（履修、課外活動支援、キャリアセンターなど）に、総合するとどの程度満足していますか？

【問11】肯定的回答割合

2,250

65.1%

【問11】回答割合 2,250

20.5% (461)

44.6% (1,004)

11.6% (260)

2.8% (62)

20.6% (463)

01_とても満足している 02_満足している

03_あまり満足していない 04_まったく満足していない

05_特になし・利用していない

【問11】年度別 2,250

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

20.5% 44.6% 11.6% 20.6%

01_とても満足している 02_満足している 03_あまり満足していない 04_まったく満足していない

05_特になし・利用していない

問11　学生生活への支援・制度（学部別） 2,250

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

21.3%

29.6%

17.6%

19.2%

19.5%

26.5%

19.5%

43.3%

35.2%

39.4%

45.0%

47.0%

46.2%

44.2%

11.3%

13.0%

11.9%

9.1%

11.2%

8.1%

15.6%

4.7%

20.7%

22.2%

26.4%

24.1%

19.6%

17.9%

18.1%

01_とても満足している 02_満足している 03_あまり満足していない 04_まったく満足していない

05_特になし・利用していない

01_とても満
足している

02_満足して
いる

03_あまり満
足していない

04_まったく
満足していな

い

05_特にな
し・利用して

いない

合計

理学部第一部

理学部第二部

薬学部

工学部

創域理工学部

先進工学部

経営学部

合計

学部＞学科

 フィルタ
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問11　学科別 2,250

10 26 5 1 12 54

10 28 5 2 17 62

8 9 3 6 26

10 19 3 5 37

14 20 5 3 10 52

18 40 16 5 18 97

11 12 3 5 31

4 5 4 6 19

1 2 1 4

16 39 12 3 18 88

18 37 11 6 33 105

19 50 9 4 26 108

17 27 8 1 12 65

2 15 2 10 29

21 46 9 3 26 105

12 15 2 5 34

20 40 10 3 24 97

13 33 4 4 16 70

14 47 12 17 90

2 1 2 5

18 46 10 4 20 98

29 70 20 4 22 145

16 32 12 1 12 73

4 1 5

16 44 8 3 20 91

36 56 9 1 14 116

10 21 3 2 9 45

13 26 6 17 62

30 80 22 6 34 172

40 72 26 3 30 171

15 41 20 3 15 94

461 1,004 260 62 463

問11　学生生活への支援・制度満足度（学科別） 2,250

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

15_応用物理学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

18.5%

16.1%

30.8%

27.0%

26.9%

18.6%

35.5%

21.1%

25.0%

18.2%

17.1%

17.6%

26.2%

6.9%

20.0%

35.3%

20.6%

18.6%

15.6%

18.4%

20.0%

21.9%

17.6%

31.0%

22.2%

21.0%

17.4%

23.4%

16.0%

48.1%

45.2%

34.6%

51.4%

38.5%

41.2%

38.7%

26.3%

50.0%

44.3%

35.2%

46.3%

41.5%

51.7%

43.8%

44.1%

41.2%

47.1%

52.2%

40.0%

46.9%

48.3%

43.8%

80.0%

48.4%

48.3%

46.7%

41.9%

46.5%

42.1%

43.6%

9.3%

8.1%

11.5%

8.1%

9.6%

16.5%

9.7%

21.1%

13.6%

10.5%

8.3%

12.3%

6.9%

8.6%

5.9%

10.3%

5.7%

13.3%

20.0%

10.2%

13.8%

16.4%

8.8%

7.8%

6.7%

9.7%

12.8%

15.2%

21.3%

5.8%

5.7%

5.7%

22.2%

27.4%

23.1%

13.5%

19.2%

18.6%

16.1%

31.6%

25.0%

20.5%

31.4%

24.1%

18.5%

34.5%

24.8%

14.7%

24.7%

22.9%

18.9%

40.0%

20.4%

15.2%

16.4%

20.0%

22.0%

12.1%

20.0%

27.4%

19.8%

17.5%

16.0%

01_とても満足している 02_満足している 03_あまり満足していない 04_まったく満足していない

05_特になし・利用していない

01_とても満
足している

02_満足して
いる

03_あまり満
足していない

04_まったく
満足していな

い

05_特にな
し・利用して

いない

合計

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学

科

15_応用物理

学科

16_応用化学

科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬

科学科

42_工業化学

科

43_電気工学

科

45_機械工学

科

46_情報工学

科

61_数理科学

科

62_先端物理

学科

63_情報計算

科学科

64_生命生物

科学科

71_建築学科

72_先端化学

科

73_電気電子

情報工学科

74_経営シス

テム工学科

75_機械航空

宇宙工学科

76_社会基盤

工学科

81_電子シス

テム工学科

82_マテリア

ル創成工学科

83_生命シス

テム工学科

86_経営学科

87_ビジネス

エコノミクス

学科

89_国際デザ

イン経営学科

合計

Q7_2 - 学科
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４．東京理科大学への満足度 （３）学生生活への支援・制度

【問12】学生生活への支援・制度について、以下の区分ごとに最も当てはまるものを１つずつ選んでください。

【区分】①教務（履修、成績、試験等） ②教務以外（証明書発行、住所変更の届出等） ③教職教育センター ④国際交流（海外留学等） ⑤課外活動（部活、サークル）⑥奨学金 ⑦体調不良等（保健管理センタ

ー） ⑧留学生に対する支援等（留学生支援室） ⑨身体やこころの悩み等（よろず相談室） ⑩進路・就職活動⑪セミナーハウス、研修センター ⑫学費・実験実習等の支払い、振込用紙再発行 

2025年度

【問12】学生生活への支援・制度_満足度 1,787

01_教務（履修、成績、試験等）

02_教務以外（証明書発行、住所変更の届出
等）

03_教職教育センター

04_国際交流（海外留学等）

05_課外活動（部活、サークル等）

06_奨学金

07_体調不良等（保健管理センター）

08_留学生に対する支援等（留学生支援室）

09_身体やこころの悩み等（よろず相談室）

10_進路・就職活動

11_セミナーハウス、研修センター

12_学費・実験実習等の支払い、振込用紙再
発行

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

15.4%

19.0%

9.1%

9.5%

10.1%

7.4%

12.9%

7.3%

37.5%

35.1%

12.1%

8.1%

19.8%

14.1%

12.6%

6.4%

9.4%

19.6%

7.2%

16.4%

6.9%

7.9%

37.7%

39.9%

75.8%

82.4%

59.4%

70.8%

77.1%

87.0%

82.5%

61.6%

87.5%

71.3%

1_とても満足している 2_満足している 3_あまり満足していない 4_まったく満足していない

5_特になし・利用していない

【問12】学⽣⽣活への⽀援‧制度_「特になし‧利⽤していない」を除く 1,398

01_教務（履修、成績、試験等）

02_教務以外（証明書発行、住所変更の届出
等）

03_教職教育センター

04_国際交流（海外留学等）

05_課外活動（部活、サークル等）

06_奨学金

07_体調不良等（保健管理センター）

08_留学生に対する支援等（留学生支援室）

09_身体やこころの悩み等（よろず相談室）

10_進路・就職活動

11_セミナーハウス、研修センター

12_学費・実験実習等の支払い、振込用紙再
発行

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

24.7%

31.6%

37.4%

28.3%

23.4%

34.7%

32.4%

36.6%

33.3%

33.5%

31.3%

25.4%

60.2%

58.4%

49.9%

46.0%

48.7%

48.4%

54.9%

49.6%

53.8%

50.9%

57.1%

57.2%

11.1%

8.3%

8.5%

15.2%

19.4%

11.5%

7.6%

8.6%

7.4%

10.9%

7.6%

11.9%

10.5%

8.4%

1_とても満足している 2_満足している 3_あまり満足していない 4_まったく満足していない

【速報版】2025年度卒業予定者対象アンケート集計結果 / 4-5_東京理科大学への満足度（問12）_学生生
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問13　学部別 2,250

121 184 20 3 328

26 27 1 54

39 125 24 5 193

105 182 19 1 307

204 448 45 11 708

83 131 9 223

164 234 32 7 437

742 1,331 150 27

01_とても満足し
ている

02_満足してい
る

03_あまり満足
していない

04_まったく満
足していない

合計

01_理学部第一

部

02_理学部第二

部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学

部

06_先進工学部

07_経営学部

合計

学部＞学科

４．東京理科大学への満足度 （４）総合

【問13】総合すると本学にどの程度満足していますか？

【問13】肯定的回答割合

2,250

92.1%
+1.1% vs 2024年度（91.0%
）

+3.5% vs 2023年度（88.6%
）

【問13】回答割合 2,250

33.0% (742)

59.2% (1,331)

6.7% (150)
1.2% (27)

01_とても満足している 02_満足している

03_あまり満足していない 04_まったく満足していない

【問13】年度別 19,167

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

23.1%

25.8%

24.3%

27.0%

25.2%

30.3%

33.0%

64.2%

64.6%

64.6%

63.5%

63.4%

60.8%

59.2%

11.2%

8.6%

9.5%

8.4%

8.9%

7.4%

6.7%

01_とても満足している 02_満足している 03_あまり満足していない 04_まったく満足していない

問13　総合（学部別） 2,250

01_理学部第一部

02_理学部第二部

03_薬学部

04_工学部

05_創域理工学部

06_先進工学部

07_経営学部

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

36.9%

48.1%

20.2%

34.2%

28.8%

37.2%

37.5%

56.1%

50.0%

64.8%

59.3%

63.3%

58.7%

53.5%

6.1%

12.4%

6.2%

6.4%

7.3%

01_とても満足している 02_満足している 03_あまり満足していない 04_まったく満足していない

 フィルタ
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問13　学科別 2,250

23 28 3 54

22 33 6 1 62

9 16 1 26

17 17 2 1 37

23 28 1 52

27 62 7 1 97

17 13 1 31

7 12 19

2 2 4

19 51 16 2 88

20 74 8 3 105

26 71 10 1 108

30 34 1 65

5 21 3 29

44 56 5 105

21 12 1 34

30 59 6 2 97

22 44 4 70

24 62 3 1 90

4 1 5

23 64 5 6 98

37 94 13 1 145

20 48 5 73

2 3 5

25 58 8 91

45 67 4 116

18 25 2 45

20 39 3 62

63 90 16 3 172

67 93 7 4 171

34 51 9 94

742 1,331 150 27

01_とても満足し
ている

02_満足してい
る

03_あまり満足
していない

04_まったく満
足していない

合計

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

15_応用物理学

科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科

学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学

科

63_情報計算科

学科

64_生命生物科

学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情

報工学科

74_経営システ

ム工学科

75_機械航空宇

宙工学科

76_社会基盤工

学科

81_電子システ

ム工学科

82_マテリアル

創成工学科

83_生命システ

ム工学科

86_経営学科

87_ビジネスエ

コノミクス学科

89_国際デザイ

ン経営学科

合計

Q7_2 - 学科

問13　総合（学科別） 2,250

11_数学科

12_物理学科

13_化学科

14_応用数学科

15_応用物理学科

16_応用化学科

21_数学科

22_物理学科

23_化学科

3A_薬学科

3B_生命創薬科学科

42_工業化学科

43_電気工学科

45_機械工学科

46_情報工学科

61_数理科学科

62_先端物理学科

63_情報計算科学科

64_生命生物科学科

71_建築学科

72_先端化学科

73_電気電子情報工学科

74_経営システム工学科

75_機械航空宇宙工学科

76_社会基盤工学科

81_電子システム工学科

82_マテリアル創成工学科

83_生命システム工学科

86_経営学科

87_ビジネスエコノミクス学科

89_国際デザイン経営学科

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

42.6%

35.5%

34.6%

45.9%

44.2%

27.8%

54.8%

36.8%

50.0%

21.6%

19.0%

24.1%

46.2%

17.2%

41.9%

61.8%

30.9%

31.4%

26.7%

23.5%

25.5%

27.4%

40.0%

27.5%

38.8%

40.0%

32.3%

36.6%

39.2%

36.2%

51.9%

53.2%

61.5%

45.9%

53.8%

63.9%

41.9%

63.2%

50.0%

58.0%

70.5%

65.7%

52.3%

72.4%

53.3%

35.3%

60.8%

62.9%

68.9%

80.0%

65.3%

64.8%

65.8%

60.0%

63.7%

57.8%

55.6%

62.9%

52.3%

54.4%

54.3%

5.6%

9.7%

5.4%

7.2%

18.2%

7.6%

9.3%

10.3%

6.2%

5.7%

9.0%

6.8%

8.8%

9.3%

9.6%

20.0%

6.1%

01_とても満足している 02_満足している 03_あまり満足していない 04_まったく満足していない
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